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　私には、尊敬する上司がいる。

　勤めている会社の直属の上司。仕事というものにまつわる全てを一から叩き込んで、会社員としての私の大半を構築してくれた人だ。電話の取次ぎ方から大きなプロジェクトの動かし方まで、嫌な顔一つせずに丁寧に教えてくれたくせ、自分の仕事も嫌というほど完璧に仕上げてしまう辺りがとにかく眩しくて、憧れで。雛鳥のように彼について、仕事をこなしていくうちに、その眩しさや淡い憧れが確かな尊敬に変わっていった。

　――――そんな『尊敬する上司』と、テーブルを挟んで向かい合っているこの状況を、私は未だに今一つ呑み込めていない。

　隣には自分の父親、私の対面に座る『尊敬する上司』の隣にも、彼の父親と思わしき壮年の男性が腰かけているから、余計に状況が呑み込めなかった。

　例えば今日が木曜日の十八時で、場所が会社の会議室なら何ら問題はなかった。しかし土曜日の麗らかな昼下がり、都内でも有数の二つ星レストランの個室で向かい合う相手として彼とその父が適切かというと、答えはノーだ。彼の下について仕事をするようになって三年が経ったけど、今まで一度もプライベートでの付き合いをしたことはない。

　自力で正解を見つけることを諦め、私は傍らに座っていた父にちらりと視線を遣った。私をここに連れてきた張本人である父は、こちらの視線に気付くと、ふっと笑って対面の彼を手で指し示す。

「純すみ佳か。お前に今更紹介も何もないだろうが、――――彼がお前の婚約者になる、海かい棠どう怜れい司じさんだ」

「……えっ」

　こんやくしゃ。

　父の口から発せられたそれらの音が、『婚約者』という言葉だと呑み込むまでに数秒。その『婚約者』が目の前の彼であるという事実を呑み込むまでに、さらに数十秒を要した。困惑によって酩酊した頭が、いつもの数パーセント分の力しか出せていないのをひしひしと感じる。

　婚約者の意味は生憎一つしか知らないけど、もしかして私の知らない意味があるのだろうか。一瞬、現実逃避気味にそんなことを考えた私は、染みついた癖で縋るように海棠さん、――――海棠課長を見つめてしまう。

　海棠怜司という名前の、私の上司。彼はいつも通り、その端正な顔で無表情を形作っていた。

　怜悧にすら思える涼やかな目元や、すっと通った鼻梁に禁欲的な薄い唇。完璧な配置に収まるパーツたちは、まるで神様が特別に誂えたかのように美しい。女性社員が揃って『高嶺の花』と評する彼は、会社で見るのと変わらない顔で私を見つめ返している。そのあまりの変わらなさに、動揺している私のほうがおかしいのではないかと思えてくるから不思議だった。確かに海棠課長はいつも理性的で落ち着き払っているけれど、あまりの落ち着きように『婚約の意味分かってるのかな』なんて、心配が明後日の方向に滑ってしまう。

「怜司君、娘の純佳だ。いつも面倒をかけているようですまないな」

「いえ。純佳さんには、私の方が助けられております。……私を純佳さんの婚約者に選んでいただき、ありがとうございました」

　落ち着いた、低い声音が今日初めてこの場に響いた。私を導いてくれる、世界で一番安心する声、――――そのはずなのに、心臓がまるで劇薬でも注ぎ込まれたかのように激しく暴れ出す。私の頭は彼の口から『婚約者』という言葉が出てようやく、海棠課長との婚約という現実を咀嚼し終わったようだった。耳の奥でどくどくという音がして、胸を掻きむしりたくなるような焦燥と緊張に見舞われる。

　父に向かってするりと頭を下げた海棠課長は、ややあって持ち上げた面で私を射抜いた。その瞳は数秒前までの理性的なかんばせには似つかわしくない、苛烈な煌めきを放っていた、――――ような気がする。でもその煌めきは瞬きの間に消え失せて、後には息を呑んだ形で呼吸を止めた私だけが取り残された。

　もしかしたら、あの熱っぽい瞳は見間違いかもしれない。今まで海棠課長にあんな、焦がれるような視線を向けられたことはなかったし、本当に一瞬のことだった。でも、ただ、どうしてか。

　彼は『私と婚約する』ということの意味をきちんと理解しているのだと、そう確信した。

「……あの、課長……」

「純佳。この場で課長呼びはないだろう。怜司さんと呼べばいいじゃないか」

　勇気を出して声を掛けたところで、父に出鼻をくじかれる。『怜司さん』という響きにまた心臓が忙しなく脈打って、呼吸が止まった。

「元々お前の相手は社内の若くて有能な、うちを継げそうなどこかの次男坊にしようと思ってたんだ。その話をしたら、海棠が自分の倅をやけに推すんでな……彼にすることにした。会社ではお前とも上手くやってるようだし」

「ぬかせ、声をかけてきたのはお前のほうからだろう」

　そうだったか、そうだそうだと笑い合う父親二人は、その様子を見るに知己の関係なのだろう。こうは言っているものの、二人の間ではこの婚約はもっと前から決まっていたことなのだと分かった。

　私の家は一いち宮みやグループという括りで、同族経営の企業をいくつか持っている。私と海棠課長が勤めているのは、父が社長を務める、グループのメイン企業だ。両親の子供は、お世辞にも商才があるとは言えない私一人。前々から、娘婿に会社の一つを継いでもらうのが良さそうだ、なんて話が出ていたのは事実だった。

　父は豪気な人だけど、思いつきだけで会社を継がせる人間を選ぶほど短絡的でもない。きっと海棠課長が入社した当初から、もしかしたらもっと前から、考えていたことなのだろう。

　この話、海棠課長は知ってるのかな。そう思いながら視線を向ければ、彼は形のいい眉をゆるりとしかめ、色素の薄い前髪から覗く目を父へと遣ったところだった。

「……一宮社長。私に継がせるかどうかはきちんと見極めていただいてから、というお話では」

「まあ、いいじゃないか。考えておいてくれ。……さて、邪魔者は一度席を外そうか」

「ああ。後は若いお二人で、というやつだ。こっちはこっちで話があるからな」

「えっ」

　顔を見合わせた父親二人がおもむろに立ち上がる。私が呆けたような声を上げたタイミングで、ウェイターさんがするりと個室の中へ入ってきた。まるで代わりのように料理の皿を置いて、そのまま父親二人を伴って出ていこうとする。

　――――この空気のまま、海棠課長と二人きりでここに残されるのはちょっと、いや、かなり困る。

　慌てて父のスーツの裾を掴めば、彼は何だかいい笑顔で振り返った。

「じゃあ純佳、くれぐれも失礼のないようにな。大丈夫だとは思うが」

「そ、それは勿論なんだけど、あの……」

「婚約から始まる関係でも、最終的には夫婦になるんだからな。まずは恋人として振る舞えるぐらいには親睦を深めるように」

「いきなりそんなこと言われても……！」

　私の訴えも虚しくドアが閉まり、父の背中がその向こう側へと消えた。行ってしまった。結局ほとんど何も説明されていないのに。

　項垂れた私と、海棠課長の二人がしんと静まり返った個室に取り残される。仕事でなら、こんな沈黙なんて何でもないのに、プライベートの、しかもこんな状況では会話の糸口が上手く掴めなくて。料理に舌鼓を打ちつつ、私は言葉を探すように何度か視線を彷徨わせる。焦れば焦るほど舌が縺れて動かなくなるなんて、二十五年の人生で初めて知った。

　先に言葉を発したのは、私ではなく海棠課長のほうだった。私の落ち着きのなさを見かねたのか、その切れ長の目元を少しだけ緩めて、その低く淡々とした声を少しだけ甘くして、彼は私の名前を呼ぶ。

「深山みやまさん。……いや、一宮さん？　それとも今日からは純佳さんと呼んだほうがいいか」

「あ……ええと、どれでも大丈夫です。課長のお好きな呼び方で……」

　深山というのは母の旧姓で、会社での私は『深山純佳』で通っている。社長の娘であることを大っぴらにしたくないと言った私のために、父が取ってくれた措置だ。いつも『深山さん』とこちらを呼ぶ彼の唇が『純佳』という音を零したことに、また胸の奥が騒ぎ立て始める。

「そうか。それなら今後、プライベートな場では名前で呼ぼう。俺のほうも、できれば課長ではなく名前で呼んでほしい」

「う、うーん……課長のことをいきなり名前呼びは、ハードルがちょっと高い、ですね……」

「婚約者になったのに、か？」

「うっ」

　緩やかな動作で首を傾げた海棠課長は、口の端にうっすらと笑みを乗せている。寡黙な彼が、意外と冗談やからかいを口にする性質だというのは、会社ではごく僅かな人間しか知らないだろう。私がその『ごく僅かな人間』に含まれているのは嬉しいことだけど、一足飛びに名前呼びが許される婚約者のポジションに就くとなると、また話が変わってくる。

　――――そもそも、この人は今回のことをどう思っているんだろう。

　ふと胸に浮かんだ疑問は、先ほどまでの舌の縺れ具合は何だったのかと思うほど、するりと飛び出した。

「あの、海棠課長は良かったんですか。私と婚約なんて……」

　私は元々、父が決めた人間との婚約には前向きだった。特に好きな人もいないし、このままぼんやりと一人身で過ごすぐらいなら、家のためにできることをしたい、――――それが私の想いだから。

　でも、海棠課長にとって私は迷惑ばかりかける未熟な部下のはずだ。社長令嬢と言えば聞こえはいいけれど、一宮自体があまり由緒ある家系ではないせいで、『らしさ』もないし、恋愛経験も然程ない。社内の尊敬を一心に集める経営企画部の高嶺の花、社内最年少課長の彼に比べて、私は驚くほどに平凡だ。

　そんな私と婚約するなんて、この人にとってプラスになるとは思えない。絶対、どう考えても、釣り合わない。

　内心でそう呟いてみれば、じっと私を見下ろしていた海棠課長が「なるほど」と呟いた。

「君は、結婚相手が俺では不足か？」

「いえ、そういうわけではなくて……！」

「――――俺は君がいい」

　自分の喉が、ひゅ、と音を立てる。

　こちらをひたりと見据える彼の瞳が、また静かに熱を灯していく。熱は甘い色合いを揺らめかせ、私にその温度を知らしめようとしているみたいだった。メインディッシュのお皿二枚分を隔てた場所で、世界で一番尊敬する人が、見たことのない顔をしている。整った無表情の仮面と、何か大きな感情を抱えた『男』の顔が滲んで混ざり合っているような、そんな顔を。

　そんな顔から吐き出されたあまりの台詞に、今度ばかりは私の心臓も高鳴るどころか動きを止めた。君がいい、なんて、――――私には分不相応な、とんでもない殺し文句だ。彼に愛されている錯覚すら起こしそうになる。

　自惚れがじわじわと毒のように全身へ回り始めたのを感じて、私は慌てて奥歯を噛みしめると、驕るなと脳味噌に必死に言い聞かせた。気心が知れているからとか、そんな理由で言っただけで深い意味はないんだ、きっとそうだ。そうでなければ、望めば誰とでも結婚できてしまいそうな海棠課長が『君がいい』なんて言うものか。

　そうやって自分の中で何とか折り合いをつけて一息をついた私を、彼が覗き込んでくる。ぱちり、と目が合った。真っ直ぐで、何もかもを見透かしてしまえそうな目。じくりと胸が疼いて、焦燥感が沸き上がる。

「純佳さん？」

　彼の唇が私の名前を呼んだ。無性にどきどきして、何だか悪いことをしているような気分になって、つい誤魔化すようにへらりと笑ってみせてしまう。思ったより下手くそな笑い方になってしまったような気がしたけれど、自分では確かめようのないことだった。

「ありがとう、ございます。でも、その……私は、私と課長では釣り合わないのではと思って」

「……」

「私がいい、なんて……もったいないです。課長は立派な方なんですから、私よりもっと好条件の婚約話があったのでは」

「……純佳さん、」

「今ならまだ解消だってできますよ」

　ぺらぺらと余計なことまで言ってしまう唇が「そのほうがきっと課長のためになる気がするんです」と呟いたところで、私はようやく海棠課長がひどく険しい顔をしていることに気が付いた。静かなのに、確かな重みを感じさせる声音が低く響く。

「純佳」

「……は、い」

「解消は、絶対にしない。少なくとも俺からするつもりはない。それは分かってくれ」

　ただでさえどことなく重苦しかった空気が、今や完全に凍っている。

　三年の間に覚えてしまった、『海棠課長の前で下手を打ったときの感覚』が私をちくりと刺した。ぴたりと口を噤んだ私は、背筋を冷や汗が伝うのを感じながらこくこくと頷く。勢いで口走ってしまった台詞の、具体的にどこが地雷だったのかはよく分からないけど、こういうときの課長にはとにかく真摯に、嘘をつかず誤魔化さずに応対するしかない。

「婚約……というか、結婚自体はするつもりなんだな？　家のための結婚で不満はないのか」

「は、はい！　もちろんです。特に結婚したい人もいませんし……こういう形での婚約には納得してます」

「……じゃあ、今日この場に来たのが俺ではなかったら、」

「え？」

「君はどうしていた？」

　急に話の筋が逸れたような気がして、一瞬反応が遅れた。

　今日この場に、婚約者として現れたのが海棠課長以外の人だったら、――――その想像は容易だった。そもそも、どちらかといえば婚約者が海棠課長であるほうが非常事態であったので。

　見つめてくる彼の瞳を居心地悪く感じながらも、私は思ったことをそのまま言葉にする。

「私で本当にいいんですかって聞いて……それから受け入れていたと思います。今と特に変わらないかと」

　父が選んだ人間と結婚する。その前提を受け入れている以上、今日ここに来たのが誰だったとしても、最終的にはきちんと受け入れて結婚していただろう。

　――――でも、海棠課長とそれ以外だったら、また動揺の種類が違っただろうな。

「……そう、か。他の男でも変わらず、婚約を受け入れて結婚していたと。……なるほどな」

「あの、課長……？」

　ぼそりと呟かれた言葉が上手く聞き取れず、私はそっと彼を窺う。

　緩慢に組み合わされた、男らしい骨ばった指に海棠課長の俯いた額が載った。長く重い溜息がその隙間から聞こえてきて、心臓が嫌な音を立てる。目元が見えないのが、その軋みに拍車を掛けた。海棠課長の感情を表すのは主に目元だから、それが見えていないと推し量りようがなくて、不安になる。

「先ほど君は『俺に釣り合わない、だから婚約を解消すべきだ』……概ねそんなようなことを言った。裏を返せば、釣り合えばいいということだな？」

「そう、ですね」

　すべきだ、とまでは言っていないし、実際の私の感情はこんがらがった毛糸玉のようになっていて、そう簡単に言い表せるようなものではない。ただ、自分でもよく分からなくなってきていたので素直に頷けば、もう一度息をついた海棠課長が、ゆるゆるとその面を持ち上げる――――

「それなら、――――心も身体も、俺だけの花嫁になれるように。君を『調教』しよう」

「え……」

　苛烈な煌めきが、その目元を鮮やかに彩っていた。

　視線の先にいる私を燃やし尽くすような熱量と、その台詞に呼吸が止まる。『調教』という音を上手く呑み込めず、私の唇は疑問符のような、曖昧な呟きだけを零した。呟きは海棠課長の元まで届かずテーブルへと落ちたらしく、彼はそのまま、いっそ優しげに言葉を続ける。

「それで釣り合うようになれば、もう観念してくれるだろう？」

　彼の薄い唇が、ぞろりと笑みを描く。どこか陰のある、大人の男の笑みに背筋が微かに粟立った。

　清廉潔白で無表情が常な、尊敬する上司。そんな彼から向けられた含みのある笑みと『調教』という言葉に、思考の糸がさらにぐしゃりと絡まる。

　釣り合わないと思っているのは本当だし、婚約を解消しないのなら、私が海棠課長に相応しい人間になるしかない。彼の言っていることは正しい、はずなのに。ぞく、と何とも言えない感覚が身体を走って、思わず縋るように二の腕の辺りを握ってしまう。恐怖や忌避感ではない。かと言って期待や歓喜とも違う。彼の言う『調教』が何なのかという漠然とした不安と、僅かに混ざる複雑な感情が胸の奥から湧き上がった。

「『解消』なんて、二度と言わない『いい子』になろう、な」

　その目に宿る煌めきの名前は、きっと執着というのだろう。

　何となく、『寝た子を起こしてしまったのだ』と私は確かにそう思った。







１　あやして、唆す








　午後一番のオフィスは戦場だ。

　内線がひっきりなしに鳴る経営企画部の片隅で、私と海棠課長は顔を突き合わせていた。

「――――なので、恐らくＢ案で通るかと思います。社内調整はこれからですが、総務だけなら私一人でも丸め込めるので……」

「分かった、問題は財務部だな。来期予算の策定会議用のデータは？」

「昨日のうちに。ただ社長室から数字が下りてこないと埋められない部分もあるので、そこは一度保留にしてあります。来期は社長室主導の新規モデルケースプロジェクトが走るので、予測を立てるのに時間がかかってるみたいですね」

「そうか……気を揉ませて悪かったな。俺のほうで一度確認を取っておく。こっちに回してくれ」

「ありがとうございます！　あと、先日課長にお願いした社内活性企画のフィードバックなんですが……」

「それはもう終わってる。俺のほうから向こうに返事をしておくから、深山さんは会議室を押さえてほしい」

「分かりました。第二会議室ですね？」

「ああ。頼む」

　いっそ楽しさすら覚える打てば響く会話の末、頷いた海棠課長が薄く微笑んだ。満足そうな、褒めるような柔い視線が私を包み込むのが嬉しくて、私もつい微笑み返してしまう。彼のこういう笑顔はレアではあるけれど、三年目になって一人でも上手く仕事ができるようになってくると、見る機会がぐっと増えたような気がする。

　尊敬する海棠課長に褒められるのは他の誰に褒めてもらうよりも嬉しくて、未だに慣れない。胸の奥がくすぐったいような、温かいような気持ちになって、つい手元の書類を意味もなく弄びながら彼の横顔を眺めた。

　この人が婚約者になって、明日でちょうど一週間が経つ。

　婚約指輪もないような婚約だったけど、紛れもなく今の私たちは上司と部下であると同時に婚約者同士なのだ。この一週間、ふとした瞬間にそのことを思い出しては、居た堪れないようなむず痒さに襲われていた。

　――――やっぱり、私と海棠課長が婚約なんて、おかしい。

　私と彼が助け合いながら完遂するのは仕事であるべきで、間違っても夫婦生活ではないという思いは、日増しに強くなっていっている。彼のことは好きだ。ただ、その好きはあくまで『憧憬』なのだ。好きでもない、生理的嫌悪感を催すような人と結婚するよりは断然良くとも、憧憬する人と結婚となると、恐れ多さや違和感がどうしても付き纏う。

　両家の父親と海棠課長が乗り気な時点で、この婚約が覆ることはないだろう。私が呑み込むしかないということは重々承知だけど、こんな調子できちんと夫婦になれるのだろうか、――――私は思わずそっと息を零す。その拍子に、海棠課長の視線が再びこちらを捉えた。

「……それは？」

「え？　あっ、これですか？　前年度事業の費用対効果分析資料なんですけど……海棠課長、この間そのお話をしていたので、そろそろ必要かなと思いまして。データでも残してあるので後でお渡しします」

　指でぺらぺらと捲るように弄んでいた資料を差し出せば、海棠課長が一度目を瞬く。ついで、ふっと優しい笑みが唇の端に滲んだ。先ほどの微笑みよりずっと甘いそれに、どきりと心臓が音を立てる。怜悧な表情は少し和らぐだけで華やかになるからずるい。

「ありがとう。助かる」

「い、いえ……」

「――――深山さん、相変わらずの『良妻』ぶりだね」

「えっ」

　横合いから掛けられた言葉にそちらを見遣れば、ひらひらと手を振る男性の姿があった。海棠課長の同期の櫻庭さくらばさんだ、と思ったのは一瞬で、すぐに彼の台詞のほうに意識が引っ張られる。『良妻』ってなんだ、『良妻』って。

　ぽかんとそのかんばせを眺める私を余所に、海棠課長は明確に眉をしかめてみせる。

「櫻庭、妙なことを言うな」

「妙ってことはないでしょ、褒めてんだって。やり取りが仕事っていうよりも、亭主関白な夫と貞淑な妻の会話っぽいよ、って」

「それは褒めてないだろう……」

　疲れたように溜息を零した海棠課長は、机の引き出しを漁るとファイルを取り出し、用事はこれだろうと言わんばかりに櫻庭さんへと押し付けた。しかし櫻庭さんはめげていないようで、今度は私のほうに水を向けてくる。

「いや、褒めてるよ。ねえ？」

「褒めてはないと思うんですけど……そもそも、どの辺りが『良妻』なんですか？」

「そうだなあ。海棠が何か言う前に察して動くところとか……一歩引いて堅実なサポートをするのがメインだけど、それはそれとして、こいつに仕事任せられたら嬉しくなって頑張っちゃうところとか？」

「ああ……」

　思い当たる節のある言葉の数々に、私は小さく項垂れた。挙げられた特徴をあくまで客観的に見れば、確かに『良妻』と言えなくもない、かもしれない。

　櫻庭さんは私の反応にけらけらと笑うと、そのまま一歩、二歩と距離を詰めてくる。海棠課長とは別のベクトルで整った顔に嫌な予感を覚え、反射的に後ずさったものの、自分のデスクに太腿がぶつかり、止まってしまった。

　にんまりと弧を描いた彼の唇が、最後に予想していなかった言葉を吐き出す。

「あと、この間一緒に企画動かしたときに思ったんだけど。段取りとか進め方とか、人を丸め込む手管が完全に海棠そのものだね。去年はここまでじゃなかったけど、しっかり躾けられた？」

「えっ」

　躾。

　その一言が、強く脳味噌を揺らした。脳裏に明滅したのは、この一週間あまり考えないようにしていた海棠課長の言葉、――――『調教』だ。似通った二つの言葉が結び付いて、じわりと顔が熱くなる。

　確かに電話の取次ぎ方から大きなプロジェクトの動かし方まで、私に仕事のことを叩き込んでくれたのは海棠課長だ。彼との仕事が上手く行くように立ち回ってしまうのも、仕事の進め方が彼に似てくるのも、当たり前と言えば当たり前なのに、『躾けられた』なんて言い方をされると、妙な居た堪れなさが心臓を騒がせてしまう。

　海棠課長があれきり『調教』の話をしないのも、私の動揺を増長させていた。このまま忘れてしまえば、もしかしてなかったことにならないだろうか、なんて日和った思考を今更めちゃくちゃにされて、平静でいられる人がいるなら見てみたい。

　そうして思い切り動揺した私に対し、櫻庭さんがそのにやにやとした笑みをぐっと深めた。

「真っ赤。満更でもなさそうなところ見ると、海棠も随分好かれてるな。海棠も深山さんのこと育てるの好きみたいだし、いいコンビだよね」

「す、好かれ……」

「そう。好きでしょ？　海棠のこと」

「……その、」

「あれ、もしかして好きじゃない？」

　文脈的に櫻庭さんが言っているのは『上司としての好き』だろう。そう思っているのにも拘らず、どうしてか私の口からはすぐに言葉が出てこない。ここで何でもないふうの顔をして「好きですよ」と言えない時点で、何かあると言っているようなものだ。今や取り繕えるタイミングを完全に逃してしまった私は、どう誤魔化したものかと視線を彷徨わせることしかできない。そして、それを見逃してくれるほど櫻庭さんも優しくない。

「……もしかして深山さん、海棠と何か、――――」

「櫻庭、いい加減自席に戻れ。俺たちはお前と違って仕事中だ」

　鋭い声音と、割り込んできた身体が櫻庭さんの言葉を容易く遮った。瞬きを一つ落とした彼は、ややあって小さく苦笑すると私の前から身体を引いてみせる。おどけたように広げられた両手が、割り込んできた身体、――――海棠課長の背中越しに、降伏の証のように見えた。

「俺も仕事中なんだけど……まあいいや、分かったよ。とりあえずこれは受け取ったから、こっちで処理しとく」

「ああ」

「じゃあ深山さん、またね。頑張って」

「あ、はい……」

　去っていく櫻庭さんの背中を見送り、ほっと息をつく。無意識のうちに緊張していたらしい身体から、じわじわと力が抜けていくのが分かった。悪い人じゃないのは分かっているけれど、その聡さが今はちょっと恐ろしい。まるで、自分でも気づいていない『何か』を、あの手この手で引き出されてしまうような気がして。

　今後は注意しようと肝に銘じたところで、ふと足元に影がかかる。つられるようにして顔を上げると、思ったよりもずっと近くに海棠課長の顔があった。

「悪かったな。櫻庭には後できつく言っておく」

「いえ、私が諸々躱すのが下手なのがいけないんです……」

「ああ……まあ、そうだな。君は素直だから。『躾』と聞いて『調教』を連想しまう辺りなんて、特に」

「……は、えっ……な、なんで、」

「言っただろう、君は自分で思っているよりも素直なんだ」

　――顔に全部出ているからな。

　くすりと笑った海棠課長が緩慢に上体を倒す。優しい色の髪がさらりと流れて、私の首元を僅かに掠めた。幼気な子供が内緒話をするかのように、耳のすぐ傍で、彼の密やかな声が響く。

「……純佳さん」

「っ……は、はい」

「今夜、時間はあるか」

　甘い吐息が耳朶に触れる感触と、短い言葉の後ろに隠された意図に、ぞくりと背筋が粟立った。

　この場にそぐわない名前呼びは、公私を分けるスイッチのようなものなのだろう。この誘いがプライベート上のものだと私に知らしめるため、わざとそうしたのだ、――――ごくりと喉を鳴らしてから、ゆっくりと首肯する。『何をするか』を匂わされたところで、彼の誘いを断るつもりはなかった。

　だって私は、彼の婚約者だから。

「そうか。……いい子だ」

　ひそめられた声音が、さらに一段と甘さを帯びる。ぴくりと肩が震えてしまったのは、私の身体が、海棠課長に褒められるのにいっとう弱いからだろう。ただでさえ弱いのに、そんなに甘い声で褒められてしまってはひとたまりもない。

　私はぼんやりとし始めた頭を叱咤するように強く振って、何とか自分を立て直そうとする。デスクについていた手のひらが、自重で少し痛んだ。

「あの、本当に……調教、するつもりなんですか」

「そうだ。何か不都合が？」

　不都合しかない。

　そう言いたいのをぐっと堪え、「いえ、」と顔を反対側へ逸らす。抱かれる覚悟も決まり切っていないのに、『調教』される覚悟なんて決まっているはずもなかった。断らないのと、覚悟が決まっているのはまた別の話だ。

　そんな私の様子をどう取ったのか、ふっと笑うような吐息が首筋へと吹き付けられる。

「……櫻庭も言っていただろう。俺は君を『育てる』のが好きなんだ」

　軽口と共に首元の気配が遠のき、ようやく海棠課長の顔が見えるようになる。声音こそ、先ほどの甘い囁きの名残すら感じさせなかったが、その瞳にはじりじりとした熱が瞬いていた。

「本当は、そういった個人的な嗜好は置いておくつもりだったんだがな。……あくまでいい夫として、君に一生を捧げるつもりだった。でも、――――」

　すっと伸びてきた指先が、デスクの上に放り投げられていた私の手に触れる。つ、と爪の先が皮膚を撫でて、そのまま何の未練も見せずに離れていった。オフィス内で出来る、精一杯の私的な触れ合い。戯れのような些細な触れ合いのはずなのに、じくじくと胸が疼いて仕方ない。

　やっぱり、あの日から私は変だ。海棠課長が何かを言うたびに、何かをするたびに、いつもの私とは違う反応を返してしまう。ふとした瞬間に、あのどこかぎらついた瞳が脳裏に甦って、身体の芯がじんと熱くなることさえあった。上司という括りに婚約者というラベルを上書きされたこの人を意識しすぎて、おかしくなっている。いや、それとも変化しているのかもしれない、――――海棠課長にどきどきして、欲情する身体に。

「もう遅い。純佳さんの、心も身体も、変えてみたくなってしまった」

　愉しみで堪らないというような、華やかな笑みを見せた海棠課長は、私の手の甲をもう一度厭らしく引っ掻いてみせた。
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「君も大概、往生際が悪いな」

　定時後、食事を済ませた私たち辿り着いたのは、先週も訪れたホテルの、宿泊フロアだ。部屋は一目見て上の方のランクであると分かる造りをしていた。大きな窓から燦然と輝く東京の夜景が見えて、その非日常感に心臓がざわつく。

　ベッドルームと地続きになっているリビングに二人分の荷物を放った海棠課長は、すたすたと迷いなくベッドルームへと足を向けた。そうなれば、私があえなくベッドに組み敷かれてしまうのも、当然の結末というわけで。

「そ、んなこと、言われましても……」

「一週間待ったのは、その間に覚悟を決めてもらうためだったんだが……短かったか？」

　逃げ道を探すように視線を彷徨わせる私に、海棠課長が意地悪な笑みを浮かべてみせる。

　シーツに私を縫い留めた彼は、スーツを適当に放ると窮屈そうにカフス部分のボタンを外した。シャツの袖口が開き、隙間から思っていたよりもずっとしっかりした、『男の人』の腕が覗く。うっすらと浮かんだ、私にはない筋のラインが美しくて目を奪われた。その腕が緩慢に動き、これもまた窮屈そうにネクタイを解いていく。

　ふ、と彼の口元が笑みを浮かべた。

「君が本気で、俺の姿を二度と見たくないほどに嫌なら止めよう。そうでないなら今夜から君を抱いて、俺の愛し方を教え込んで、――――俺だけの花嫁にしてしまおうと思うが」

　どうする？

　謳うような声音が私に選択を迫る。落とされる流し目も、まるでこちらを促すような色を滲ませていた。知らず、ごくりと喉が鳴る。躊躇うように握り込んだ指の間にシーツが絡まって、ああ私は彼とベッドの上にいるのだ、と強く思い知った。同時に、視線が彼の顔から指先へと滑る。

　あの手が、私に触れる。暴く。作り変える、――――『彼だけの花嫁』というものに。

「……嫌、ではないです」

　――――ただ、どうしても『本当にいいのか』という思いが拭いきれないだけ。

　私がぐずぐずと往生際悪く、ささやかな抵抗を続けているのはそれが理由だった。嫌じゃないのは本当だ。婚約者として、これ以上ないほどの相手だということも頭では分かっている。どうせ誰とでも結婚するつもりだったのだ、それなら相手が『人として』これ以上ないほどに大好きな海棠課長であったことは、むしろ喜ぶべきことなのに。

　この一週間で何度も味わった居心地の悪さが、胃の腑をじわじわと侵食する。自分の理屈ではない部分を紐解くのは、少し難しい。思わず黙り込んだ私の上から、優しい声音が降ってきた。

「そうか。……だが、躊躇いがあるのは事実だろう。君は婚約者が誰であろうと結婚するつもりだと言っていたしな……躊躇いの原因は俺なんだろうが」

「っ、いいえ！　海棠課長のことは、本当に……好きです。尊敬しています」

　聞き捨てならない台詞に、状況も忘れて声を上げれば、目の前の甘い色の瞳が一瞬大きく見開かれる。ややあってゆるゆると眇められたそれが、笑みの形を描いた。

「……ああ、なるほど。純佳さんはそれだけ、俺のことを大切に想ってくれているのか」

「え、」

「だからこそ、このまま触れられてもいいのかと怯えている」

　指先が額に触れる。彼の呟きが、胸の底へ真っ直ぐに落ちていく。すとんと落ち着いた感情に、私は彼の考察が正しいことを知った。

　人として尊敬していて、大好きで、大切な彼だからこそ、『婚約者だから』『仕方ないから』という気持ちで触れ合いたくない。そんな生半可な気持ちで触れて、会社での心地よい関係を失ってしまいたくない、――――海棠課長に、きらわれたく、ない。

　見て見ぬふりをしていた浅はかなエゴを引きずり出され、じくりと心臓が痛む。緊張で乾いた唇がさらに乾いて、ひりひりと痛むような気がした。それでも、気付いてしまったのなら肯定を返さなければならない。生憎私の身体は海棠課長に嘘をつくようにできていなかった。洗いざらいを打ち明けて、私は申し訳なさを込めたまま目を伏せる。

「すみません……」

「いいんだ。君の想いは嬉しい。……だが、君は俺が『調教する』と言った意味を、きちんと理解していないらしい」

　額に触れていた指先が、輪郭に沿って伝い下りていく。顎まで下りたところで、ゆるりとおとがいを持ち上げて、私に言い聞かせるような体勢を取った。

　曰く、『仕方ないから』なんて言えないように私の心を変えてしまうことも、彼の言う『調教』に含まれているのだという。心も身体も、彼だけの花嫁になれるように。彼のことを、――――好きになるように。

「えっ」

「純佳さんのそれは、俺を愛するようになれば解決するだろう」

「そ……そうかもしれませんけど、」

「なら、今から『調教』するのも問題ないな？」

　急カーブで勢いをつけたまま丸め込まれているような心地には、覚えがあった。仕事でもよく見る、海棠課長お得意の丸め込み戦法だ。一度引いたと見せかけて、迂遠に言質を取ってから一息に畳みかける。私も使うからよく分かるのだ。

　確かに海棠課長を愛してしまえば、『生半可な気持ち』ではなくなるだろう。つまるところ、『調教』は『口説き落とす』と同義なのだと察しが付いた。口説き落とすという字面は、調教に比べてやや優しく、私の警戒を解きほぐしてしまう。

　いっそ恭しく私の返事を待つ海棠課長に、私は恐る恐る視線を向け、唇を開いた。

「……問題ない、です」

「それはよかった」

　甘く微笑んだ彼の目元に、ふとじりじりとした熱が滲む。瞬きをする間に、空気が濃密さを増していく。腕をシーツに付いて、身を乗り出すようにして覆いかぶさってくる身体。いつもはどちらかといえば涼やかな印象を覚えるのに、今はどうしてか、その質量や熱を感じずにはいられなかった。

　とん、とささやかな音を立てて、彼の肘から下が顔の真横に付く。微かに感じる、澄んだ海の香りはきっと彼のものだ。反対の手が私の唇を確かめるように撫でる。その手つきに、ぞくりとした痺れが腰の辺りに走った。

「かちょ、う、」

「純佳さん、俺が言ったことはもう忘れたのか？」

　――――できれば名前で呼んでほしい。

　先日聞いた言葉が脳裏を過る。あ、と零した吐息をまぶすように、彼の親指が今度は上唇をくすぐった。痛いほどに喚きたてる心臓は、もう馬鹿になってしまっているようで、その拍動で声までを震わせているような気がする。

「怜司さん……」

　震えていても、その言葉はいやにはっきりと響いた。広いホテルの一室で響いたその五文字はあっという間に溶けて消えたけれど、効力だけは絶大だったらしい。とろ、と海棠課長、――――怜司さんの視線が熱く蕩ける。そのあんまり顕著な反応に、咄嗟に逃げるように目を逸らしてしまった。

　淫蕩で、激しい欲望を孕んだ瞳。あの目を持つ男に今から抱かれて、調教されるのだ。

　劣情をぶつけられる羞恥は、ほとんど照れに近い。じりじりとした視線に灼かれる身体が、ひくんと小さく震えてしまう。頬が熱くて、どきどきして。胸に渦巻くのが戸惑いなのか期待なのか、自分でもよく分からないけれど、――――嫌だと思っていないことだけは確かだった。

「今日は、妙なことはしないつもりだが……俺の触れ方や、気持ちいいという感覚を覚えてくれ。俺も、君がどうされると気持ちがいいのか覚えたい」

「っは、はい……」

　何だかすごいことを言われたような気がするが、私は何とかそれを呑み込んで頷く。動揺が伝わったのか、怜司さんの声音が少しだけ穏やかなものへと変わった。

「……まずはキスから覚えてもらおうか」

「っあ……」

「純佳、俺の目を見て……そう、いい子だ」

　呼び捨ての名前と、幼子にするような褒め言葉。その甘い響きに抗えず、そろそろと視線を怜司さんの目元へと戻す。私が視線を遣る前からこちらを見つめていたのだろう、ぱちりと視線がかち合い、――――そのまま焦点がぼやけるほど近くへと下りてくる。ややあって、唇に少しかさついた、柔い感触が触れた。

「っ、ん……」

「ふ……っ」

　ちゅ、ちゅとかわいらしい音が鳴る。何度か角度を変えて押し当てられると、その優しく甘やかすような手管にすっかり身体の力が抜けていく。強張っていた肩もシーツを掴んでいた指先も、僅かに緩んだ。

　――――キス、してる。海棠課長と。

　ぬるりと唇をなぞる彼の舌の温かさを感じながら、感慨めいた呟きを内心で零した。『怜司さん』と呼んでいても、彼が私の上司であることには変わりない。それなのにベッドの上でキスをしている、――――こんなのおかしい。駄目だ、と思うのに、どうしようもなくどきどきする。

　唇を弄んでいた舌が、隙間に忍び込もうと口角を突く。ぬらりとした感触も、温かさも、意思を持った生き物のようで恐ろしいのに、無性にお腹の奥が疼いた。

　その疼きを前に躊躇っていると、駄目押しのような熱い吐息が唇に吹き付けられる。

「ほら……純佳、口を開けてくれ」

「……ッん、ふぁ、あ……」

　ほとんど呪文のような、囁き。従順に開いてしまった唇の隙間から、彼の舌が忍び込んだ。私のそれに絡みついたかと思うと、丁寧に粘膜同士を擦り合わせて、引っ張って、撫でて。頬の内側や上顎の僅かな段差まで、長く大きな男の人の舌に磨かれてしまう。咥内全部にマーキングをされているような錯覚に、疼きがひどくなっていく。

「ん、……は、そうだ、舌をもっと絡めて……」

「は、ちゅ、……んん……っ」

　舌同士がさらに厭らしく睦み合う。絡め方を教え込むような動きは、これが『調教』なのだと私に知らしめてきた。

　散々掻き回され、裏側まで甘やかすように舐められて眩暈がしたところで、舌がぐいと外側に引っ張られる。絡めとられたまま伸びた舌は、待ち構えていた怜司さんの唇に食べられてしまった。じゅ、じゅう、と唾液ごと啜られて、そのたびに彼の喉仏が動く気配がするのが堪らなく恥ずかしい。

　痺れるほどにしゃぶられたところで、ようやく解放されたかと思えば、今度は再び私の咥内に怜司さんの舌が分け入ってくる。

　しかし、その舌は先ほどまでとは違って、何もせずただ私の舌の近くを彷徨うだけだ。どうしたんだろう、――――そう思い伏せていた瞼を持ち上げると、うっすらと見えた甘い色合いの瞳が、何かを促すようにこちらを見つめていることに気が付いた。

「ぁ、……」

　彼の意図に気付き、おずおずと舌を伸ばす。初めて自分から触れたそれの裏側を少しくすぐって、ちゅう、と吸ってみせた。緩急を付けて、彼がそうしていたようになるべく厭らしく。飲み込んだ二人分の唾液に、こくりと喉が鳴ると、怜司さんの大きな手がベッドと後頭部の間に差し入れられ、くしゃくしゃと髪を掻き混ぜた。地肌を滑る指の感触が、うなじを粟立たせる。

「ん……その調子、だ」

「っふぁ、い……」

　――――褒められた。怜司さんに。

　それだけで嬉しい嬉しいと胸がうずつく辺り、私も大概単純だけど、こればかりは仕方がないのだ。怜司さんが相手だと、仕事で「よくやった」なんて言われるだけでも、叫び出したくなるぐらい嬉しいのだから。

　再び動き出した彼の舌に応えるように、教え込まれた愛撫を反復する。苦しいぐらいに舌の根本をかわいがられたかと思うと、今度は上顎を甘やかすように蹂躙されて。飲み込み切れなかった唾液が口の端から零れて、とろとろと首から鎖骨へ伝い落ちていった。付いていくのが精一杯の睦み合いは、期待に熱を溜め込む下腹部を徐々に潤ませていく。

　キスがこんなに厭らしくて、気持ちがいいものだなんて知らなかった。

　ふやけてしまった思考では上手くものが考えられず、ただこうやって唇と舌を境目がなくなるほどに混ぜ合わせることと、彼に褒められることは気持ちいいのだということしか分からなくなってしまう。

「君は……奥と上顎が気持ちよさそうだ、な……ッん、」

「ふ、んん……っ、ぁ」

「ッは、ァ……気持ちいいところ、ちゃんと覚えろ。快感に集中して……」

　ずる、と喉奥まで伸びてきた怜司さんの舌に反応して、肩が小さく跳ねる。喉が締まる。籠ったような水音が、咥内から直接脳味噌を揺さぶって快楽に浸けていく。じわじわと這い上がってくる感覚が『快感』であると一度気付いてしまえば、あとは転げ落ちるだけだ。快感らしい快感を知らない私にとって、その刺激はひどく鮮烈で、――――咥内を立派な性感帯に仕立てあげようと唆す、悪魔のようでもあった。

　髪を撫でていた手が耳朶を柔らかく引っ掻いて、反対の手が私の服を手早く乱していく。長い長いキスがついに解けた頃には、私はぐしゃぐしゃになったシャツを中途半端に纏ったまま、ブラジャーに包まれた胸を怜司さんに晒す格好になっていた。羞恥に頬が熱くなり、反射的に手で隠そうとするも、あえなく彼の手によって阻まれてしまう。

「や、ぁ……っ」

「駄目だ。隠すな……全部見せなさい」

　厳かな命令に、じゅくりとまた身体の奥が湿る。

　それに気を取られている間に、ぷち、と聞き慣れた音がして胸の締め付けが緩む。フロントホックは容易く外されて、ブラジャーの布地の下からまろみが零れ出た。ふるりと震えたそれは見慣れたもののはずなのに、こうしてみるとひどく卑猥なもののような気がして、思わず目を瞑る。

「は……やらしい、な」

「ッあ、やだ、」

「もう先端が色づいて……膨らんでる。キスだけで、こんなに好くなったのか？」

「っ……」

　飛ばされた疑問符に答えようと、身体が勝手に瞼を開く。どこか愉しげな、余裕のある笑みを浮かべた怜司さんが、私の身体の淫猥さをなじるように、膨らみに実った蕾を指で弾いた。いきなり与えられた刺激に、軽く腰が浮いてしまう。それを押さえ込むように圧し掛かってきた彼が、耳元で熱っぽく囁いた。

「純佳、答えて」

「ぁ……っきもち、よかったです……」

「ああ、気持ちよかったな。……ちゃんと答えられて、いい子だ」

　ちゅ、と耳朶にやわくキスが落とされる。甘やかすようなそれが、身体よりも心に快楽をもたらした。ぞくぞくとした痺れが背筋に甘く響き、怜司さんに従順でいることが『いいこと』なのだと私の身体に知らしめていく。

　自分の淫らな反応を従順に、正直に告白するのは、――――気持ちいい。

　彼の唇はまだ耳に留まって甘く耳朶を食んだり、耳孔をねっとりと舐め回したりと、こちらを翻弄し続ける。たまに熱く湿った吐息が鼓膜を震わせて、私はそのたびに喉から哀れで微かな嬌声を上げた。

　大きくて骨ばった手のひらが、もったりと私の膨らみを掬い上げる。そのまま五本の指で丁寧に揉んで、私ですら見たことのないような卑猥な形へと変えてしまった。男の人の指が柔らかなまろみに食い込む光景は、筆舌に尽くしがたいほどに淫靡なのに、どうしてか目を離せない。

「っひ……ぁ、あっ」

「キスの次はここだ。君はどうやって弄られるのが好きか、確かめようか」

　私の見ている前で、彼の硬い指先が緩慢に蕾へと伸びる。やがてふわふわとした乳輪部分に届いたそれは、中心でぽってりと膨らんでいる芯をくりくりと捏ね回し始めた。かわいがるような、巧みな指戯。両手の人差し指以外は、そのまま膨らみの根本を絞るように揉み込んでいる。

「こうやって捏ねられるのは？　引っ掻かれるのも……好さそうだな」

「ァ、はぁ、あっ……」

　かり、と爪を少しだけ立てて、何度も引っ掻くようになぶられた。最初は鈍かった感覚が、色々な触れ方を試されているうちに、だんだんと確かなものへと変わっていく。忍び寄る悦楽の気配に逃げようにも、圧し掛かられ、押さえ込まれた身体では打つ手もなく、びくつく腰を僅かに捩ることしか許されないでいる。

　怜司さんも、私の反応が徐々に良くなってきていることに気付いたのだろう。喉を鳴らして笑うような声が、濡れた耳朶をくすぐった。

「あとは……そうだな。こんなふうに絞られるのは……？」

「んッ、ぁあっ……！　だめ、それだめ……っ」

　蕾と、その周りの薄く色づいた乳輪。その両方を、人差し指と親指で優しく扱かれると堪らなくて、思わず悲鳴じみた甘ったるい声が迸る。脚がシーツの海を掻いて、腕が何とか彼の身体を押しのけようとするけれど、無駄な足掻きだった。びくともしない怜司さんの肩や、胸板の感触に、――――被征服感をひどく刺激されただけ。

　怜司さんの指はこちらの懇願を聞き入れる気はないようで、執拗に蕾を摘んではさらに赤く、硬く勃ち上がらせていく。弾けてしまいそうなほどに張り詰めたそれは、じんじんとむず痒いような疼きを放っていた。

「だめ、じゃないだろう。……素直に気持ちいいと言えないなら、『調教』らしく、軽く仕置きでもしようか」

「っえ……ぁ、」

　仕置き、――――その響きによって、胸の内に期待と不安が膨れ上がる。『調教』は言葉の綾じゃなかったのか、なんて頭の中の冷静な部分が抗議の声を上げたけど、彼の視線が内包する劣情を感じてしまえば、その抗議も萎れていく。私を口説き落とすだけでは飽き足らず、自分好みに躾けてしまおう、――――そういう欲をまぶした視線だった。

　ぶつけられる肉欲と支配欲に、下腹部が熱を孕む。乳首への指戯も相まって、奥が潤み切っているのが自分でもよく分かった。『海棠課長』に抱かれるなんて駄目だ、と漠然と感じていたことが嘘のように、私はこの情交の虜になっている。

　怜司さんは最後に耳の淵を甘噛みすると、ゆるゆると身体を後ろへと下げていって、ついには胸の辺りに顔を寄せた。ふ、と零れた吐息が張り詰めた蕾を撫でていく。次いで開かれた彼の唇から、艶やかな舌と歯が覗いて。

　今から何をされるかという、経験の少ない私でも簡単に分かるような問いの答えは、すぐにもたらされた。

「あ、っああぁ……ッ！」

「っ……ん、」

　円柱状に育った蕾の根本に歯が立てられ、芯を激しく吸い上げられる。舌によって唾液をまぶされ、しゃぶられた芯が震える感覚。ただでさえ弾けそうなほど育っていたそれが、怜司さんの咥内で痛いぐらいに弄ばれ、私は喉を晒して盛大に喘いだ。

　甘やかし、褒めそやされてした身体を引っ叩くような鋭い刺激は、痛いはずなのに気持ちよくて、零れる息が自然と甘く、熱くなっていく。ちゅ、ぷ、と卑猥な水音が鳴るたびに、びくびくと爪先が痙攣して、蕾への淫戯だけで随分と果てが近付いているのだと彼に告白してしまう。

「ッはぁ、やっ、や……んんっ！」

「ほら、ッ素直に、言ってくれ……俺に愛されるのは気持ちいい、って」

「あッ、ん、ぅ……！」

　ぎらぎらとした瞳が、下から私を射抜いた。

　一度彼の口から解放された蕾が、今度は指で摘まみ上げられる。くん、と何度か上に引っ張られると、一緒に持ち上がった膨らみが淫靡な釣り鐘のように見えて、じわりと涙が滲んだ。お前の身体は淫らなのだと見せつけられているような心地で、恥ずかしくて堪らない。

　そのまま蕾をくりくりと捩じるようにされ、ずっしりとした膨らみがぶるりと震えた。その卑猥な光景をなじるように、ぎゅう、う、と蕾を潰されて脚が跳ね上がる。暴虐的な快感が、私を女の悦楽へと叩き落としていく。

　そして私にはもう、その快感に抗えるほどの理性が残っていなかった。

「ッは、ぁ……っきもちい、です……っれい、じさんに、ここ触ってもらえるの……ッ、あ」

「『ここ』じゃ分からない。純佳、どこが気持ちいいんだ？」

　ゆるりと眇められた、怜悧な眼差し。仕事で何度も見たことのあるそれは、私が答えに辿り着けるよう、導くときのものだ。怜司さんは、――――海棠課長は、たとえどんな小さなことでも、私の領分のものは私に答えを出させる。一人で答えを出せないときは、こうして導いてくれるのだった。

　持ち上げられたままの蕾の天辺を、とんとんと指先が突く。あまりに分かりやすいヒントに唆されて、私は嬌声の合間に『答え』を口にした。

「っち、くび……きもちい、から……ぁ、」

「ん、……素直に言えて、偉いな」

　――――ああ、言ってしまった。

　先ほどよりもずっとふしだらな告白に、身体の奥がまた蜜を溢れさせる。恥ずかしいことを言って興奮しているのだと、言い逃れができないほど顕著に教えてくれる自分の身体が、ひどく恨めしい。無意識に擦り合わせた太腿の間から、くちゅ、と淫猥な水音が立って、腰がぐんと重くなった。

　甘ったるく笑った怜司さんは、蕾からそっと手を放すと優しい手つきで私の目元を拭ってくれる。宥めるようなキスが手を追うように降ってきて、涙をやわく吸ってみせた。

「俺と結婚したいわけじゃないのに、少し触られただけでこんなに蕩けてしまって……君は本当に、かわいいな……」

「っあ、ん……？」

「早く、――――全部、俺のものになればいいのに」

　熱く湿った吐息ごと、今度は唇へとキスが降ってくる。ねっとりとした口付けも熱っぽくて、怜司さんの身体もきちんと火照っているのだと分かった。私を触って、彼が気持ちよくなってくれている、――――そう思うと、心臓の辺りが甘く浮ついた感傷に浸されて、怜司さんの台詞が上手く頭に入っていかない。

　キスは、先ほどよりもずっと早くほどけた。ちゅ、というささやかな水音と、銀色の細いアーチを残して離れた怜司さんが、ちらりと私の脚のほうへと視線を遣る。

「次はもっと……君の奥まで触るぞ」

　する、と胸の下からお腹をゆったりと撫で下ろした手のひらが、スカートのホックを器用に外していく。そのままさらに下へと向かった指先は、びっしょりと濡れそぼったショーツのクロッチ部分に触れて、ぴたりと止まった。

「っ、純佳……きみ、」

「あ……っ、や、ご、めんなさ……」

　彼が息を呑む音に、反射的に謝罪が飛び出す。だってこんなの、厭らしすぎるだろう。

　キスと胸への愛撫だけで、身体の最奥へと続く隘路はたっぷりと潤み、入り口の花弁どころかショーツと太腿の付け根までをべっとりと汚していた。自慰ですら然程経験のない私にとっては、信じられない蜜の量だ。

　目を伏せ、糾弾に怯える私を余所に、怜司さんは濡れたショーツの上からぐっと秘所を押し込む。ショーツが受け止められなかった分の蜜が溢れ、ぐじゅりとひどい音を立てた。ふっくらと充血した花弁は綻んでしまっていて、彼の指は布越しでも容易く蜜口に届いてしまう、――――その瞬間、目の前の彼の気配がぶわりと膨れ上がった。

　慌てて視線をやった怜司さんのかんばせは、綺麗なのに壮絶なまでの劣情に染まっていて。

「は、……謝らなくていい。たくさん濡らせたな。上手で、かわいい……」

　はしたなさを褒めそやした怜司さんが、薄く笑いながら指を蜜口に食い込ませる。押し付けては離してを繰り返し、小さな穴からさらに蜜を掻き出していく。どんどん奥から零れてくる愛液は、あっという間にお尻のあわいまで垂れていって、後穴を潤ませてしまった。

「ぐしゃぐしゃだ。入り口も蕩けて、ぱっくり開いて……」

「ッひぁ、っあ、そこ……」

　指先の動きが引っ掻くようなものへと変わった。生地が引きつれる音と共に、とろとろの淵が爪で優しくなぶられるのが卑猥だった。今にも入ってしまいそうなのに、ショーツがあるせいで、もどかしい刺激しかもらえないのがじれったくて。期待と焦燥にひくつく蜜路が、勝手にきゅん、きゅんと締まって、淫液をさらに絞り出していく。

　そんな私の反応に、怜司さんがひそやかに笑ったのが分かった。劣情を宿したままの、乾いてぎらついた雄の笑み。今すぐ目の前の雌を食い荒らしたいと訴えかける瞳に、ぞくっと背筋に電流が走る。

「……腰、浮かせてくれ」

「ん、はい……」

　言う通りにしたらどうなるかなんて、分かり切っている。

　それでも、私はもう怜司さんの言葉に逆らう術も、気概も持っていなかった。従えば気持ちよくしてもらえる、褒めてもらえると知ってしまった頭は、彼の指示を鵜呑みにするだけだ。抱かれる前はあんなに躊躇していたくせに、すっかり絆されきっている。

　捧げるように持ち上がった腰から、怜司さんがスカートとショーツを取り去った。ついでのように上半身に残っていた衣類も剥がれてしまえば、一糸纏わぬ姿になってしまう。つ、と彼の視線が全身を撫でて、それだけで堪え性のない身体が火照りを溜め込んだ。

　見られているのは恥ずかしい。恥ずかしいのに、気持ちいい。彼に触られ始めてから気付いてしまった真理に、心臓がどくどくと波打つ。そんなふうに思ったことなんて、今まで一度もなかったはずなのに。自分がいよいよ淫猥な存在になったような気がして、つい爪先を擦り合わせてしまう。窺うように怜司さんを見上げる視線は、きっとどこか媚びるような色を滲ませていたのだろう、――――ふ、と怜司さんの笑みが甘やかすときのそれに変わる。

「自分で脚を開いて……ここ、俺に見せてくれないか」

　ここ、と伸ばされた手が、私の秘所を下から上へと撫でてみせる。下生えを微かに絡める手つきは優しく、表情だって甘やかな笑みのままなのに、声音と視線だけは有無を言わさない気配を纏っていた。

　自分から脚を広げて、熟れてぐしゃぐしゃになった秘所を彼の眼前に差し出すのは、きっと途轍もなく恥ずかしい、――――だからこそ、きっと気持ちいい。

　ごく、と喉を鳴らして、そろそろと膝を割っていく。全身に熱い血液が巡り、じわりと背中に汗が滲む感覚。じっと落とされる視線に、お腹の奥がきゅんとときめいて堪らない。

　やがて揃えていた脚を完全に開き切ると、怜司さんの手が私の膝を優しく折り畳んだ。腹を見せて屈服を示す犬のような、より卑猥なポーズを取る形になったのに、私の身体は抵抗することもなく、ただ淫筒の奥から新しい愛液を分泌するだけ。

「ひ、らきました……」

「……ふ、開いただけでまた気持ちよくなっただろう。また新しい蜜が溢れて……シーツに滴りそうだ」

「あっ……うそ、ひぁ、あ、ッ……！」

　怜司さんの熱い指先が、そうっと会陰を撫でて雫を掬い上げる。そのまま持ち上がった指は、蜜口を通り越して花弁の中で震える芽へと伸びて、とろりと粘性のある蜜を塗りたくってみせた。既にぷくりと腫れていた淫芯は、ぬるついた感触に侵されてじくじくと疼き始めてしまう。

　はしたなく割られた両膝の間に陣取った怜司さんは、そのまま幼気な芽を弄び始めた。とろみを全体に纏わせるように撫でまわし、裏側をこりこりと掻きながら、先のほうを指の腹でタップする。刺激にひどく弱いそこは、あやすような淫戯にすら耐えられず、包皮を捲り上げてさらに主張を強めていった。その反応に、彼の瞳がまた一層甘ったるく歪む。

「随分と気持ちよさそうだな。ここが君の好いところか？」

　花芯を苛む指はいつの間にか増えて、二本になっていた。膨らみに咲いた蕾にそうしたように、小さな突起を上手く挟んで、丁寧に扱き上げる。きゅ、きゅ、と絶妙な力加減でなじり、じっとりとした熱を充分に溜め込んだところで、包皮が捲れてしまった先端に軽く爪を立てて。

　巧みな愛撫は、自分の指でする拙い自慰とは比べ物にならなくて、じりじりと糸が張り詰めていくような感覚を覚えた。内側に快感を引っ張りこもうとする、細く引き伸ばされた糸。これが限界まで張り詰めて弾けたら、きっと、――――

「ハ、ぁ……んんっ！　ひぅ、っや、きもち、い……」

「そうだな、気持ちいいな……」

「ッん、ぁ、はい……」

「ん……なあ、純佳。ここも脚と同じように、自分の指で広げてくれ」

　空いた指が、つんと花弁を突く。今なぶられている秘芯と、その下の蜜を滴らせる割れ目を覆うように充溢した花弁は、確かに少し邪魔だろう。でもそれを自らの指で開くのは、脚を大開きにするのとはまた違った恥ずかしさがある。もっと直接的で、悦楽に結び付くような羞恥。私は目を何度か瞬いたのち、ゆるゆると首を振った。

「あ、……ゃ、そんな、むりです……っ」

「そうか……？　上手に広げられたら、ここもたくさん苛めて……気持ちよくしてやれると思ったんだが」

「ひ、ぁああっ！」

　ぴん、と完全に包皮の剥けた真珠を弾かれて、私の背中が大きく反った。シーツから腰が浮いて、かくかくと揺れる。ぎりぎりのところで踏みとどまっている糸が、さらにきつく引き絞られる。でも足りない。足りない。もっと、欲しい。

　あと少しで解放されるであろう快楽が、溶けてしまったお腹の奥に溜め込まれて、解放の時を待っている、――――は、と震える吐息を零しながら、私は自分の秘所へと手を伸ばした。

　緩慢な動作で花弁に指を添え、ぞくぞくするような羞恥に辱められながら、そこをそっと開いていく。内側に溜まっていた蜜が、ちゅく、とささやかな音を立てるから、思わずかあっと頬が熱くなった。秘所の外側にあたるそれを開けば、自然と蜜口もつられるようにして開かれてしまい、くぱ、というあんまりな音が確かに響く。

　頭の後ろ側がじんじんして、自分の荒い呼吸音が耳について。信じられないほどに興奮しているのが分かって、私はついに認めざるを得なかった。

　私は、恥ずかしいのに興奮してしまう身体なんだ、と。

「っ、ああ……よくできたな、いい子だ。上手に広げられてる」

　腰にくるような、肉欲に震える低い囁き。私の指でくぱりと開かれた秘所を見下ろした怜司さんが、ひどく満足そうに微笑んで頭を撫でてくれる。どろりと蕩けた瞳と言葉が、羞恥に煽られる身体すらも褒めて、認めて、淫らすぎる行為の全部を肯定してしまうと、私の心がどんどん下へと堕ちていくような気がした。

　――――褒められた。いいことなんだ。恥ずかしいのが気持ちいいのも、『いい子』の証なんだ。

　ろくな経験のなかった身体と、三年間で散々彼に躾けられた心が、どんどん彼の愛し方を受け入れ、呑み込んでいく。堕ちていく。快感に蕩けた頭では、もうどこにも引き返せない。

「君のそういう、いつもの清廉さを汚すような姿は、見ているだけでどうにかなりそうだな……」

　ばさりとシャツを脱ぎ捨てた怜司さんが、再び圧し掛かってくる。思っていたよりもしっかりと付いている腹筋や、首筋、こめかみにうっすらと汗が滲んでいるのが見えて、じわ、とうなじが熱くなった。夏でも汗一つかかない人なのに、私の痴態だけでこんなふうになってしまうのだと思うと、無性に胸が騒ぐ。

「いい子には褒美、だ。……そのまま開いていて」

「っあ、ん……ぅ、はい……」

　褒美、という響きに期待が募る。この状況での褒美は、きっと仕置きと同義だ。

　開き切った秘所を、二人の間に広がる濃密な空気が掠める。もう一度伸びてきた怜司さんの指が、入り口の蜜だまりを掬って、花芯に塗りつけた。たっぷりと蜜を湛えた芽は、その蜜が垂れるよりも早く、――――ぐり、と強く押しつぶされる。

「あ、ッあぁ……っ！」

「ッ、逃げるな……そのまま嫌というほど気持ちよく、なってみろ……」

「っひ、ア、ッや、だめ、ッだめです、れいじ、さ……っ！」

　逃げようとした腰を掴まれ、潰されていた芽をぐりぐりと左右上下に捏ねられる。一緒に側面も擦られて磨かれると、瞼の裏でちかちかと火花が散った。容赦のない、めちゃくちゃな淫虐に、全身が痙攣して止まらない。蜜ごと擦られているせいで、ひどい音が響き渡って、耳からも私を犯していく。

　ぎりぎりまで張り詰めた身体の限界は早かった。淫芽の裏側をひときわ強く掻きむしられた瞬間、ぱちん、と弾けるような音が耳の奥で鳴って。

　蕩けるように甘い、吐き捨てるような声がした。

「――――ほら、イけ……！」

「は、んん、ぅ……っ～～～！」

　声に命じられた通りに、全身を大きく跳ねさせながら果てに至る。爪先がぴんと伸び、まろい下腹部がびくびくと震えて、その下に埋まる大事な部分がどろっと蕩けた。溜め込みきれなくなった快感が弾け、一緒に重く粘ついた蜜が隘路を伝って滴ると、ついにシーツを濡らしてしまう。

「は……っ、は、ぁんっ……」

「っ、ふー……イけた、な……」

　酸素を分け与えるかのように、緩いキスが施される。じっとりと熱く、汗で微かに濡れた身体同士がぴたりと密着すると、その重みと安心感で、深い深い絶頂に強張っていたのがじわじわとほぐれていく。宥めるように後頭部や首筋を擦られるのも相まって、全身がより蕩けてしまって力が入らない。

　脱力感に身を預けていると、うなじをくすぐっていた手が再び下へと下りていく。絶頂の余韻にひくつく花唇を割って、太く長い中指が、ぬる、る、と蜜口へと潜り込んでいった。

「ッあ、ぁ……は、いって……」

「ああ……入ってるぞ。中も熱くて……溶けて、指に絡みついてくる」

　かわいい、と耳の裏側にキスを落とした怜司さんが、奥まで押し込んだ指を小刻みに蠢かす。熱い粘膜に纏わりついた蜜が、指に掻き混ぜられて、くち、くちゅ、と鳴った。最奥の窄まりから入り口まで、とろとろの淫液で満たされていると思い知らされる音。内壁を押し広げられれば、その音は徐々にひどくなる。

　奥まで沈んだ指先が、最奥の壁を掠めるように撫でた。長い指だからこそ届くであろうその部分は、触れられるたびに鈍く疼くと、小さな口をひくつかせて準備を整えていく。

「奥までよくほぐれてる。気持ちいいと勝手に緩んで……咥え込む準備をするなんて、厭らしいな、君は」

「ぅ、っあ……や、ゃ……」

「ん……いやか？」

「っん……れ、怜司さんに、言われるの……ッあ、っはずかしい、ので……」

　落ち着いた声に、淡々と反応を並べ立てられることほど恥ずかしいものはない、――――そう訴える私に、怜司さんはゆるりと首を傾げた。指を鉤状に曲げ、襞の粒を優しく掻きむしりながら、事も無げに囁いてみせる。

「恥ずかしいの、好きなくせに？」

「え、ぁ……」

「言ったはずだ、『君は素直だ』と。俺が君の反応をあげつらってなじるたびに……ここがよく締まる」

　嗜虐的な光を双眸に忍ばせて、締め付けを愉しむように指を激しく揺らす。彼のその言葉と手淫に、彼曰く『素直』な内壁が甘えるようにしがみついた。はくはくと唇を震わせる私に、怜司さんの優しくてひどい呟きが降ってくる。

「ほら……また締まった、」

「っあ、だ、だめです、ほんとに……っ」

　直截的に反応を揶揄されるたびに、きゅん、きゅんと断続的に淫裂が痙攣し、中を穿つ指を舐め回す。その動きを味わうことを決めたのか、指は戯れを止めてただそこに在るだけの杭と化した。ぴくりとも動かないそれを、怜司さんの言葉に煽られた私が、勝手に『使って』しまう。

　ひくりと締め付け、とろりと緩む。ちゅうちゅうとしゃぶるように吸って、指の形を覚え込む。彼の指を使った自慰めいた行為は、望外の悦楽を私にもたらした。私が何をしているかに気付いた彼が、その堪え性のなさを耳元で優しく肯定してくれるから、なおさら。

「一人で好くなれて、偉いな……腰まで揺らして、気持ちいいか」

「んんっ……、ぁ、はあっ、や、きもちい……」

　気持ちいいかと尋ねられると、答えを隠せない。唇まで素直な私を、怜司さんがまた甘やかすように褒めそやす。どこかじっとりと濡れた声音を耳穴へと注ぎ込みながら、たまに耳朶を甘噛みしてくるのが、堪らなかった。

　耳に与えられる刺激に酔いながら、私はゆらゆらと腰を揺らめかせ、か細い嬌声を漏らす。淫蕩極まりない様相を晒している自覚はあるのに、どうしても止まらなかった。花芯で上りつめた余韻も抜けきっていない身体では、目の前にぶら下がった快感に飛びつかないでいるのはひどく難しい。

「あっ、ぁ、ああ……っは、ふあ、ぁ……」

「は、……っこのまま、一人でイッてみるか？」

「っン、ぁ……っそ、んな、」

「指をもう一本増やして……あとは、ここにも宛てがってやるから。一人で締めて、一人で腰を振って……果ててみろ」

　その呟きと共に、中にもう一本指が沈む。温かい蜜を掻き分け、ふやけた粘膜をさらに広げられる感触に背筋が粟立った。加えて、まだ性感の海から抜け出せていない秘芯にも、親指がそっと宛がわれる。どっぷりと快楽に使った頭でも、このまま腰を揺すればどうなるかはすぐに分かった。

　かく、と揺れる腰の動きが徐々に速くなる。揺蕩うような快感をくれる中の刺激とは違って、先ほど絶頂をくれた淫芽での快感は直接的で、溺れるほどに強い。独りよがりな律動を繰り返すたび、私の奥が切なく戦慄いて、じくじくとした焦燥が積もっていって、――――

「ひぅ、ッア、ぁ、んんっ……！」

「……純佳。イくときは、『イく』って言うんだ」

　いっそ穏やかにさえ聞こえる、劣情に掠れた命令。子供に言い聞かせるような口調のそれが、心の柔い部分を一突きに貫いた。

「ひぅ、っあ、だめっ……い、っちゃ、ぁ、イく……っ！」

　ひときわ強く腰を押し付ける。最奥の泥濘を二本の指に穿たれ、押しつぶされた幼気な芽が哀れに震えて。私は喉元を晒したまま、自分が宣言した通りに果てへと駆け上がった。シーツから浮き上がって卑猥に揺れる腰と、精一杯指を引き絞る蜜路が、私の絶頂を怜司さんに伝える。

　じわじわと昂った分だけ、余韻も長い。

　暴虐めいた悦楽に感じ入り、ゆったりと果てから下りてくるのを待っていると、ややあって彼が指を引き抜いた。いつも私を導いてくれる美しい指が卑猥な液で濡れ、てらてらと光っている。とろ、と薄く濁ったそれが、太い糸となって垂れていくのが見えて、胃の下がじわりと熱くなった。

「は、ぁ……れいじ、さ……」

「……ッ、本当に俺を煽るのが上手いな、君は」

　は、と零れた息は火傷しそうなほどに熱い。ゆっくり上体を起こした怜司さんは、膝立ちの状態でスラックスの前を開いた。ぴり、と包装を破るような音に思わず視線を向ければ、はっきりと充溢した屹立に、薄っぺらい膜が被せられていくのが見えてしまう。

「ッ、……」

　しっかりと芯の通ったそれは、支えがなくとも勃ち上がり、太く逞しい姿をこちらに晒している。一番太い箇所に至っては、私の手で握り込めるかどうかも怪しいぐらいだろう。

　彼への直接的な刺激は、私の拙いキスで全部だ。それなのに、あんなふうに張り詰めているのだと思うと、快感になぶられたばかりの心臓がまた早鐘を打ち始める。

　ずっしりと重そうな切っ先から、長い幹を伝って根本まで膜が下ろされていく。たった今満足したはずの下腹部が性懲りもなく疼いて、ひくついて、いけないと思うのに目が離せなくて。彼が『準備』を整える一部始終を、つい熱っぽく見つめてしまった。

　その視線に気付いたのか、ふと怜司さんが伏せていた視線を持ち上げる。ばちりと噛み合った瞳が、悪戯っぽく眇められた。

「えっちな子だな、君は」

「は……」

　どろりと甘い、私を駄目にしてしまう声が揶揄を紡ぐ。『海棠課長』の唇から出たとは思えない台詞に、衝撃と羞恥がまとめて脳幹を揺さぶった。

　その様子が余程おかしかったのか、怜司さんがくすりと笑って続ける。

「……冗談だ。だが、随分と物欲しそうな顔になってるぞ」

「え、っあ、ごめんなさ……」

「いい。君に求められるのは嬉しいからな。……でも、そうだな」

　全身からくったりと力が抜け、仰向けに転がったままの私の腰を掴んで、怜司さんが厭らしく舌を舐めた。伏せられた目と合わさって、その光景はぞっとするほどの艶めきを放つ。

「最後に、――――『これ』を強請ってみてくれないか」

　口の端だけを吊り上げ、ぞろりとした笑みを浮かべた彼は、腹筋まで反り返った怒張の根本を支えると、その膨らんだ先端で私の淫裂をじっとりと擦り上げた。つられて浮き上がった腰が、びくんと震える。淫路の奥の奥までを穿ち、押し広げてくれるものを求めていた私にとって、焦らすようなその動きはもはや拷問に等しい。知らず、ごくりと喉が鳴る。

「っ……あ、っそれ、」

「欲しい、って言えたら……ここにあげよう。ほら、純佳……言えるな？」

　私をさらに追い詰めながら、彼はひくひくと開閉を繰り返す蜜口を突き、溢れた愛液を花弁の中に塗り広げていく。あんまりな唆しだ。そう思っているのに、――――今夜何度もそうしたように、彼の『おねだり』に負けてしまう私は、きっと馬鹿だった。

　葛藤を押し込めて、躊躇を振り捨てて、唇を開く。だって、お腹の奥がこんなにさみしい。

「……ッれ、いじさん、の。ここに、ください……」

　――――その瞬間、目の前の彼を『余裕のある大人の男』たらしめていた何かが、ぶちりと引きちぎれる音がした。

「ッひ、ぁ、あああ……っ！」

　がつん、と腰骨が激しく打たれる感触と、喉までを突き刺されたような圧迫感に脳味噌が揺れる。一拍遅れで、最奥までを彼の剛直に貫かれていることを知覚して、甘えたがりの蜜壁が柔らかくそれを包み込んだ。

　ぐう、と上から押さえ込まれ、逞しい腰に軟弱な骨盤を圧迫される感覚すら気持ちいいのが、恐ろしいような、嬉しいような、複雑な感情が胸に広がっていく。

「は、ァ……はいった、な……」

　快感にしかめられた眉が、美しいかんばせを一息で雄のものへと変える。耐えるように引き結ばれた唇が、数秒経ったのち、うっそりとした微笑みを浮かべた。燃えるような熱杭は、じくじくと脈打っているのが分かるぐらい、淫襞にぴたりと密着している。大きさと太さをまざまざと思い知らされて、私は髪を振り乱して身悶えた。

「は、んんっ……！」

「ッぐ、……っ！　そんなに、……は、締めるな……」

「や、あっ！　っん、だってッ……ぁ、ああっ！」

　言うことを聞かず、きつく絞ろうとする内壁に対する仕置きなのか、馴染むのを待たずに軽く腰を揺さぶられる。こつん、と奥の壁を突き上げられる感覚。突然の刺激で全身に甘く苛烈な痺れが走り、押された窄まりが、じゅわ、と蜜を溢れさせた。

　そこに屹立を留めた怜司さんは、そのまま宥めるように私の鼻先に唇を落とす。

「はー……っ締め方、ちゃんと教えるから……な？」

「っあ、んん……ッはい、」

「ふ、……いい返事だ。まずは入り口側をゆっくり締めろ……ッは、ァ……そう、上手」

　ぽたり、と彼の顎を伝う汗が頬に落ちた。彼に教えられるまま、中を締めては緩めてを繰り返す、――――指で一人遊びをしたときと、同じ動き。あれはこれの予習だったのだと思うと、怜司さんの調教の手順と、仕事を教えるときの手順が重なった。

「ッん……奥に入ったら、ここを意識しよう、な。きゅ、……って締めて、内側に気持ちいいの、引っ張るみたいに……」

「ん……っ」

「きゅー、って、ほら……さっきみたいにやってみろ。きゅー……」

「ぁ……っん、ぅ……」

　耳元で笑みを含んだ声音が鳴る。彼にしては柔らかく、幼い語彙だった。きゅー、なんて甘ったるく囁かれてしまうと恥ずかしくて、ぞくぞくして、脳味噌が蕩けていくような感覚を味わった。

　彼の囁きに合わせ、素直な奥壁が自然と締まる。そこを我が物顔で占領する屹立の、充血し大きく腫れた笠の形まではっきりと分かるような気がした。まろい輪郭、開き切った段差、硬くなった裏筋のライン。その造形に滾った淫壁がさらにしゃぶりつくと、ただでさえ一杯だった狭い蜜洞がひどく圧迫されてしまう。

　次いで、笠から伸びる猛々しい幹の硬さ、そこに張り巡らされた血管の数までもを知ろうとするように、襞が小刻みに波打つ。それはまるで、私の蜜壺が怒張を舐め啜っているかのようだった。

「ぁ、っあ、は……」

「ッあ、ぐ……っ、はァ、なんだ、上手いな」

　片眉を上げて笑った怜司さんは「君は相変わらず、物覚えがいい」とからかうように呟く。芯まで茹った頭でも、仕事でも何度か言われたことのある台詞だとすぐに分かった。

　台詞を起点にして、目の前の怜司さんと脳裏の海棠課長が混じり合い、一つになって、――――やがて眼前で私を穿つ『男の人』の形へと戻っていく。この人が、私を変えてしまう人。私を征服して、花嫁にしてしまう『婚約者』。心の奥底まで、その思考が落ちていく。

　私が、海棠怜司という人を、本当の意味で『婚約者』だと認識した瞬間だった。

「これなら、動いても大丈夫そう、だ……、ッ」

「ン、ゃ、ああっ……！」

　認識に浸る暇もないままに、掴み直された腰が勢いよく引き寄せられた。快感によって強張り始めていた脚が抱え上げられる。シーツから僅かに浮く形になった双臀に、ぱつん、と彼の逞しい腰が打ち振るわれ、揺れていた爪先がびくびくと宙を掻いた。

　緩やかなのにひどく重い、叩き込むような律動。お腹の奥まで揺らされてしまえば、『気持ちいい』以外のことを上手く考えられなくなってしまう。

「ふ、っア、ああっ、んっ！」

「は、はっ……純佳、っぐ、ッあ、」

　うっすらと目を開ければ、近くに怜司さんの顔が見えた。腰骨と下生えがぶつかり合うたびに、ぐっと近付くそれが無性に愛おしく思えて、思わず手を伸ばす。

　彼の頭を引き寄せるのは簡単だった。首筋に両腕を回せば、誘われるように下りてきた唇が、私のそれに食いついて、咥内を甘やかすように愛撫していく。唾液を混ぜ合わせ、身体の奥を触れ合わせる行為は、泣きそうなぐらいに気持ちが良くて、唇の隙間から零れる吐息がどんどんと高く上擦っていって、――――

「っは、ぁ……ンッ、も、ッイきま、す……！」

「ハ、……っいいぞ、イッて……、ッ！」

　涼やかで、怜悧な目元が熱で滲む。砂糖を限界まで溶かしたような視線が、私の痴態を余すところなく見つめる、――――許容量を超えようとする快感に顎が上がり、目の前の人に屈服を示した瞬間、彼の指先がそっと秘所へと伸びた。

「ッ……～～～！」

　雷が全身を貫いたような感覚。最奥の窄まりをがつんと突き上げられると同時、二度も苛められ、はしたなく膨らんでいた淫芽を激しく擦り上げられて、私は今日一番激しい絶頂に叩き落とされた。もう一度塞がれた唇に断末魔まで奪われ、圧し掛かられたせいで快感を上手く逃がすことも出来ず、末端までをきつく痙攣させての絶頂。

　暴虐を働いたその人にしがみつき、がくがくと震える様はきっと情けないことだろう。表情だってすっかり快楽に染まってしまって、少しも繕えている気がしなかった。

「ッは……はぁー……、は、……んっ、ぅ」

「……っ、ああ、凄いな……」

　感嘆の色を滲ませた溜息が首筋にかかる。ぼんやりとした視界の中で、怜司さんはひどく荒い呼吸をついていた。びく、びくっと堪えるように震える怒張を中で感じて、ああ私だけが果ててしまったのだ、と理解する。

「ん、上手に深くイけた、な……かわいい、」

　ざらついた呼吸音の合間に降る、優しい声。一緒に降りてきたキスだって、感触は優しいのに、まだじっとりと濡れていて熱い。我慢しているのだとはっきり分かるそれに、私はまだ力の入らない腕を何とかシーツに付いて、ゆっくりと上体を起こす。

「純佳？」

「っわ、私だけ……その、」

　――――思い切り、きもちよくなってしまいました。

　ぱっと顔を上げて呟いた私に対し、怜司さんは少し眉をしかめてから、ゆるゆると首を振ってみせる。

「気にしないでいい。最初に『妙なことはしない』なんて言ったくせに、散々なことをしたからな……君に、これ以上無理をさせたくない」

　ぐっと押し付けられていた腰が、ゆる、と後退する。それを反射的に太腿で挟んでしまったのは、甘美な絶頂の気怠さの中から感傷めいた想いが生まれたからだった。

　この人と一緒に気持ちよくなりたい、一人だけなんて嫌だ、――――さみしい。熱に浮かされた心がそんな泣き言を零して、脚が彼の腰へとしがみ付く。海棠課長と結婚するのは違う気がするだとか、『調教』なんて嘘であってくれだとか、そんなことを考えていた数時間前の私とは、まるで別人のようだ。きっと正気に戻ったら羞恥で悶絶するだろうが、今の私の頭は快楽にたっぷりふやかされてしまって、使い物にならなかった。

「っだめ、ですって……口説くなら、最後までちゃんと……」

「……っ、おい」

　厚みのある腰が小さく震える。中で大きさを保ったままの熱杭もどくどくと脈打って、彼の唇から短い呻き声が漏れた。先ほどまでより険しくなった眉の角度や、熱量のこもった視線に、つい太腿を擦り合わせるように動かしてしまう。怜司さんの腰を擦り上げる形になったそれを、彼の大きな手が掴んでみせる。

「いいんだな？」

「ん……っ、はい。一人だけじゃ、さみしいから……」

「……分かった。じゃあ『花嫁』殿のお言葉に甘えるとしよう」

　は、と吐き捨てるように笑った怜司さんは、軽口もそこそこに私の腰を抱え直した。

「その代わり、俺の好きに動くが……いいか？」

「お……お任せください」

「……ふ、任せた」

　私が微妙にたじろいだのが伝わってしまったのか、怜司さんがくすりと笑う。今日の定時までは、滅多に表情を変えない人だと思っていたのに、こうして触れ合い始めてから、色んな表情を知ったような気がする。それは存外いい気分で、私の頬も自然と緩んでいった。

「せっかくなら、体勢を変えるか。こう……」

　怜司さんが私の腰を持ち上げ、うつ伏せにひっくり返す。腕が踏ん張れず、上体をシーツへと押し付ける形になった私の「え？」という呟きは無視されて、そのまま下半身を捧げるような格好を取らされてしまった。とろっと緩んだままの秘所を、彼の眼前に曝け出す格好は流石に恥ずかしく、掲げた双丘がひくんと揺れる。

「腰、上手に掲げられてるな。綺麗に反って……厭らしいポーズだ」

「あの……怜司さん、これは、」

「君は被虐を好む性質だろう。恥ずかしい格好で、俺に屈服させられるのが好き。……そうだな？」

「え、あ……っ」

　緩んでいた雰囲気が、再び張り詰めていく。漂い始めた濃密な空気が私の呼吸を浅くして、心臓をどきどきと脈打たせた。体勢のせいで、いつ挿れられるかが分からず、まろい双臀の輪郭を撫でられる感触にさえ期待してしまう。息が詰まる。背後の身体の熱が、肌に突き刺さる。

　そして全ての音が消えた、一瞬の空白の後、――――灼熱の塊が、じっとりと粘膜を擦り上げて奥を穿った。

「ひッ、ァあー……っ！」

「ァ、ぐッ……！」

　大きな両手が、腰を一周する形で鷲掴む。引き寄せるのではなく、彼の腰と一緒に下へと押し付けられ、シーツの海で上体が滑る。膨らみがひしゃげ、蕾がつるりとした生地に引っかかって疼きを生んだ。

　こつん、という音が胎奥から聞こえて、彼の刀身全てが中に埋まったのだと理解する。押し出された淫液は花弁でも支えきれず、つう、と太腿を一筋伝い落ちていった。

「あ、ぁ……」

　――――これ、だめなところまで入ってる。

　みっしりとした重みを感じるお腹の中。奥の壁が先ほどよりも降りているせいで、ただ入っているだけで切っ先が窄まりを突いてしまう。甘えたがりな最奥が、あと少しでも蕩けて下がってしまったら。一番大事な場所をひどくなぶられて、身も世もなく乱れ狂ってしまうのではないか、――――そんな想像が脳裏を過り、ぶるりと全身が期待と恐怖に震える。

　それにつられてか、じくじくと熱を持つ襞が不随意に蠕動して、背中から彼の呻き声が聞こえた。

「ッ、ふ……入った、な。もう一度、君の中に全部……」

　彼の指先が、猫のように反った私の背筋を厭らしく這い、腰骨をくすぐり、そのまま滑らかな曲線を描く双臀を掴む。征服しているのだと知らしめるような力強いそれに、零す吐息が甘く濡れた。

「は、ぁ……」

「全身、細いのに柔いな。ずっと撫でていたくなる」

　今度は臀部から腰を通り、背中へ。逆走した彼の手のひらは、私の輪郭を執拗に確かめる。並行して、低い声音が「細い腰だ。中が狭いのも頷ける」だとか「尻のラインも丸くてかわいい」なんて甘く揶揄してくるから堪らなくて、私は話題を逸らすべく彼のかんばせを振り返った。

「ぁ、……ね、怜司さん、きもちい、ですか……？」

「ん……ああ、気持ちいい。油断してると、あっという間に終わりそうなぐらいだ……」

　濡れた溜息が肩口に落ちる。艶やかな囁きに背中が反応してしまうのを感じながら、私は震える身体を叱咤し、先ほど仕込まれたばかりの締め方を実践する。入り口から奥へ。意識して、きゅう、と食い締めるように。あえかな喘ぎ声を零しながら何とか締めていくと、背中の気配と怒張の凶暴性がぐっと、増した。

「ッこ、の、っ……君は、本当に……！」

　がつ、ん。ゆらゆらと揺らめいていただけの腰が、突如として猛然と打ち付けられた。一拍遅れて背筋が反り上がり、私を浜辺に打ち上げられた哀れな魚のように跳ねさせる。

「っあ、ぅ、っや！　ま、ってくださ……ぁ、んんっ！」

「ぁ、ぐ……っ悪いが、待てそうに、ない……ッ」

　歯を食いしばったまま吐き捨てたような、ひどく余裕のない声が脳味噌を突き刺した。先ほどの行為が嘘のような、容赦のない律動。攪拌される蜜が厭らしく泡立つ。

　くち、という液が混ざる粘性の音。ぱつん、という肌が打ち合う音。じゅぷ、という昂りが温かな泥濘へと沈む音。ぽた、という愛液がシーツや脚に弾む音、――――その全てが耳から私を犯し、私の厭らしさを明示し、否が応でも羞恥を煽る。その羞恥がさらに身体を火照らせ、淫蕩に仕立てていくのだから、堪らなかった。

「はー……ッは、ァ、」

「ゃ、ッあ……ぁ、深い、ぃ……っ」

　激しい律動が繰り返されるにつれ、彼の身体が徐々に圧し掛かってくる。硬い腹筋が背中を押し潰し、支えきれなかった腰が下がり、脚が何とか突っ張ろうとシーツを掻く。それでも男の人の身体に敵うはずもなく、私はついにベッドに寝そべる形になってしまった。

　上から押さえつけられる、逃げられない体勢。彼の言う『被虐』を存分に味わえる格好だ、――――そう気付いて素直な蜜路がひくついた瞬間、熱杭が掠めた場所に未知の感覚が走った。

「ぁ、っあ、そこ、ッなんか、」

「……ッここ、か？」

「ッあ、ア、んん……っ！」

　私のやわな太腿を硬い脚が挟み込み、ぐ、ぐっと腰を押し付けてくる。ここ、と押し込まれたのはお腹側の浅い部分で、張り出た笠の淵や裏筋がそこをなぶると、甘い痺れが最奥まで届く。怜司さんも反応の良さに気付いたのか、律動がそこを丁寧に抉っていく動きへと変わった。奥の窄まりをこつこつと叩かれるのも相まって、私は半ば朦朧としたまま彼に揺すられ、果てへと押し上げられていく。

「う、ああっ……！　れ、じさ、も、っイく、イッちゃ、」

「ッああ、俺も……もう、ッは、純佳、ッ」

　ちり、とした痛みがうなじに走る。次いで、硬いものが戯れのように肉を食む感覚。シーツと膨らみの間にも手が忍び込み、擦れていた蕾をぎゅう、と絞るように引っ張られる。せめて少しでも快感を逃がそうと暴れていた脚さえも、彼の脚に厭らしく絡め取られ、頭の深い部分が沸騰したように熱くなる。思考が灼ける。これ以上、もう快感を飲み込めない、――――それが分かっているかのように、彼がひときわ強く私の弱点を抉り込む。

「い、っしょに、イッてくれ……ッは、純佳、ほら……ッ！」

　ばちん、と頭の奥の配線が断絶する音がした。

　最奥の壁に切っ先を押し当てたまま、屹立が熱い奔流を吐き出す。張り詰めた熱の塊が戦慄き、膜がじわじわと膨らむ感覚を、媚肉で味わう。途方もなく厭らしい刺激に晒されて、私はあえなく絶頂した。

　甘ったるい断末魔が喉を震わせて、意識がすうっと白む。深く深く、戻れない果てまで落とされた身体が、爆ぜた快感に飲み込まれて強張り、やがて蕩けるように形を失っていく。

「ぁ、……っあ、ぁ……」

　途方もない倦怠感。今にも途切れそうな呼吸音が耳の奥で聞こえる。深い余韻の彼方に投げ出された意識が沈んでいく中、慰めるような口付けが肩甲骨の間に落とされた。

「すみ、か、……っは、大丈夫か？」

「っは、ぁ、っはい……」

「……限界そうだな」

　杭を抜き去った怜司さんが、ころりと私を裏返す。まだ荒く息をついていたものの、彼は柔らかく苦笑していて、満足してもらえたのだと一目で分かった。落ちかけた瞼に唇が触れて、目尻に溜まった涙が優しく吸われる。髪をくしゃりと掻き混ぜられて、逸っていた心臓が緩やかに落ち着いていく。

「あとは俺が綺麗にしておく。先に寝ていてくれ」

「ん……ごめん、なさい……」

　ずるずると意識が遠のいていく最中でも、怜司さんのあやすような口付けはきちんと感じられた。瞼を完全に落としてしまえば、きっと感じられなくなるだろう、――――そう思うと何となく名残惜しくて、私は緩慢な瞬きを繰り返す。

「……純佳、寝なさい」

「んん……はい……」

　――――本当に、この人は私に甘い。

　甘やかして、褒めそやして、教え込む。『調教』も『躾』も一緒だと、今晩ではっきりと分かってしまった以上、私はきっと早々に調教を終えるのだろう。だってこの人に抗うなんて、無理だ。染みついたものは元には戻らない。

　でも、きっと、――――怜司さんなら、私の嫌なことはしない。必ずいい方向に導いてくれる。

　そんな信頼が、私をついに微睡へと引きずり込んだ。







２　あまく、蕩かす








「はー……っ、は、んん……」

　熱を放出したばかりの身体が、ぐらりと大きく揺れた。今の今まで淫虐に晒されていた身体は蕩け切って、どこもかしこもくったりとしている。それをしっかりとした腕に油断なく支えられ、そのまま優しくベッドに横たえられた。腕は顔に張り付いた髪をそっと払うと、唇を一撫でしてから離れていく。

　濃密な空気がゆるゆると霧散していく中、つい数秒前まで私を膝の上で揺さぶり、たっぷりと愛してくれていた人が、深く息をついた。

「……もう、随分と慣れてきたな」

　いい子だ、と目元を緩ませた怜司さんの顔を見上げて、私もへらりと笑ってみせる。

　私と彼が『初夜』を過ごしてから、もう何週間かが経った。その間に抱かれた回数は、ちょうど片手では足りないぐらいだろうか。すっかり怜司さんの愛し方に慣らされ、それで感じるように『調教』された私の身体は、何もかもが彼の思うままだ。キスの仕方も、愛撫に対する反応の仕方も、中の上手な締め方も、果てるときの作法も、全部が彼好みに躾けられてしまっていて、――――それが嫌じゃないから、すごく、困る。

「少なくとも、寝落ちはしなくなりました」

「ああ……そうだな。あのままでもかわいかったが」

　私の軽口に、怜司さんは真面目な顔でそんなことをのたまう。ついでのように用意していたバスタオルを手渡され、私は何度か口を開け閉めしてから、おたおたとそれにくるまった。

「……」

「どうした？」

「怜司さん、しれっとかわいいとか言いますよね……」

「正直に言ったほうがいいだろう」

　この人が、プライベートでは少しだけ多弁になるのも、この数週間で初めて知ったことの一つだ。「言葉が足りない自覚はある」と零していたので、意識して口に出すようにしているのかもしれない。こういう真面目さは、ただの部下ではきっと気付けなかった。

　会社では見られない、一人の男性としての彼。それを見つけるたびに、どうしてか胸が甘く締め付けられる。今だって、一人でこっそりどきどきして。

　でも、この疼きに名前を付けるのはまだ早いような気がして、私はあえてそこで思考を止めていた。

　だって、気付いてしまえば後戻りはできない。変えられてしまったものは、どうしたって戻らないのだから。

「――――純佳さん？」

「え？」

「……聞いてなかったな？　シャワーはどうするかと訊いたんだが……眠いなら朝にするか？」

　息だけで笑った怜司さんが、私の額に柔らかくキスを落とす。少しだけかさついた、薄い唇の感触が鼓動を跳ね上げた。こうした甘ったるい触れ合いを、――――恋仲めいた、それでいて欲の混じらないじゃれあいを『純佳さん』と呼ばれる時間帯にされてしまうと、収まりかけていた胸の疼きが一層ひどくなってしまう。

　いくら調教に慣れていたって関係ない。こういうときめきは、女にとっては別腹なのだ。

　これ以上ここにいると、何がとは言わないがまずい、――――そう直感した私は、心情を隠すようにきつくバスタオルを巻き直すと、勢いよく起き上がった。

「そ、その……も、」

「も？」

「ものすごくシャワーをしたい気分なので、してきますね……！」

　怜司さんが目を瞬いている間にそう言い切ると、そそくさとベッドから下りてバスルームへと駆け込んだ。洗面所でバスタオルを脱ぎ捨てて、お風呂場のほうのドアまできっちりと閉める。乱れた髪から、ふわり、と彼の残り香がして眩暈を覚えた。

　シャワーをしたい気分なのも嘘ではないけれど、今の私に必要なのは自分を立て直す時間だ。少なくとも、怜司さんの顔を見ても平静を保てる程度にはならないと、ここから出ていける気がしなかった。

　こんなふうに怜司さんに『ときめいて』しまう場面は、数週間でじわじわと増えつつある。例えば、仕事中にこっそり欠伸をしているのを見てしまったときとか。食事デートのときに料理に手を付ける順番が、私と同じだと気付いたときとか。ベッドの中で見る彼の寝顔が、存外かわいらしいと知ってしまったときとか、――――こうして挙げていけばきりがない。彼が『初夜』に言っていた通り、身体だけでなく、心にまで『調教』の影響が及んでいるのだろう。口説き落とされている、というほうが正しいだろうか。

「はあ……」

　私と彼では釣り合わないという思いは、怜司さんという人を知れば知るほどに強くなるのに、浅はかな心は理性を置き去りにして傾いていく。何とか持ち直しても些細なことでぐらついてしまうのだから、このまま『調教』されていけば、転げ落ちるのは時間の問題だろう。

　――――嫌なわけじゃないけど、変わってしまうのが怖いのは我が儘かな。

　シャワーコックを捻り、頭から熱いお湯を被る。色々なものが洗い流されていく感覚に、もう一度深く息をついた。このまま、私の胸に巣食う靄も一緒に洗い流してほしい、――――そんなことを願ったタイミングで、がちゃり、と背後で音がした。慌てて振り返った先に立っていたのは、いつものと真面目然とした顔の怜司さんで。

「え……えっ!?」

「……俺は『一緒に』入るか、と訊いたんだ」

　やっぱり聞いてなかったな、と怜司さんが苦笑を零す。私の方はといえば大混乱の真っ最中で、惜しげもなく晒された彼の身体を見つめたまま、頭からお湯を被り続けていた。

　明るい場所で見るのが初めてなせいか、その美しく引き締まったラインや、身体の厚みがいやに目に付いてしまう。こんなときだけは回転の速い脳味噌が、『さっきまであの身体に掻き抱かれていたんだな』なんて呟いて、胸どころかお腹の奥にまで甘いさざめきが届けられていった。呼吸が緩やかに上がり、体表を温めるお湯とは別に、奥からじりじりとした熱が沸き上がってくる。

「な、何で一緒に……」

「疲れただろうから、洗うのを手伝おうと思って……と、言いたいところだが」

　ちら、と私の顔を見遣った怜司さんが、こちらへと一歩近付く。情欲の灯がちらつく瞳が視界を埋める。逃げるよりも、何かを言うよりも早く、伸ばされた腕が私をシャワーの下から連れ出して、その内側へと閉じ込めてしまった。

「――――そんな顔をしてる君相手に、『建前』は必要なさそうだな」

　ざあざあというシャワーの音の中でも、その囁きはひどくはっきりと耳朶を打った。腰に回っていた腕が力を増して、濡れた背中が彼の肌と触れ合って。いつもと違うその感触は、怜司さんとの触れ合いに慣れたはずの私を狂わせる。

「っあ、ゃ、待って、」

「安心しろ。……洗うだけだ」

　ちゅ、と肩口に唇が触れて、思わず背筋が伸びあがる。くすぐったいような、ひりつくような、その感覚に気を取られているうちに、怜司さんの片手がボディーソープの容器へと伸びていた。片手で器用に中身を押し出して、そのまま私の二の腕に擦り付けるようにする。

「ひ、っ……あ、洗うだけって……」

　ぬるりとした膜を纏い、大きくて硬い手のひらが私の肌を滑っていく。指の先から肘、それから脇へ潜り込み、くすぐるように引っ掻いて。満足したら脇腹へと這い下りて、まろいお腹の上へ。おへその中まで指の腹で丁寧に擦られて、がくがくと脚が震える。

　動き自体はゆったりとしていて優しいのに、触り方は私の肌を暴く時のそれと同じだ。愛撫と呼んでも差し支えなさそうな手つき。ようやく寝付いたところを揺り起こされた最奥が、主人の帰還を待ち望むように、きゅん、きゅんとひくつき始める。

「あとは……ここも散々吸って齧って、汚してしまったか。……綺麗にしような」

「ん、んん……っ、ぁ、そこっ……」

　つうっと上った手のひらが、今度は胸の膨らみを捕まえてしまう。右側の膨らみは、確かに怜司さんにめちゃくちゃに揉みしだかれたのち、先端の蕾をいやと言うほど吸われてしまっていた。ぷっくりと膨れたところを甘噛みされた記憶もあって、それを裏付けるように、なだらかな曲線を描く椀型にはいくつも噛み痕が残っていた。

　泡が膨らみを優しく包み、指先がそれを馴染ませていく。優しくもったりと揉まれたあと、蕾にも泡を擦り込むようにされて、私は彼の肩に後頭部を預けて喘いだ。

「あっ……くりくりって、しちゃ……っ」

「してない。洗っているだけ、だ」

「うそ、っ……それ、私のきもちい、やつです……ッ、あぁっ！」

　そうかな、なんて嘯いた怜司さんは、くすくすと笑いながらもう一度蕾を摘まむ。そのまま、ふっくらと色づく乳輪と蕾を優しく扱いてみせた。泡があるせいで、ぎりぎりのところでにゅるんと滑り、蕾を勢いよく擦り上げられるのが堪らない。

　あ、あ、と細い息を零す唇に、ふと泡のない指が差し込まれる。怜司さんの左腕が拘束に飽いたのか、私の咥内に興味を示したようだった。涎が溜まっていた下顎を中指が掻き混ぜ、人差し指が上顎の粘膜をくすぐる。かと思えば二本を揃えて舌を撫でると、「舐めてくれ」なんてあんまりな行為を強請ってくるのだ。

「ふ、……ぁ、んっ、んん……」

　それでも素直に吸い付いて舐めしゃぶってしまうのは、彼のおねだりは聞かなければいけないと躾けられたのと、彼の指が好きだからだろう。節のはっきりした、長く硬い指。いつも私に様々な悦楽を与えてくれるもの。何より好きなところは、それが怜司さんの指であるところだった。

「……上手に舐めて。いい子だな、純佳は」

　喉奥、舌の付け根。少し苦しいその場所を、いい子いい子と撫でられて、思考がじゅわりと溶けた。先ほどの情事の余韻と立ち込める湯気で、ただでさえ頭が茹っているのだ。これ以上蕩かされると、本当におかしくなってしまう、――――

「れーじ、さ……っも、じぶんで、やりま、……ふぁ、」

「だめ、だ。全部、俺が綺麗にしてやるから……」

「ぅ、んん、や……っ」

　熱い息が耳朶に触れる。後ろから抱きしめられるような格好のせいで、彼の唇は常に私の耳の後ろに口付けているような状態だ。悶えるように身を捩りながら、全身をくまなく洗われていく私の姿は、傍から見ればひどく情けなく、厭らしいだろう、――――普段は薄暗い中でしか暴かれない肌を、ライトにしっかりと照らされているのも相まって、私の羞恥と快感は激しく昂っていく。

「君は……『純佳』は、ただ俺に身体を預けて、委ねて……安心していればいい」

　呼び捨ては、『調教』のスイッチ。そうなるように、彼が私に仕込んだ。

　ぱちん、と頭が切り替わったような錯覚を覚え、より一層肌の感覚が敏感になる。散々彼の剛直にほぐされた蜜路が奥を開き、とろ、と温かな涎を零し始めたところで、膨らみの谷間から泡を掬った手がそっと秘所に触れた。

「っ、は……とろとろ、だ」

「は、ぁあ……っ」

「これは……ここを俺のものに一杯にされて、掻き混ぜられたときに零したのか？」

　タイルへと滴る蜜が、彼の手を伝って垂れていく。指先は、花弁の内側にできた蜜だまりに泡を混ぜて、くちゅくちゅとひどい音を奏でた。

「それとも、今……俺に身体を洗われただけで、こんなに溢れさせたのか。どっちだろうな……？」

　なあ、純佳。

　嗜虐の悦を含んだ低い声音が、私に自白を迫る。咥内に我が物顔で居座る指が、答えを促すように舌先をゆるゆると撫で、歯を押しやって口を開かせた。その間も下腹部は弄ばれ、戯れのように指を引っかけられた淵が、くぱ、と開いてまた新しい蜜を零してしまう。

　答えたらどうなるかは、経験からもう知っている。嘘をつけば、怜司さんは『仕置き』と称して私を心ゆくまで苛めてくれるだろう。正直に答えた場合は『褒美』と称して、甘い責め苦と褒め言葉をくれるはずだった。

　そのどちらかを自分で選べるのなら、答えは決まっている。

「っいま、きもち、よく……なりました……」

「……どうして？」

「れいじさ、に……触ってもらえたから……っ、ぁ、」

　――――私は、褒められるほうが好きだ。

　聞かれたことに正直に、恥ずかしいことを素直に。彼が望んだ通りに振る舞うのは、ぞくぞくするほど気持ちがよかった。

「ふ、……そうか」

　素直な答えを褒めるように、うなじに歯が立てられる。やわやわと何度も甘噛みをされて、急所を食まれる興奮が私を包んだ。咥内を犯していた指が抜かれると、くるりと身体を裏返され、唇にもキスが降ってくる。やがて舌を絡ませ合う深いキスに変わると、押される形になった私は、壁に背中から寄り掛かる格好になった。

「っはー……、は、ん……れいじ、さん……」

「少し『洗った』だけで気持ちいいんだな？　……随分やらしい身体だ」

　揶揄めいた言葉なのに、響きはひどく優しく、甘やかすようだった。キスでなけなしの酸素を奪われた私は、彼の台詞の意味もろくに咀嚼できず、ただ甘やかされたのが嬉しくて、『やらしい』ことを彼に喜ばれるのが嬉しくて、ゆるゆると笑みを浮かべてしまう。

「ッ……、」

　瞬きを一つ零した怜司さんの瞳に、情欲の灯がちらついた。続きの言葉を飲み込んだ唇が、もう一度私のそれに噛みつく。先ほどよりも荒々しく咥内を蹂躙するそれによって、私は壁にしっかりと押し付けられ、縫い留められた。舌が喉奥に突き込まれるのと同じタイミングで、秘所を緩慢に探っていた指先がずぶずぶと蜜路に沈む。

　指はあっという間に二本になり、何かを探るようにお腹側の壁を彷徨い始めた。

「ッん……ぁ、なに……？」

「……もう少し、『調教』を進めてもよさそうだと思って、な」

　吐息同士が混じり合う距離で、彼が囁く。指はやがて目的地を見つけたのか、お腹側のざらついた襞を、ぐっ、ぐ、と押し込み始めた。中を掻き混ぜられているとき、擦られると気持ちいい場所だ、――――ぼんやりとそう思いながら、指での刺激を甘受する。

　指は自在に動き、執拗にその場所を責め立てた。その場所がふっくらと充血し始めると、さらに擦る動きを速める。

　最初はどこか鈍く覚束なかった感覚が、徐々に目覚めさせられていく。剥き出しにされていく性感に、私はそこが女性の内側で一番の性感帯であることに思い至った。

「っあ、ン、ぅんん……っ！　ぁ、そこ……っ」

「ん……気持ちいいか」

「ッい、いです……っは、ぁんっ……！」

「ここだけで、たくさん気持ちよくなってみろ。奥も緩めて、余計な力は入れないで……そう、いい子だ」

　言葉に導かれるように身体の力を抜くと、激しく抜き差しされる彼の手によって、どんどん脚を開かされていった。かく、と揺れる腰は壁のせいで前にしか動かない。ふしだら腰つきに目尻が熱くなるのに、怜司さんは淫襞を掻きむしりながらも、あやすような声音でそれを肯定してしまう。

「自分で腰を振るの、好きだろう。ッ、……上手にできてる。かわいい」

「ゃ、うそ……ッは、ァ」

　怜司さんがさらに淫虐の手を速めた。擦るだけではなく、膨らんだ部分を抉り込むような動きも加わって、お腹の奥ではなく、すぐ上に芽吹いた幼気な花芯の方へと疼きが溜め込まれていく。今までに感じたことのない種類の快感が、重く痺れた腰に忍び寄って、私をじわじわと追い立てた。『何か』を無理やり解放させられるような怖気が這い上がり、背筋を甘く震わせる。その『何か』を堰き止めたいのは本当なのに、勝手に身体が開いていって、――――

「ぁ、ああっ……」

　溢れそうだ。

　花芯がじくじくと痒みを訴える。持ち上がったその卑猥なシルエットの下、小さな口がぽかりと開いているのが分かった。はく、と空気を求めるようにひくついたそこは、熱い奔流が解放されるのを今か今かと待っていて、――――身体に裏切られてしまえば、私にはもう為す術がない。やがてやってきた我慢の限界に、小さな口がほろりと開く。太腿が小刻みに震え、突っ張っていた脚ががくんと揺れる、――――『何か』が、あふれる。

「ッあ、ふ……ぁ、っなに、や、やぁ……っ！」

　未知の感覚に怯える私に、怜司さんはぞろりと笑ってみせる。しっかり視線を絡めたまま、劣情が溶け出した声音で低く命じた。

「は……ッいいぞ、そのまま全部出せ……！」

「っや、でる……ほんとに、出ちゃ、……っだめ、だめ、ぁあっ……」

　蜜壺から聞こえる音が、一気に水気を帯びる。聞くに堪えないその音が、お風呂場の壁に反響しながらひっきりなしに鳴って、――――びくん、と私の身体が跳ねた瞬間、じょろ、と温かな液体が放出される音がした。

「ひっ、あ、あぁッ……～～～！」

　びしゃりと足元のタイルが濡れる感覚。内側に気持ちいいのを溜め込むのとは違う、壮絶な解放感。小さな口が開き切り、そこから淫水が溢れ出ていた。

　脳味噌の回路が焼き切れたかのような、鮮烈な絶頂にもみくちゃにされ、私は身も世もなく咽び泣く。どっと意識が重たく沈み、酩酊にも似た感覚に襲われた。

　果てこそ短かったものの、身体の反応のほうはひどく長く、溢れ出る淫水はなかなか止まらない。排出するという快感が腰を不随意に震わせてしまい、かくりと跳ね上がるたびに水量が増える。

「……凄い、な。まだ出るか？」

「ッん……っや、なのに……まだ、」

「大丈夫だ。いいぞ、好きなだけ出して……」

　怜司さんの指が甲斐甲斐しく襞を押し込み、放出を促してくれる。突き上げるように抉られると、びゅう、とひどい音がして、目尻が熱くなった。上から慈愛に満ちた視線を注がれながら、こんな卑猥な仕打ちを受けるなんて、――――恥ずかしくて堪らない。

「あー……っ、ぁ、やぁ……っ」

　粗相ではないと気付いてからも、募る羞恥は少しも減らなかった。むしろ怜司さんの前で、この上ないほど淫猥な絶頂に浸っているのが猛烈に恥ずかしい。泣きそうになりながらも、怜司さんの指に促されて気持ちよく出し切ってしまうと、がくんと全身から力が抜けた。

「はー……っ、は、」

「ああ……たくさん出せて、偉かったな……」

　劣情に掠れた溜息が耳朶をくすぐる。ぎらついた、獣めいた瞳が三日月のように歪んで、私を強く射抜いた。相変わらず苛烈な煌めきを奥底に潜ませたそれに、びり、と電流が走ったような感覚を覚える。

　反射的に顔を逸らすと、それを諫めるように散々淫水を噴き出した小さな口、――――秘芯のすぐ下をとんとん、と優しく叩かれた。

「でも……ここがまだひくついてる。実は出し足りないんじゃないか？」

「えっ……？　ぁ、あ……っ」

　彼の指先がほんの少しだけ中に潜り込む。触られるようにできていない敏感な穴を、くちくちと穿るように弄ばれると、呼吸すら整っていない身体が小さく痙攣する。

　そんなことありません、と堂々と言い切るには、私はこの現象に対する知識が不足していた。怜司さんがそう言うということは、きっと足りないのだろう。でも、そこで素直に「足りません」と言う覚悟も決まっていない。

　どう答えたらいいのか分からず黙り込んでいると、ふっと息を零した怜司さんがドアを開けた。腕だけを伸ばして、洗面台から何かを取り上げる。

「風呂場だと、こういうところが難点だな」

　は、と浅く笑った彼は、そのまま歯で行儀悪くパッケージを破ってみせた。洗練された所作の多い怜司さんの、荒々しく焦れたような行動。彼の新しい一面を目の当たりにし、それだけ求められているのだと思い知った心臓が甘く音を立てた。

　凶悪なタイミングで訪れたときめきに、頭がぼんやりと霞む。身体はその間に再び壁へと押し付けられ、頬や胸がひんやりとした壁に触れた。腰だけが少し彼の方へと引き寄せられる形になり、緩く閉じた太腿の間へと、覚えのある熱い塊が差し挟まれて。

「――――純佳が教えてくれないなら、俺が自分で確かめよう」

　そう囁いた怜司さんがゆるりと腰を振る。内腿の柔い肉と濡れそぼった秘所全体に、まだ芯の通り切っていない屹立が擦り付けられて、ぞわりと尾骶骨の辺りが粟立つような感覚を覚えた。

　擦りつけられる昂りは蜜や淫水を纏い、滑りよく私の肌を汚していく。私を気持ちよくさせるというより、その剛直をいきり立たせるための動きだった。それでも次第に硬く張り詰め、時折胴震いをしながら猛り肥えていく様をまざまざと感じると、先ほど刺激を貰えなかったお腹の奥が淫蕩に強請り始めてしまう。

「ッは、……っこれで、さっきのところをたくさん突いて……まだ出るか試してみよう、か」

「ぁ、っんん……！」

　びくびくと脈打ち始めた屹立が、蜜口の柔らかくほぐれた淵を引っかけた。あと少し角度が変われば、切っ先がそのまま入ってしまいそうで、期待に蜜路がきゅんと収縮する。切れ切れに甘い啼き声を漏らす私に、怜司さんはあくまで優しく問いかけてみせた。

「純佳、……っ中、欲しいな？」

　強請れ。

　言外にそう言われているのが分かって、被虐の悦びに身体の芯まで浸されていく。ぶる、と肩が震えて、唇から湿った吐息が漏れた。挿れられて揺さぶられて、またたっぷり出してしまったら、きっとおかしくなってしまう、――――そう思っていても、彼の優しい命令に抗う術はないのだ。

「っ、くださ、い……っ」

「……ああ。今くれてやる」

　興奮を無理やり抑え込んだような、どろりとした声。それが耳孔を突き抜けて脳味噌まで届く間に、刺激を待ち望んでいた淫裂が激しく押し開かれた。今日何度目かの訪いに、媚肉が嬉しそうに蜜まみれの襞を蠢かせる。

　最奥もとろりと粘ついた蜜を垂らしたものの、怒張のお目当ては浅瀬の弱点だ。まろく重たい先端がそこをなぶるように捏ね始めると、奥壁の窄まりが寂しげに雫を零した。

「っ、ハ……入り口、きゅうきゅう締めてくる……、ッ」

　ずん、と押し込まれるたび、指とは段違いの衝撃に脳幹まで揺さぶられる。壁に手を付いて何とか体勢を保つものの、優しく小突くようだった律動が、甘く滅多打ちにするような激しいものに変わっていくと、ほとんど壁に縋りつく格好になってしまう。

「ふっ、……ん、ここ……とん、とんってされるの、気持ちいいな……？」

「ッは、ぁ……と、んとん、きもち……」

　どろりと蕩けた頭で、彼の台詞をそのまま繰り返す。低く掠れ、愉悦を孕む男の人の声に、甘ったるく「とん、……とん、」と囁かれながら媚肉をあやされると、頭の中がふわふわと煮崩れていって、何もかもを彼に委ねたくなって、――――心も身体も、ゆるんでいく。

　そうして緩めば緩むほど、溢れ出してしまいそうな感覚が強くなっていった。数分前にも味わったそれは、もう既にぎりぎりのラインを揺蕩っている。安心しきった身体は放出を許容していて、あとほんの少し背中を押されたら『終わって』しまうことは明白だった。

「ゃ、やっ……また、出ちゃう、ぅ……っ」

「……ッ、純佳、前……見てみろ」

「え……？」

　ざあ、と近くにシャワーが掛けられる。促されるままに前を見て、思わず息を呑んだ。

　目の前には鏡があった。私が縋りついていたのは、壁ではなく鏡だったのだと理解する。

　曇り止めが施されているのか、湯気の立ち込める中でもくっきりと私を映し出すそれ。そこで怜司さんに揺さぶられている私は、それはもうひどい顔をしていた。蜂蜜を溶かしたようにどろどろの瞳、悦楽に緩んだ唇、悩ましげに寄せられた眉。紅潮した頬には、ぽろぽろと涙を落としている、――――淫靡で淫蕩な女の顔がそこにはあった。

「ッ、や、っあぁ……！」

「ッな、かわいいだろう……？　蕩けて、いつもの君が見る影もない。っ俺が、君を……こんな女にしたんだ」

　ぐう、ぅ、と腰を押し込みながら圧し掛かった怜司さんが、鏡越しに目を合わせながら囁く。興奮を伝えてくる荒い呼吸が首筋を粟立たせ、ふう、と耳孔に息を吹き込まれると、鏡の中の私がさらに蕩けていった。初めて見る、悦楽に耽るはしたない自分の顔は、自分が怜司さんによって変えられてしまったのだと突き付けて止まない。

「ぁ、っこんな……、わたし、」

　――――怜司さんに抱かれてる間、ずっとこんな顔してたんだ。

　そう思い至った瞬間、羞恥心が再び私の胸に溢れた。胃の腑がかあっと熱くなり、心臓が嫌な跳ね方をする一方で、下半身は彼に厭らしい姿を見られるのを悦ぶように、ぶるりと震える。反射的に蜜路を食いしばってしまい、怒張の先端がほんの少し奥へと沈んだ。

　その刺激と心を染める羞恥の悦楽に、溢れそうな淫水が臨界点を超える。先に零れた数滴が、足元のタイルに落ちる、――――

「ッア、だめ、っ……ぁ、いま、だめなのに……っ」

「だめじゃない、大丈夫だ。そのまま出していいから……自分が厭らしくイくところ、ちゃんと目に焼き付けて」

「――――や、ッん、んんっ……！」

　内股になった太腿が大きく痙攣する。びく、びくっと跳ね上がった腰がついに頭より高い位置に来た瞬間、花芽の下の小さな口から淫水が噴き出すのが分かった。

　彼に言われた通り、鏡の中に映り込むその痴態を、余すところなく見つめる。恥ずかしい絶頂を晒す自分の姿に興奮を煽られ、さらにびしゃりと床を濡らす悪循環。じっくりと感じ入りつつ、二回目とは思えない量を零してしまう私に、怜司さんは甘やかに笑ってみせた。

「俺にも自分にも見られて……恥ずかしくて、気持ちいいな」

　言い聞かせるような声音が脳に染み入り、私の意識を歪めていく。いい子だ。よくできました。情感のこもった囁きにたっぷりと褒めそやされ、頭を撫でられて、ぐずぐずに蕩けていってしまう感覚。中に居座ったままの剛直を緩く締め付けながら、心地よい悦楽に没頭する。

「っは、ぁ……れ、いじさ……」

「は、ッ……くそ、」

　甘えるような締め付けに耐え兼ねたのか、楔がさらに猛々しく育ち、我慢ならないといったふうに小さく反応した。一つ呻き声を漏らした怜司さんは、逞しい腕で私の身体を抱え直すと、ぱちゅんと強く腰を突き込む。油断していた最奥が熱杭に容赦なく穿たれ、目の前の光景がちかちかと瞬いた。ひ、と力なく啼いた私のうなじに、宥めるようなキスが降って。

「……疲れてるところに悪いが、もう少しだけ付き合ってくれるか」

　鏡の中の怜司さんが、低くざらついた息を吐き出しながら私を見遣る。眉根を寄せたかんばせは、どこか伺いを立てるような雰囲気で、気遣われているのだとすぐに分かった。

　私は半ば怜司さんに抱えられるような格好になっていて、指先が鏡の上部に引っかかっているのと、快感になぶられて爪先立ちになった脚がかろうじて床についているだけで、自力で立っているとは言い難い。視界もぐらぐらしているし、何よりも倦怠感が凄まじく、少し目を閉じれば沈んでいってしまいそうだ。

　それでも、ここで「いいえ」とだけは、言いたくなかった。

「……っ、ん。私だけ好くなるのは、さみしいので……」

　私ばかり満足させようとする彼を、必ず一回は気持ちよくしてあげること。

　目を伏せ、笑いながら呟いた言葉は、初夜を境に自分で決めた『花嫁』としてのルールだ。

　抱かれることは嫌じゃない。だからこそ、彼にも同じだけ好い思いをしてほしい、――――そんな感情から自分に課したそのルール。最初こそ、私の身体を気遣ってか遠慮されることも多かったけれど、ようやく「付き合ってくれるか」と怜司さんの方から言ってくれるようになったのだ。断る気はさらさらなかった。

　怜司さんの指先に力が入り、少し痛いぐらいに抱きしめられる。熱に浮かされた身体同士がぴったりと密着し、溶け合っていく感覚がひどく心地いい。

「ッ……そういう、かわいいことばかり言ってるから、俺に付け込まれるんだ」

「……そう、ですか？」

「俺は、君が一人で立ってもいられなくなる姿に興奮して……疲れ果てたところに無体を働こうとする男だぞ。そうに決まってる」

　自嘲めいた笑みが彼の面を彩り、指先が私の顎を捕まえる。ゆるりと導かれ、鏡の中の自分と目を合わせる格好になると、彼女が怜司さんの腕に厭らしく絡め取られているのがよく見えた。この光景がそそられるのだ、と改めて見せつけられた私が、ゆる、と眉を下げて困ったような、恥ずかしげな顔をする。抱きすくめられた肩にキスが落とされ、欲望ばかりが溶けた囁きが肌を灼いた。

「だが……君が許すと言うのなら、遠慮なく貪ろう」

　俺は君ほど、できた人間じゃないからな。

　苛烈な煌めきが再び私を貫き、背中に在る怜司さんの気配が獰猛に膨れ上がっていく。今からきっと、ひどいことをされるのだ。そう思うと、ぞくぞくと全身が甘く痺れて、さらに身体から力が抜けていって、――――

　その夜、バスルームでの情事は、私が限界を迎えるまで続けられた。
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「お……お邪魔します」

「ああ。入ってくれ」

　ある休日の昼下がり。私は怜司さんの自宅である、マンションの一室を訪れていた。

　玄関先へ一歩足を踏み入れると、物が少なく機能的な、想像していた通りの玄関が私を出迎えてくれる。シューズラックの上には、家と車のものと思われる鍵が一束あるだけで、インテリアらしきものは何もなく、真っ直ぐ続く廊下には物どころか汚れすらない。モノトーンを基調に、ネイビーがアクセントになっているらしい内装も、遊びがないシンプルなものだ。思わず唇から呟きが零れる。

「怜司さんって、期待を裏切りませんよね」

「は？」

「怜司さんのお家ってこんな感じかな、と想像していた通りなので……」

「……一度、飲み会の帰りに泊めてやった櫻庭も似たようなことを言っていたな。俺にはよく分からないが」

　淡々と呟いた怜司さんが、私を追い越して先に進む。ラックから取り出したスリッパを揃えて置いてくれたので、お礼を言ってからそっと足を差し入れた。

　私が怜司さんの自宅を訪れたのは、彼に遊びに来ないかと誘われたからだ。デートらしいデートはなく、婚約者らしい交流と言えば食事と『花嫁調教』という間柄だった分、誘われたときの衝撃は大きかった。

　特に面白いものもないが、君と一度ゆっくり過ごしたいから、――――そう言ってくれた怜司さんに、ぎゅう、と胸が締め付けられるような心地を味わいながら頷いたのが三日前。お邪魔しても本当にいいのだろうかという思いはあったけれど、「怜司さんから誘ってくれたんだし」「一応婚約者だし」と言い聞かせ、最終的には『怜司さんともう少し距離を縮めたい』という自分の気持ちに従うことにして、ここまで来たのだ。

「前にも言ったが、面白いものは特にないからな。期待しないでくれ」

「はい」

　歩き出した彼に続き、短い廊下を進む。彼の足元には黒のスリッパが引っかけられていて、私が履いているものとはデザインが違った。私の足先を包み込んでいるのは白と水色のチェック柄のもので、サイズも彼のスリッパより小さい。

　ふと気になって振り返ると、ラックには黒色のスリッパしか入っていなかった。

「……」

「こっちがリビングで……、純佳さん？　どうした？」

「い、いえ……！　お邪魔しますね！」

　不思議そうにこちらを振り返った怜司さんに笑いかけ、私はそっと息をつく。

　明らかに女性用のデザインとサイズ、――――それが一つしかないことの意味を、つい考えてしまうのはおかしなことだろうか。じわじわと甘い毒が回り、頬を火照らせていくのを感じながら、ぱたりとスリッパを揺らした。新品らしいそれは、売られていたときの型崩れがまだ微かに残っている。

　自惚れでなければ、これはきっと私のために用意されたものだ。

　あまりの不意打ちに、ずるい、という想いが胸を満たしていく。いつも通りの顔で、しれっとそんなことをしてしまう貴方は、ずるい。心の『内側』に私がいるのだと、こんなに容易く見せつけてくるなんて。

　深い意味なんてないのかもしれない。ただ思いつきで買っただけなのかもしれない。そうだとしても嬉しいと思ってしまう辺り、私も大概重症だ。

　怜司さんにばれないよう、緩んだ顔を俯けながらリビングへと足を進めた。紅茶を淹れてくれるという背中を見送り、案内されたソファーに恐る恐る腰を下ろす。紅茶を淹れ終わったら、彼はここに来て私の隣に座るはずだ。そう思うと妙に緊張して、ぱたぱたとスリッパを揺らしてしまう。

「……そういえば、」

　――――ゆっくり過ごす、って何をするのかな。

　恋人とのお家デートの定番と言えば、お喋りをしたり一緒にテレビを見たり、ベッドでいちゃついたりだと相場が決まっている。かといって、怜司さんはそれらを積極的に提案する性質でもないはずだ。

　ちらりと窺った先、キッチンにて真剣な顔でケトルを見つめている彼の考えは、さっぱり読み取れない。これが『海棠課長』なら考えてることも分かるのに、こと相手が『怜司さん』になると、どうにも上手くいかないのが不思議だった。静謐な横顔が何を思って私を家に呼んで、何を思って私のためのスリッパを用意したのかなんて、全然分からない。

　でも、怜司さんともう少し距離を縮めてみたいと思う気持ちは、少しも変わらないどころか強くなっている。睦み合う以外にも、普通の恋人のようなじゃれあいをしてみたい、――――なんて少し前までの私が聞いたら恐れ多さでひっくり返るような感情すら、胸に芽生えているのだ。

　毎日、少しずつ。身体の調教から少し遅れながらも、心も着実に口説かれていっているのだと、思い知らされるような心地だった。

「純佳さん、砂糖は？」

「あ……大丈夫です。ありがとうございます」

「分かった。……悪い、上手く淹れられた気がしない」

　言葉の途中でこちらに歩いてきた怜司さんは、少しだけ申し訳なさそうな声音と共にカップを差し出した。その顔でしょんぼりされると、心臓がときめきで痛くなるからやめてほしい。

　慌ててお礼を言いながら受け取り、口を付ける。爽やかな甘みが口いっぱいに広がる辺り、私の『海棠怜司』という人間への贔屓目を差し引いても、普通に飲める紅茶だ。確かに多少渋い気はするけれど。

　私はゆるりと首を傾げながら、傍らに腰を下ろした怜司さんを見遣った。

「そんなことないと思いますけど……怜司さん、あんまりキッチンに立たない人ですか？」

「そうだな。料理の類に縁がないし、俺はどうも不器用らしいから」

「えっ」

　思わず彼の指先を見つめる。いつも細やかに動き、私の弱くて好いところを丁寧に暴き、責め立ててくれるそれ。少し触れるだけで私をぐずぐずにしてしまうくせに、不器用だなんて、――――そこまで考えて、甘やかな疼きにお腹の奥を突かれ、慌てて思考を打ち消した。

　怜司さんは私と違って、『部下』に対しても、『婚約者』に対しても聡い。私が少しでも疼きを感じれば、表情からそれを読み取って、丸め込んで、私の欲を叶えてしまう。経験からそう分かっていた私は、頭の芯まで淫蕩に浸る前に、脳裏に浮かんだ今までの情景を遮断したのだ。

　普通の恋人のようなじゃれあいをしてみたい、なんて言いながらこの体たらくだ。本当に恥ずかしい。

　重苦しい溜息を舌の上で数度転がして、そのまま飲み込む。幸いにも怜司さんはこちらの葛藤には気付いておらず、カップを傾けて、恐らくはその微かな渋味に眉を寄せていた。

「純佳さんは、料理はするのか？」

「はい。私も一応、大学の頃から一人暮らしをしていて……得意と胸を張れるほどでもないんですけど、大抵のものは作れると思います」

「大抵のものが作れるなら充分だろう。俺はカレーもまともに作れない」

「カレーすら無理なんですか!?」

「……包丁の扱いが苦手なんだ。実家を出てから家庭料理というものを食べていないな」

「それはまた極端な……」

　ぽんぽんと交わされる会話は、会社でのそれと同じようにどこか心地良い。話の内容は全く違うのに、胸には充足感ばかりが広がっていく。『怜司さん』との心の距離が縮まっているような、そんな気がするからだろう、――――そんなことを頭の端で思考していた私は、自分の唇からぽろりと落ちた言葉に、一瞬反応が遅れた。

「それなら、今日作りましょうか？」

「作る？」

「え？　あ、ええと……家庭料理を……」

　何を図々しいことを、と脳味噌が喚くのを遠くに聞きながら、絞り出すような声で続ける。一度口に出した言葉は戻らない。『ぽかん』と形容するのが相応しいような、およそ見たことがない表情で固まる怜司さんに、じわじわと不安が沸き上がった。私は何か、とんでもないことを言ってしまったのではないか、――――

「その……せっかくなのでもう少し『婚約者』らしく、普通に仲良くなれたらと思って……ご迷惑だったら全然、なかったことにしていただいて、」

　どうにか繕わなければという焦りが更なる焦りを生み、余計なことまで口走っているのが自分でもよくよく分かった。今の台詞の前半は完全に言わなくていいことだ。私は怜司さんの視線から逃げるように、熱く火照った顔を覆った。こういう恥ずかしさは気持ちよくもなければ、ただただ辛い。

　覆われた視界は、ほんのりと暗い。隣から微かな呼吸音だけがして、怜司さんが何かを考え込んでいる気配だけが伝わってくる。次いでかちゃりとカップを置くような音が鳴って、気配がぐっと近くなった。

「それは、婚約を解消するという選択肢が君の中で消えたと取っていいか？」

「……えっ？」

　予想外の言葉に思わず顔を上げる。

　甘い色合いの瞳と目が合って、そこに真剣な光が滲んでいるのが見えた。何かを掴み取ろうとするかのような、そんな輝きに一瞬惚けると、怜司さんがほんの少し苦い顔をしてみせる。その表情があんまり痛そうなものだから、私の胸の奥も一緒に、ずきりとした痛みを得てしまった。

「……違うのか？」

「ち、ちょっと待ってください。そんな選択肢は元々ありません」

　彼が言っているのは、婚約した日の「今なら解消だってできますよ」という提案のことだろう。あれは私がそうしたいというわけではなく、怜司さんのための提案だったのだけど、どうやら彼にはそう思ってもらえなかったらしい。

　ひとまず誤解を解くために言葉を重ねていけば、怜司さんは徐々にその表情を呆れの方へと変じさせていく。ややあって深い溜息をついた彼が、私の頭をくしゃりと撫でた。

「――――人騒がせだな、君も」

「すみません……もしかして、私が婚約解消しようとしてると思ってたから、いきなり『調教』だったんですか？」

「それもあるが……理由はもう一つあるから、ここで止めてはやれないな」

「うっ」

　くす、と笑った怜司さんが、私の髪をさらに掻き混ぜる。優しくかわいがるような手つきは、スリッパの秘密に気付いたときのような、甘ったるいときめきを私の胸へと連れてきた。

　もう一つの理由が気になるところだけど、視線を遣ると顔が逸らされたから、きっと今は教えてくれるつもりはないのだろう。カップを再び取り上げ、中身を飲み干した怜司さんは「さっきの提案だが、」と話の軌道修正に乗り出した。

「俺も同じことを思って、純佳さんを家に呼んだんだ。断る理由はない。それに、――――君の料理も食べてみたいしな」
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「お料理しないって話だったので、薄々勘付いてはいたんですけど……まさか鍋すらないとは……」

　『お買い得！』というポップが貼りつけられた値札を眺めながら、私はいくつめかの鍋を手に取り検分した。ちょっと重いけど、サイズはいい感じだ。色は黒が無難だろうか。

　あれこれと考えながら、ホームセンターのキッチン用品売り場を彷徨う私の背中に、ばつの悪そうな声が追い付いてくる。

「……悪い」

「いえ、大丈夫です！　これを機にキッチン用品を充実させましょう。せっかく素敵なキッチンがあるんですし、使わないともったいないですから」

　振り返ってにこりと微笑めば、カートを押しながら付いてきていた怜司さんが小さく笑みを返してくれた。

　怜司さんの家で、夕食を作ろうと決まった直後。『二人でだらだらと食材の買い出し』というのも普通の恋人らしいお家デート感があるのでは、とわくわくする私を余所に、怜司さんが『しまった』という顔をしたのが始まりだった。

　――――うちには何もないんだ。

　怜司さんに促されキッチンを確認した私は、モデルルームでももう少し充実しているだろうという、キッチン用品の過疎具合に目を回しそうになった。鍋がない、フライパンがない、まな板もない。包丁はなく、果物ナイフとパン切りナイフが一本ずつ。ピーラーやお玉も当然のようにないという有様だ。

　一時間ぐらいゆっくりしてから買い物に出よう、と考えていた私は、頭の中のスケジュールを変更せざるを得なかった。

「鍋、これにしましょうか。フライパンも同じメーカーで……これとか」

「ん……」

　鍋をカートのカゴの中へと下ろし、再び商品棚に向き直る。私が指差したフライパンを見て、怜司さんは『何が何だかよく分からない』という顔をしていて、ちょっとかわいく思えてしまう。それに買うものがキッチン用品一式だと思うと、ただ買い物をしているだけなのに、まるで、――――新婚さんみたい、だ、なんて。

　墓穴を掘った私の顔が、じわりと火照ったのが分かった。新婚も何も婚約者だろう、と思う一方で、一度浮かんだ考えはなかなか消えてはくれない。ホテルのベッドで触れ合う仲であることと新婚はイコールではないけれど、普通なら新生活を始める際に購入するキッチン用品を一緒に買うことと新婚はほぼイコールに思えたからかもしれなかった。

　一方の怜司さんはしばらくフライパンを眺めていたかと思うと、やはりぴんと来なかったのか、微妙な顔のまま私を振り返る。

「君が使いやすいものでいい。好きなのを買ってくれ」

「怜司さんの家に置くものなんですから、私の一存で決めるのもちょっと変じゃないですか？」

「変じゃないだろう。結婚するんだから」

　タイムリーでストレートな台詞に、心臓が一瞬拍動を止める。一緒に動きも止めた私の手からフライパンが滑り落ちて、慌てたように伸ばされた怜司さんの手に受け止められた。

「……こら。危ない」

「す、すみません……」

　耳の奥でどくどくと心臓の音が鳴り立てる。何を今更こんなことで動揺しているんだ、と言いたげな怜司さんの視線が痛くて、思わずそっと目を逸らした。私が動揺しているのは、彼の台詞そのものが理由ではない。思い至ってしまったからだ、――――彼は、もう私を、自分の生活の中に住まわせ始めている。結婚して一緒に暮らす未来が、彼にはきちんと見えているのだ、と。

　きっとスリッパが用意されていた理由も同じだ。私が彼に口説かれるのをただ待っている間にも、怜司さんの想いや愛情はどんどん降り積もっていく、――――そう思うと今日一番の疼きが胸を襲った。堪らないような気持ちになって、私は適当に掴んだお玉をカートの中に放り込むと、急いで彼に背を向ける。

　『結婚するんだから』なんて今更な台詞でこんなにも赤面しているところを、見られたくはなかった。

「……今の、照れるところだったか？」

「照れてません……」

「耳が赤いぞ」

「……」

　もはや黙るしかなくなった私は、今度はピーラーを掴んでカゴに放り込むと、俯いたまま怜司さんの背中を押す。

「これで買うものは全部です。早く会計してしまいましょう。スーパーに移動して食品も買わないといけませんから……！」

「……ふ。ああ、分かった」

　密やかな笑みが頭上から落ちてくる。かわいい、愛おしい。そういった響きが込められた柔らかさに、耐久値の低くなった心臓にまで熱が到達してしまう。私の今更で薄情な動揺も、照れを隠しておきたい意地も、きっと何もかも彼にはお見通しなのだろう。
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　――――だからと言って、どうしてこんなことに。

　胸の内での呟きは、目の前の彼には伝わらないまま蟠り、薄れていく。

　買い物を済ませて帰宅して、二人で並んでカレーを作って。怜司さんが切った、一口サイズというにはちょっと無理のあるニンジンやジャガイモに笑いながら、食卓を囲んで。取り巻く穏やかな空気に絆されて、こうやって暮らしていけたら幸せかもなあ、なんて感傷めいたことを考えていたところまでは、平穏だったのだ。

　包丁を神妙な顔つきで握るのも、変な形になったニンジンに肩を落とすのも、私が煮込んだカレーが美味しいと笑ってくれたのも。本当にこれが『海棠怜司』なのかと考えてしまうぐらいにはかわいらしかったのに、――――薄暗い寝室で私の手首を縛る辺りは、全くもってかわいらしくない。

「あ……あの、怜司さん」

「どうした？」

　ゆるりと口元を吊り上げた彼が、結び終えた赤色のリボンの境目を厭らしい手つきで撫でていく。爪が微かにひっかかる感触に皮膚が粟立ち、肩が小さく跳ねたのが分かった。そうしている間にも私のスカートとショーツを取り上げた指先が、今度はシャツへと伸びて小さなボタンを器用に外していくから、ニンジンを真っ直ぐに切れないほどの不器用さは一体どこに遣ってしまったのだろう、と考えてしまう。

「っ、ちょっとだけ、考える時間をください……」

「だめだ。俺の提案を呑んだのは君だろう？　今更待てと言われても困る」

　ちっとも困っていない声音が、からかうように私の耳朶を掠めた。

　確かに怜司さんの提案を飲んだのは私だ。『君が提案したように、俺もしてみたいことがあるんだが』なんて言われて、断れるはずもない。そもそも、私は彼の望みや理想を極力叶えるために尽力する性質である。

　――――でも、まさか『してみたいこと』が手首を拘束しての調教だなんて、誰が想像しただろう。少なくとも私には無理だった。

「君の『おねだり』は極力聞きたいと思ってるんだが、これを解くのは無理だ」

「う……」

「それに、君も本気で嫌がってるように見えないし、な……？」

　どろり、と彼の視線が甘く蕩けた。男らしい形の薄い唇を舐めた舌先が、私の心の奥底の欲望を的確に突き刺してみせる。びくりと跳ねた肩と引っくり返った心臓が、彼の指摘が図星であったことの証左だった。苛烈な煌めきを一層増した彼の瞳には、羞恥と期待をないまぜにした私の顔が映り込んで、度重なる調教による変化はここまで来ていたのだと、頭の奥にまで刻み込まれる。だってこんなの、おかしい。手首をプレゼントよろしくリボンで縛られて、自分の意思では動けないように押さえつけられて、支配されることを容易く受容して、――――こんなにどきどきしている。

　今までの教え込むような『調教』とは一線を画す行為が始まるのだという予感が、確かにした。

「これも外すぞ」

「あ……」

　シャツのボタンが全て外され、露わになったブラジャーの縁を指先が辿る。手慣れたようにフロントホックが外されて、膨らみが零れ出るのを、私はただ見ていることしかできない。もう何度も見せてしまっているはずのそれも、隠す手立てもなく晒しているのはやっぱり恥ずかしくて、私の顔に熱が集まっていった。

　まろい椀型の膨らみの先が、既に緩く勃ち上がってしまっているから、余計に。

「縛られただけで、随分厭らしく育ったな……」

「ッ、ぁ……っや、」

　息を零した怜司さんが、私へと圧し掛かりながら蕾を優しく弄び始める。じっとりとした、熱を移すような手つき。かり、かりと、根本から先端を掻いて、戯れに軽く押し込んで。蕾の天辺をいい子いい子と撫で擦って、――――いつもより緩慢な愛撫は、私の身体をじっくりと炙っていく。堪え性のない最奥が蜜を零し始めるまでは、きっと数分とかからなかった。

　むせかえるような淫靡な香りが、寝室に充満していく。は、と彼の唇が零す熱の一筋さえ、私の快感を煽る材料だ。首筋に甘く吸い付かれ、戒めるように歯を立てられるのが堪らなくて、自由にならない腕が悶えるようにシーツを掻き混ぜた。

「ぁ、あっ……ん」

「ん……縛られるの、好きか？」

「や、ん……っちが、」

「俺は、縛るの……好きだ。君が一人じゃどうしようもなくなって縋ってくる姿は、凄く興奮するから、」

　――――たくさん、見せてくれよ。

　怜司さんは喉だけを低く鳴らして笑うと、リボンの束をぐしゃりと掴んで引き寄せ、手首に一つキスを落としてみせた。ゆるりと落とされる流し目に、どくんと心臓が大きく跳ねる。どこか儚げな淡い色の瞳に、壮絶なまでの艶と欲が溶け出しているのが分かった。明け透けな台詞も相まって、視線の先の私をおかしくしていく。

　惚ける私の目の前で、彼の頭がゆるゆると下がった。そして、そのまま右側の蕾へと、唇が落とされていって。

「は、ちゅ……ん、」

「んっ！　ふぁ、あ、ぅ……！」

　ちゅう、ちゅ、と甘えるように吸い付かれた。ぽってり膨れた蕾は舌で転がすのにちょうどいいのか、ついばむ合間に左右上下へ優しく弾かれる。たっぷりと温かな唾液が溜められた、彼の咥内。その中で弄ばれてしまえば、舌で擦られるたびにくちゅりと卑猥な音を立てた。

「は、あ……っれ、じさ……」

　このまま柔い快感に押し流されて、何もかも考えられなくなりたい、――――そう思う一方で、まだどこか思考が蕩け切らないのは、たぶん頭に引っかかっている一つの疑問のせいだ。

　私たちの間に、交わるための理由付けや言い訳は最早必要ない。最初の頃の微かな抵抗感は薄れて、自分がこの行為と快楽を望んでいるのは誤魔化しようのない事実だ。だからこそ、この両手首がリボンに巻かれている理由が、どうしても気になって仕方がなかった。

　彼好みになる『調教』だと言われたら確かにそうなのだろうけど、何か他に理由があるような気がして、ならなくて。

「なんで、……これ」

　じゅ、うう、と蕾をひときわ強く吸い上げてから、膨らみに埋まっていた面が持ち上がる。反対側の膨らみをやわやわと揉んで、蕾を悪戯になぶる指先はそのままだ。ちくちくとお腹の奥へと刺さる刺激に呻きながら、私は訴えかけるように腕ごとリボンを揺らしてみせた。

　私の言葉の意図を、正確に読み取ってくれたのだろう。怜司さんは一度目を伏せたあと、小さく息を吐いて呟く。

「……買い物の帰りに、君の元恋人に会っただろう」

「え？」

　予想外の方向からの言葉に、ただでさえ快感に鈍っていた思考が一瞬止まる。元恋人、――――ああ、由ゆ井い君のことか。

　思い返すのは、ホームセンターの後に向かったスーパーで再会した、大学時代の元恋人のことだ。カレーのルーをどれにするか、なんて他愛もないことを議論していた私に「純佳？」と声をかけてきたのが彼だった。

　父から自由恋愛を許されていた時期に、何となくで付き合った人だから、私も向こうもあまり思い入れもなかった。ただ久しぶりだねと話して、怜司さんを紹介して。「婚約おめでとう」とお祝いの言葉を貰って、そのまま当たり障りなく別れたはずだけど、何か気になることでもあったのだろうか。

　きょとんとしている私に、怜司さんが緩く眉根を寄せる。苛立ったように膨らみを甘く噛まれ、びくりと腰が跳ねた。

「ひっ、ぁ」

「君は大人の女性だ。昔の恋愛があるのも分かっているし、どちらも心は残していないと、やりとりで察しがついた。……それでも、面白くないものは、面白くないからな」

　特に、今の状況では。ちりちりとした声音が、肋骨を覆う肌を滑り落ちていく。焦がすような熱を孕んだそれは、お腹の奥底まで染み入って、刺激に飢え始めていた最深部を悦ばせてしまう。

　怜司さんが吐露したそれが、嫉妬なのは明らかだった。静かで冷ややかなのに、ひどく熱い悋気。そんな感情を向けられるほどに、自分が彼の心に食い込んでいるのだと思い至ってしまえば、冷静でいられるはずもなかった。きつく締め付けられた心臓が、砂糖菓子のようにほろほろと崩れていく感覚に息を呑む。

「――――君は、俺の婚約者だ。いい加減、それをきちんと教え込みたくなった」

　同時に、今から自分がどれだけ厭らしく躾けられるかも、想像がついてしまった。

　うっそりとした笑みが、彼の唇の端に浮かぶ。する、と這い上がった手のひらが、リボンの上から私の腕を押さえつけて抵抗を封じると、蕾へのねちっこい淫虐を再開させた。

　決して責めは苛烈ではなく、ひどく甘ったるくて優しい。指紋の段差すら感じ取れそうなほどゆっくりと扱き立てられ、思い出したようなタイミングで熱く濡れた舌に弄ばれて、――――それがどれぐらい続いただろう。

「っは、ぁ、あ……ッも、ちくび、やだ……」

「ふ……んん、ちゅ、は……やだ、じゃないだろう？　ちゃんと言わないと、分からない、からな……、ン」

「ッ、ぁあっ……！」

　散々吸われて真っ赤に色付き、一回り大きく肥えた蕾の向こうで、怜司さんが意地悪く目を眇めた。丁寧に、じっくりなぶられた蕾は、空気に触れるだけでもじくじくと疼いて、痒みにも似た性感を生み出してしまう。

　溜まりに溜まって、あと少しでも突かれたら弾けてしまいそうなのに、怜司さんは決してそれを解放させてはくれなかった。巧みな愛撫で弾けるぎりぎりのところを保ち、私からはしたない言葉を引き出そうとする。あまりのじれったさに、目尻には生理的な涙が滲んだ。

　いっそ自分の手が自由であれば、彼の手を欲しいところに誘導したかもしれないし、なりふり構わず自慰に走っていたかもしれない。どちらの手段も取れない哀れな私は、唆されるまま彼に強請ることしかできないのだ。

「ほら、どうしてほしいんだ？　……このままずっと乳首をしゃぶられて、胸だけでイきたいならそれでもいいが」

　あやすように、慰めるように。ぐずぐずに私を蕩かしていく怜司さんの愛撫は苦しいぐらいに気持ちよくて、それでいて絶妙に物足りない。控えめな嬌声ばかり零していた喉が、期待にはくりと震える。慈しむような視線が、声音が、再び私を唆した。

「ぁ、っ下も、触ってくださ……」

「ん……そうだな、下か……」

　羞恥に震えながら吐き出した言葉に、怜司さんが笑みを深める。嗜虐に歪んだその唇に、嫌な予感が背筋を這い上がった。

「――――まだ駄目だ。もう少し、ここだけで気持ちよくなろうな」

「えっ……あっ、ぁ、やぁ……っ！」

　きゅう、と摘まみ上げられた蕾が柔い手つきで捏ねられ、びくんと腰が浮いた。そのままきゅ、きゅっと断続的に、不規則に摘ままれてしまえば、目の淵に溜まっていた涙が転がり落ちる。反射的に手を下腹部へと伸ばそうとするけど、リボンに絡め取られた腕が思い通りに動くはずもない。己の慎みのなさと、彼の許可がなければ果てることもできない現状を思い知らされて、羞恥と被虐に心を滅多刺しにされてしまう。

　それでも、おねだりが全く無意味だったかというとそうではないようで、先ほどまでより、刺激がほんの少し強くなった。しゃぶりつく合間に歯で軽く扱かれ、蕾の根本には爪が立てられて、――――それでもやっぱり、少しだけ足りない。

「ッは、ぁ……っや、むり……」

「や？　もう少しも頑張れないか？」

「や、もう……っ怜司さ、たすけて……」

　ひどいことをしているのは怜司さんなのに、私は彼に縋るしかない。涙ながらに懇願する私に、怜司さんの視線がどろっと甘く蕩けた。抑えきれない興奮に濡れた吐息を零し、最後に一つキスを落とした彼が緩慢に身体を起こす。シャツを適当に脱ぎ捨て、ベルトのバックルだけを外してみせた彼は、私を見据えて低く笑った。

「我慢ができない子は、ちゃんと躾けないとな……？」

「あっ……」

「純佳はしばらくお預け。君が先に、俺を気持ちよくしてくれ。上手にできたら……次はまた、君の番だ。純佳はいい子だから、できるな？」

　大きな手が、私のこめかみ辺りを優しく撫でる。幼い子に言い聞かせるような、甘やかな命令に理性が叩きのめされて、『彼の言う通りにしなければならない』という気持ちが強くなった。湧き上がる倒錯感に、急に放り出された身体が寂しいのも相まって、私はこくこくと頷いてみせる。

　できます、やらせてください。目でそう訴える私に一つ頷くと、怜司さんはゆるゆるとチャックを下ろしていった。

　黒いボクサーパンツが露わになる。その生地を緩く押し上げる熱源が視界に入った瞬間、とろ、と隘路が蕩けたのが分かった。距離があるのに熱さや質量さえ感じ取れそうで、気持ちよさを溜め込んだままの身体がじくりと疼く。いつも自分を拓いて、蹂躙してくれる、逞しいもの。すっかりその屹立の形になってしまった淫筒が、堪らずにきゅんきゅんと戦慄いた。

「手、縛られてるから使えないだろう……口だけで、上手にできるか？」

「ぁ、っはい……」

「ん……そうか。偉いな……」

　劣情に掠れた声音に誘われ、ゆっくりと彼の下腹部に顔を埋める。口だけ、という彼の指令を守り、リボンで縛られた腕をシーツに付くと、唇と歯でボクサーパンツのゴム部分を摘まんだ。中で猛っているものに引っかかって何度か失敗したものの、最終的には引き下ろすことに成功する。

　露わになった屹立は既に頭をもたげ、重そうな幹を勃ち上がらせていた。芯が緩く通り、充溢した血管の一筋までがはっきりと見えるそれに、私の心臓が大きく掻き乱される。自分がいつも『これ』にかわいがられているのだと思うと、余計に堪らない。

　そろりと唇を近付け、触れる。ちゅ、とかわいらしい水音が立って、燃えるような熱がじわりと唇へ広がった。何度も唇を押し当てるのに抵抗はなく、卑猥なキスを落とすたび漲り育っていく様に、むしろ愛おしさが募っていく、――――もっと慰めてあげたい。気持ちよくしてあげたい。今までたくさん気持ちよくしてもらった分だけ、悦楽を捧げたい。

　お腹の奥がびしゃりと濡れる。今までに仕込まれた蠢動を繰り返し、この怒張を飲み込むための準備を、独りでに整えていく蜜襞の感覚に、ぞくぞくと痺れが走った背筋がきつくしなった。

「ッく、ン……純佳、もっと舐めて。奥まで咥えて……」

「っう、んん、ふ……」

「は……ッ、ん、そう……じょうず、だ」

　昂る剛直を、温かく濡れた咥内に迎え入れる。舌を灼く熱と微かな苦味に喉奥が締まると、頭上から悦が溶けた呻き声が降ってきた。私の髪を掻き混ぜていた指に力が入り、後頭部が僅かに彼の方へと引き寄せられる。奥に嵌り込んだ先端がびくびくと痙攣し、私の気道を圧迫する。苦しいのに、深くまで怜司さんを受け入れているのだと思うと、蜜口の洪水はひどくなるばかりだった。

　――――でも、ここからどうすればいいんだろう。

　衝動に突き動かされ咥えたはいいものの、口淫が初めての私には朧気なイメージと曖昧な知識しか備わっていない。困惑している私に気付いたのか、怜司さんが小さく笑った気配がした。

「……本当に、かわいいな。君は」

　優しい声音に彼を見上げれば、ひどく雄くさい、欲望を前面に出したかんばせがこちらを見下ろしているのが分かって、その視線に晒されている肌が粟立った。あの涼しげな怜司さんの顔を快感で歪めているのが自分だと思うと、興奮と充足感が一緒くたに押し寄せてくる。指先が震えて、絡まったリボンがくしゃりと音を立てた。

　――――ああ、彼の乱れた顔を、もっと見てみたい。

「そう、だな……裏側を舐めて、先端の方は喉をきゅーって、締めて……？」

　ぞくぞくするような、どろりと甘い声。いつもの私を甘やかすようなそれとは違って、まるで甘えるような響きを含んだ声音に、きゅうう、とひときわ強く子宮が悶える。

　怜司さんのおねだりに弱い私が逆らえるはずもなく、深くまで熱杭を咥え直すと、舌で裏筋をあやすようにくすぐり、笠の段差を丁寧に舐め啜ってしまう。好いところを掠めると、屹立と腰が胴震いで反応を示してくれるのが嬉しくて、奉仕はさらに甲斐甲斐しくなっていった。

「ッぐ、……ハ、そう、いい子だ。そのまま頭を動かして……ゆっくりでいい。苦しくないように……」

　彼に教えられるまま、ゆるやかな律動を繰り返す。唇と喉奥で昂りを扱き上げるような口淫は、徐々にその速度を増していき、じゅぷ、ちゅく、と聞くに堪えない淫猥な水音を立てて、私の心を快楽で満たしていった。

　拙く、見よう見まねの愛撫なのに、怜司さんと同じく私に甘いらしい屹立は硬く漲り、鈴口から淫液を零してくれる。思わず、じゅう、と吸ってみれば、ひどくはっきりと男の人の味がして脳幹がぐらぐらと揺れた。呼吸をすれば、彼の香りが鼻腔と肺を満たす。煽られた私の身体はいよいよ我慢が効かなくなって、切なさを埋めてくれるものが早くほしくなって、――――自然と、口淫も熱っぽくなっていく。

「は、ァ……そんなに美味そうに、甲斐甲斐しくしゃぶって……やらしい、」

「ぅ、んん……っ」

　荒い呼吸と共に、かさついた指先が唇をなぞる。咥え込んでいる淵を辿られると、その大きさや太さを改めて感じて被支配感が増していく。興奮で頭がぐらぐらしているから、きっとひどい顔になっているだろう。飲み込み切れなかった涎を拭い取ってくれた怜司さんも、まるで熱に浮かされたような顔つきで、ぎらついた目の淵がじっとりと赤く染まっていた。

「はー……、っん、これ以上は出そう、だな……」

　名残惜しいが、俺の番は終わりにしようか、――――そう囁いた怜司さんがゆるりと腰を引いて、私の口から怒張を引き抜いた。ちゅぷ、という淫らな音。唇と切っ先を繋ぐ、どろりとした粘液のアーチ。惚ける私の額に一つキスを落として、怜司さんはそのまま後ろへと倒れた。屹立に覆いを被せるのもそこそこに、大きな手が私の腰を掴み、彼の太腿の上へ跨らせる。

「え……？」

「約束通り、今度は純佳の番だ。我慢できたご褒美に、君の好きなようにさせてやるから、――――たっぷり愉しんでくれ」

　仰向けになった怜司さんの艶っぽい笑みに、くらりと眩暈を覚える。

　この体勢にその台詞で、何を示唆されているか分からないほど初心でもない。こくりと喉を鳴らした私の目の前には、今すぐ私の身体の寂しさや疼きを鎮めてくれるものが、これ見よがしに晒されているのだ。

　自分から跨って彼を貪るなんて、恥ずかしくて、はしたない、――――私がそう考えていると知っているからこそ、怜司さんは私を散々焦らした挙句、選択を迫っているのだろう。先ほど咥えさせられたのも、今迫られているこの選択も。私の価値観をひっくり返し、塗り替えるための『調教』だ。

「どうした？　いらないのか」

「っ、怜司さん、意地悪ですよ……！」

「……ふ、人聞きが悪いな。俺は君に、好きなように気持ちよくなってほしいだけだ」

　そんなことを嘯いた怜司さんが、顔にかかった髪を耳にかけてくれる。ついでのように唇も思わせぶりに撫でられて、宥められたような気になってしまう自分が恨めしい。やられた、と思っているのは本当なのに、絆されていく心を留める術も持たないのだ。

　それでも欲望と理性の狭間で揺れていた私に、怜司さんは一つ笑みを零すと、いっとう柔らかい声音でとどめを刺してみせた。

「――――純佳、おいで」

　がつん、と脳味噌を揺らす甘い声。私のどんな浅ましい姿も許容してくれると思い込ませるような、愛おしさが溶けたようなそれに、私はついに腰を浮かせた。

　じくじく疼く秘所を、昂ったままの彼のものへと押し当てる。充血しきった切っ先と、ぐずぐずに濡れそぼった花唇が口付ける感触。手を使わなくともまろい笠が僅かに沈む辺り、蜜口はほぐれ切ってよく開いていたのだろう、――――泥濘は抵抗もなく、ずぶずぶと楔を飲み込んでいった。

「ぁ、ぁあ……っ！」

　待って、大きい、むり。

　手を付いていた彼の腹筋がぴくりと震える。蠢いていた襞を擦り上げられる快感に、踏ん張りが効かなくなった脚が徐々にシーツの上を滑っていく。楔をさらに奥深くまで咥え込んでしまい、さらに踏ん張りが効かなくなるという悪循環。前に散々啼かされたお腹側の浅瀬も、最奥の天井も一緒くたになぶられる感覚に、私は腰を振って身悶える。

「ひぁ、あ……んん、はいっちゃ、」

「ああ……っほら、もっと奥まで飲み込んでくれ……ッ」

　私の腰を掴み直した怜司さんが、それをぐうっと引き下ろす。普段は慎ましく閉じている奥の方を、怒張の形に開かれていく感覚。あ、あ、と哀れな嬌声を零す喉を曝け出しながらも、どうにか奥まで飲み込めば、凄まじい圧迫感と共にじんと染み入るような淫悦が私を襲った。

「ッ……ハ、ほぐしてないのに、一人で上手に挿れられた、な？」

「っん、っ……あ、そんな……」

「本当のことだろう……、ン、焦らした甲斐があったみたいで、何よりだ」

　揶揄を含んだ台詞に煽られ、押し上げられた最奥の窄まりから蜜が溢れた。とろっと蕩けた媚肉は自身を蹂躙する肉茎にすっかり懐いて、甘えるようにやわやわと食い締めている。物覚えのいい浅瀬の襞が、躾けられた通りに昂りの根本を扱くのを感じながら、何とか呼吸を整えて怜司さんへと目を遣れば、彼も快感を堪えるように口の端だけを緩く吊り上げていた。

「ほら、挿れただけで終わりじゃないだろう……？　好きなようにしていい、って言ったの、忘れたのか？」

「え……」

「腰を、こう、やって……揺さぶって、」

　私の腰を掴んで固定した怜司さんが、ぐ、と一度だけ腰を突き上げる。こつん、と柔らかく奥を抉られて、瞼の裏に星が散った。焦らされ、渇望の念にまみれた胎に垂らされた一滴の悦楽は、私が想像していた以上の快感を植え付けてしまう。

「純佳……奥、突き上げられるの、気持ちいいな？　自分で、とんとんって……したら、きっと気持ちいいぞ」

「あ、ぁ……っでも」

「大丈夫、だいじょうぶ……とん、とんってするだけだ。上手にできたら褒めてやるから。な……？」

　ぐずる私を見かねたのか、上体を起こした怜司さんが私の頬を優しく擦りながら耳元で囁く。あやし、宥めすかし、唆す甘美な誘惑。一度、奥を叩かれる悦びを知ってしまった私にとって、その誘惑は毒に他ならなかった。だらしなく下りてきた最奥が刺激を求め、窄まりを緩く開閉させる。ただでさえ快感に蕩けているのに、焦燥さえもが敵になって私の理性を押し流していく。

　上手にできたら褒めてやる、――――最終的にはその言葉に背中を押される形で、私はごくりと唾を飲むと、震える脚に力を入れて腰をぱちゅんと打ち付けた。とん、と緩く持ち上げられる最奥の窄まり。じんと子宮に染み入る快感に伏せた睫毛を震わせながらも、私はそのままとん、とん、とんと何度も彼の腰の上にお尻を押し付けた。

「ん、んぅ……っあ、ぁ、れいじ、さ……っ」

「ッは、ぁあ……っじょうず、かわいいな、純佳」

「あッ、ふ、うれし、です……ッや、ぁあっ」

　彼の上で一人淫らに腰を振る姿は、きっと浅ましく厭らしいことだろう、――――そう考える余裕すらもなく、甘えたな襞を彼の怒張で擦っていく。ようやく与えられた、渇きを満たす刺激に溢れた蜜が、屹立の根本に溜まって卑猥な音を立てた。欲深な身体が違う刺激も求め始めると、太腿で怜司さんの腰を挟んだまま、ゆらゆらと前後に腰を揺らしてしまう。

「ん、ッう、あ、っああ、きもち、い……」

「っ……そんなに厭らしく腰をくねらせて、本当に……かわいい」

　は、と熱い溜息が、リボンを纏った手の甲を撫でる。ただバランスを取ることしかできない腕のせいで、思い通りには動けない今、蜜路と最奥以外の性感帯を上手く触ることができない。それでも、かくかくと腰を振る動作は花芽を彼の下生えに擦り付ける形になり、背筋が甘く震えた。気持ちいい。気持ちよくて、――――腰を振るのがだんだん辛くなってくる。

　痙攣した太腿は上手く力が入らず、もう上下に腰を振るのは難しい。前後に揺さぶるのだって、もっともっとと求める秘所とは対照的に、体力のほうがじわじわと限界へ近付いていく。

「は、っあ、れーじさ、怜司さん……っ、」

　縋るように名前を呼びながら、一生懸命に淫芯を擦り付け、少しでも快楽を得ようとする私を哀れに思ったのか、腰の辺りに添えられていた怜司さんの手のひらがするりと動いた。

「純佳」

　顎に優しく宛がわれた手が、私の視線を彼のかんばせへと促す。きっとどろどろのひどい顔をしているだろうに、怜司さんは視線が交わった先でまるで愛おしく、大切なものを見るかのように瞳を蕩けさせていて、――――

「……今だけでいい。俺でなければ駄目だと、言ってくれ」

　懇願の響きを含んだ声音に快楽の靄が一瞬晴れて、思考が生き返る。

　微かに震えた音も、どこか頼りない語尾も、それが間違いなく彼の心の柔らかい部分から発された願いだと、確かに伝えていた。

　普段の思考力の半分も持っていない頭では、この優しくも切ない声音にどんな意図が込められているのかなんて、分からない。私は彼の望みや理想を極力叶えるために尽力する性質だけど、今胸に渦巻いている感情は、仕事のときとは明らかに違う。

　なりふり構わず願いを叶えてあげたい、なんて、怜司さん相手でも初めての衝動だった。

「――――怜司さんじゃなきゃ、だめです」

　気付いていたときには、唇が音を零していた。は、と息を呑む気配がしたのは、私の声音が、請われて発したものとは思えないぐらい、はっきりとしたものだったからだろうか。本心からそう思っているみたいな、真剣で真っ直ぐな声。まるで自分でも気付いていなかった心の奥底を暴かれたような錯覚に陥り、動揺する私の腰へ、彼の大きな手が再び添えられる。

「君は……嫌になるぐらい情深くて優しいから、困る」

「え、っ何……ッひ、ン！」

　私が何か言い切るよりも早く、怜司さんの腰が猛然とした突き上げを始めた。

　自分で貪っていたそれが遊びだったのかと思えるほど、激しく苛烈な快楽に、私の意識が白んでいく。いきなり与えられた許容量を超す快感に、果てまで上り詰めるのは一瞬だった。

「ゃ、だめ、これ強い……っから、ぁ！」

「ッな、純佳……イくときは、何て言うんだった……？」

「あっ、ゃ……ッイきま、す、っ……！」

　ばちばちと瞼の裏で瞬く火花は、気持ちよさに負けてショートした脳味噌の配線を表しているみたいだ、と思う。伸びあがった背中に、ひどく痙攣する腰、耐えるようにきつく丸まった爪先。加えて甘くむしゃぶりつく淫裂が、私の絶頂を怜司さんに伝えてしまった。

　宣言してからイけて、いい子だ。硬い指の腹が、興奮で汗ばんだ地肌を優しく滑る。よしよし、という低く甘い囁きに、厭らしく甘やかされている実感が湧いて、蜜洞がひどく蠕動した。

「ッ……ふふ、褒められるの、気持ちい、な？　中がきゅう、って締まった」

「ん、ッ……っあ、ぁ、」

「君は一度果てると、ひどく蕩けて、熟れるから……堪らない」

　羞恥を煽るためか、怜司さんは律動に緩急を付けながら言葉でも私を責め立てる。それであっさりと赤面し、淫路もきゅんきゅんと締めているのだから、彼の言動は私を既に隅々まで知り尽くした成果なのだろう。

「奥の、純佳の大事なところ。俺のものに吸い付いて……強請ってるの、分かるか」

「ぁ、やっ、うそ、」

「ちゅ、って……音がする。キス、してるみたいだな……？」

　常の表情の乏しさをかなぐり捨てた彼が、にんまりとした顔で囁いた厭らしすぎる台詞に、心臓から全身へ血液が巡っていく。真偽を確かめさせるように、とんとんと緩く私の最奥を小突いた怜司さんは、その窄まりがちゅ、ちゅう、と怒張の鈴口に吸い付いていると突き付けてきた。だらしなく下がった大事な場所が、怜司さんに媚びて、甘えて、かわいがられる幸せに浸っていることを、否が応でも自覚する、――――堪らなかった。私の身体が、彼に堕ち切っているのだと、よくよく思い知ってしまう。

「このまま、奥……たくさん突いて、気持ちよくなろうか。今日は意地悪して、たくさん焦らしたから、な……っ！」

　そう囁かれると同時に、彼の腰遣いが荒々しく、私の蜜壺の全部を征服してしまうようなものへと変わった。

　勢いよく蜜だまりを掻き混ぜられ、最奥を丁寧に丁寧に穿たれ、緩んだ窄まりをひどく抉り込まれる。逞しく厚い腰が秘所に叩きつけられるたび、肌を打つ音が高く響いた。

「ッひ、あぁっ！　つよ、い、ッんん……！」

「ハ、ァ……ッう、純佳、こっち、」

　ぐい、とリボンの結び目を引き寄せられ、両手が彼の頭の方へと滑る。為す術もない私は、そのまま怜司さんの身体の上で腹這いになってしまう。柔い膨らみが硬い胸板に潰され、先端の蕾が擦れてぞくぞくとした痺れを走らせる。彼のもう片方の手が、浮き上がろうとした私の腰を上から押さえ込むと、いやいやと甘く啼いた唇まで塞がれ、咥内をめちゃくちゃに掻き回される感覚に耽溺した。

「いや、って……ッ言っても、君は縛られていて、俺の上からも逃げられなくて、」

「あッ、ん……！」

「ン、……っ俺に唆されて、支配されて……どうにもならなくなって。今の、君は……俺じゃなければ、だめ、だよな……？」

　なあ、と伺いを立てるように腰を打ち付けられて、甘く蕩けた悲鳴が彼の口へと吸いこまれていく。

　――――怜司さんじゃなきゃ、だめ。そう、そうだ。怜司さんじゃなきゃ、こんなに気持ちよくなれない。愛してくれない。満たしてくれない。

　私の、馬鹿正直で流されやすい部分がそんなことを喚き立てる裏で、いくらか冷静な部分が、『彼が私を縛ったのは、きっとこれを実感したかったからなのだ』と名探偵よろしく人差し指を立てる。

　それでも姦淫に耽る真っ最中の私の頭に、名探偵の居場所はない。思わずこくりと頷けば、彼の唇が歪にたわんだのが確かに見えた。

「ああ、愛らしすぎて、こっちがどうにかなりそうだ……、ッ」

　余裕なく吐き捨てるように囁いて、淫靡に眉をしかめた怜司さんは、ひたすら私の最奥を責め立てる。刀身が少し抜け出るたびに、縋るように纏わりついていた襞や淫蜜が引き出され、身体の中を掻きむしられているような感覚に陥った。まるで本当に貪られているみたい、だ。

　意識や理性は遥か果てへと放り投げられ、浅い呼吸の合間にちかちかと視界が明滅する。その中に浮かぶ怜司さんはひどく必死で、渇望という言葉がぴったり当てはまるような顔をしていた。求められているのだと、否が応でも思い知らせてくるそのかんばせに、私の心臓が高揚に浸る、――――彼の乱れた顔が見たいというささやかな願いは叶えられた。

　抱きしめてしまいたい、という思いが頭の端を掠めたけれど、相変わらず拘束されたままではどうしようもない。諦めて彼の肩口に齧りつけば、より一層突き上げが激しさを増す。

　やがてぱちんと弾けた快感に、全身が先ほどより強く痙攣したのが分かった。ようやく下りられたはずの果てに再度押し上げられて、そのまま帰ってこれなくなる。

「ア、ッあ、またイッちゃ、ぁ、……！」

　白んだ視界に浮かぶ彼の身体に、縋るように頬を擦り寄せた。身体はとっくのとうに限界を迎えているのに、何度も何度も、執拗に絶頂を叩きこまれ、呑み込まされる。これ以上は無理だと思う脳味噌を余所に、身体は貪欲に快感を拾い上げていった。

　破滅的な痙攣を繰り返す内壁に絞られてか、剛直がはち切れそうなほどに膨らみ、張り詰めていく。薄い膜では誤魔化しきれないほどに熱いそれは、私をめちゃくちゃにして、自分好みに躾け直した悦びに燃えているようで、――――ぞく、とうなじに痺れが走って。

「は、ッあ……すみ、か、悪い、出る……っ！」

「ッや、ぁあっ……！」

　ぐっ、と腰を突き込まれ、奥の奥へとぴったり押し当てられたまろい笠が跳ね上がる。膜を叩く熱い飛沫に、一緒にイくように調教された身体が従順に反応し、ひときわ高い絶頂へと押し上げられた。リボンの端を握りしめたまま味わう、望外の快感。彼の腕の中で、びくびくと伸びあがる背が優しく掻き抱かれ、余韻に浸る身体があやされる。

　は、は、という獣のような呼吸音、――――今の暴虐は、いっそ獣の交わりと言ったほうが正しいかもしれない。じんじんと熱く、汗で髪が貼りついた額の奥で脳味噌がぼんやりとそんなことを思う。

「ッは……ん、これ、外そうな……」

　しゅる、と布が擦れる音がして、緩慢にリボンがほどかれていく。幅広で柔いそれは私の手首に痕一つ残さず、するすると肌を滑ってシーツの上へと放り出された。久方ぶりに自由になった両腕で怜司さんの首に縋りつく。ひどく安心して、ずっとこうしたかったような、そんな気がした。

　息も絶え絶えな私を憐れんでか、うなじから背中を宥めるように撫で下ろされる。ぽつりと呟かれた言葉は、どことなく罪悪感が淡く滲んでいた。

「……悪い。今日はちょっと、苛めすぎたな」

「あ……、ん、れいじさん……」

「疲れただろう。このまま眠っていい……ほら、おやすみ」

　そうされているうちに、緩やかに呼吸が整い始める。弾んでいた胸の膨らみも徐々に慎みを取り戻し、じくじくとした下腹部の疼きも落ち着いていって、――――

「……嘘でも、俺じゃなきゃ駄目だって言ってくれて、嬉しかった」

　額に押し当てられる濡れた感触。微睡みに沈んでいく身体と意識は引き返せず、『嘘じゃない』なんて嘯いてしまえるほど私も自分の感情に聡くはない。

　その代わりに、彼に縋りつく腕に力を込めてやれば、その心音が少しだけ穏やかになったような気がした。





＊＊＊






　瞼の裏が柔らかな光で染まる。

　微睡みの中で頭を撫でられているような感覚。心地のいいそれに意識がふわふわと上下する。

　そのまま、何分夢の中を揺蕩っただろうか。優しく頭を撫でてくれていた感覚がいつの間にか消えていたことに気付く。気付いてしまえば、覚醒はすぐそこだ。

　ひどく穏やかに押し上げられていく意識につられて瞼を持ち上げれば、頭の上にあったレースのカーテンが朝日を透かしていた。

「……ん」

　見慣れない天井に一瞬混乱したものの、ふわりと鼻に抜けた澄んだ海の香りに、ここが怜司さんの家の寝室であることを思い出す。昨夜はあのまま眠ってしまったのだろう、――――ちらりと窺った傍らに彼の姿はない。

　ごろ、と転がって五秒目を閉じて、勢いをつけて起き上がる。怜司さんの寝間着なのだろう、大きいシャツと肌触りの良いスウェットを身に付けさせられた私は、裸足の足をそろそろとフローリングに下ろした。ドアを開けるとリビングのはずだが、そこにも彼の姿はない。

「怜司さーん……？」

　家主を放って寝込けていた申し訳なさが半分、どことなく寂しいような気持ちが半分。それらを抱えたまま足を踏み入れたリビングは、微かに何かが焼けるような、いい香りが充満していた。

　ふとキッチンを見れば、もうすっかり見慣れた背中が見慣れない位置、――――コンロの前に佇んでいる。怠い身体を何とか動かして歩み寄ると、端正極まる横顔がこちらを振り返った。途端、ぱっと華やぐ甘い色合いの瞳。あんまり顕著でかわいらしい反応に、心臓がころりと音を立てる。それからなるべく意識を逸らし、私は彼に笑顔を向けた。

「……怜司さん、おはようございます。何してるんですか？」

「おはよう、純佳さん。見ての通り朝食を作って……いたんだが」

　脇から手元を覗き込めば、昨日買ったばかりのフライパンの上には、混ぜられた卵に半分ほど火が通ったものが散らばっていた。この微妙な歯切れの悪さを鑑みるに、作ろうとしていたものはスクランブルエッグではなく玉子焼きだったんだろうな、――――そう考えて、はっとする。

　『海棠課長』じゃなくて『怜司さん』のことなのに、考えていることが分かった。

「玉子焼きの影も形もないな……」

「……ふふ、玉子焼きは四角いフライパンでやると簡単ですよ」

「なるほど」

　玉子焼きだったものを神妙に掻き混ぜる怜司さんは、私の言葉に考え込んで「では、次はそれを買おう」と大真面目に呟いた。

「あとは昨日のサラダの残りと……パンでも焼けばいいか。純佳さんもそれでいいか？」

「私は大丈夫ですけど、怜司さんは足りますか？　良ければ何か作りますけど……」

「いや、大丈夫だ。カレーの残りもあるし……それに」

　コンロの火を止めた手が伸ばされ、人差し指の背で私の頬を優しく撫でた。労わりの滲んだその手つきに、再び心臓がとくとくとかわいらしい音を立ててみせる。

　昨日を経て、自分の心臓がより一層怜司さんに弱くなったような気がする。私はシャツの胸元を握りしめながら、先ほどよりも必死に心臓から意識を逸らして誤魔化そうと試みた。

　そんな私の動揺をどう取ったのか、怜司さんの瞳が微かに眇められる。浮かぶ色はどことなくしょげたような、申し訳なさそうなものだ。

「……昨日は無理をさせてしまっただろう。君は安静にしていてくれ。落ち着いたら家まで送っていく」

「えっ、そんな……普通に帰れますから！」

「駄目だ」

「ええ……そんな澄んだ目で……」

「駄目なものは駄目だ」

　きっぱりと言い切った怜司さんが、スクランブルエッグを覚束ない手つきで盛り付けていく。「あ、怜司さん、零れてます」「ぐ……」というやり取りを何回か繰り返したのち、何とか盛り付けを終えた彼は、そっと息をついて口の端を持ち上げてみせる。

「本当は、もう少し加減するつもりだったんだ。元恋人を見せつけられた意趣返し程度のつもりだったんだが……君が存外抵抗しないから、調子に乗ってしまった」

「……そ、れは」

　抵抗しなかったのは事実だし、たっぷり気持ちよくなってしまったのも事実だ。素面のときに改めて言われてしまうと立つ瀬がなく、私は赤くなった顔をゆるゆると俯ける、――――むしろ、今までで一番気持ちよかったかもしれない。

「『調教』も、もうそろそろ仕上げかもしれないな」

　ぽつりと落とされた言葉に面を上げる。柔く細められた目元には、私への愛情がはっきりと色づいていて、眩暈さえ覚えそうだった。胸の一番底まで甘ったるい熱が浸透して、婚約した日に振り払ったはずの自惚れが息を吹き返す。

　君がいい、なんて、――――私には分不相応な、彼に愛されている錯覚すら起こしそうになる、とんでもない殺し文句。

　困ってしまうのは、今の私が、『それが自惚れでなければいい』なんて思ってしまっていることだ。

「さて、冷める前に食べるか。純佳さんの分はこっちで……純佳さん？」

「あっ、え！　どうかしましたか？」

「どうかしてるのは君の方だろう」

　からかうように笑った怜司さんが、私を引き寄せるとついばむようなキスを降らせた。正しく『普通の恋人のようなじゃれあい』を体現したかのような、戯れのような幼い口付け。婚約の日には考えられなかったような、『海棠課長』のままだったら一生出逢えなかったような、眩い光景。

　今度こそ誤魔化しようもなく高鳴った胸が、痛い。

「ほら、こっちの皿持って行ってくれ」

「……はい」

　もしかしたら、本当にこの人じゃなきゃだめかもしれない。

　なんちゃって。








３　あいして、誓う








「プロジェクト成功おめでとう。今回の功労者は深山君だな」

　夕日差し込む厳かな空気の会議室に、朗々とした声が響き渡った。

　ほんの少しだけ優しさを織り込んだ眼差しが、会議室の端に腰かけていた私を捉える。父でもあり、社長でもある人に向かって頭を下げた私に、柔らかくささやかな拍手が送られた。

　海棠課長に初めて任せてもらったプロジェクトは、父が言う通り見事成功を収めた。今日はそれの結果報告を主題とした、経営企画部と社長室合同の会議だ。毎度緊張して敵わないこの会議が、今初めて楽しいと思えたような気がする。父は基本的に私に甘々なものの、仕事に対しては大層公平で厳しく、私を甘やかすようなことはしてくれない。こんなふうに手放しで褒められるのはすごく珍しいことで、――――だから、素直に嬉しい。

「海棠君の教育がいいんだな、これは」

「いえ、深山さん自身の手腕でしょう」

「いやいや。三年目の子をここまで仕上げてくれたのは君だろう」

　私の傍らに座っていた海棠課長に話が振られる。実際、私一人の力では成功まで漕ぎつけられなかっただろうから、父の言うことは正しいし、彼の仕事が正当に評価されるのは私もすごく嬉しい。ついにこにこしていると、ふと海棠課長の視線が一瞬こちらを捉えたのが分かった。

「彼女はこちらが教えたことを一度で飲み込んで、的確に実践してくれるので私も助かっています。順応力が高いのも深山さんの強みでしょう」

「なるほど。君が言うなら間違いないんだろうなあ」

　飲み込みが早い。順応力が高い。

　感心したように笑う父を余所に、すっかり彼に『調教』されてしまった私はその言葉に他意を感じてしまって、勝手に恥ずかしさを覚えた。会議の、しかも父がいる場だというのもあって、余計に。

　実際にシーツの上で何度も言われたことがあるだけに、前に櫻庭さんに揶揄されたときよりも露骨に動揺してしまう。すぐに思考がそっちに流れてしまう自分の頭が恨めしくて堪らず、私はテーブルの下で自分の手の甲をきつく抓った。

　早く次の議題に流れてほしい、――――そう祈りながらひたすら自分の筆記用具に視線を落としていれば、私の祈りが届いたのか、会議はそのまま別の議題を十分ほど扱ったあと、あっさりと解散になる。立ち上がった海棠課長に続いて会議室を出かけたとき、部長がひらりと手を挙げたのが視界の端に映った。

「海棠君、ちょっと話が」

「分かりました。……深山さん。先に戻って、櫻庭にこれを渡しておいてくれ」

「あ、はい。預かりますね」

　受け取った書類は、恐らく海棠課長と櫻庭さんで進めている仕事のものだろう。あまり見ないようにしながら小脇に抱え、先にデスクに戻る。頼まれごとは早めに済まそうと櫻庭さんの元へ向かえば、彼はコーヒーを片手に椅子の上でひっくり返っているところだった。

「……何してるんですか？」

「疲れたなあって思って……いや、ごめん。ちゃんとしないとまた海棠に怒られるね」

　よいしょ、とわざとらしく呟いて居住まいを正した櫻庭さんは、「それで？」と手を差し出してみせる。私が来るとしたら海棠課長の使いだろう、という思考が透けて見えて、また微妙に居た堪れない気持ちになって、――――ふと一点に視線を奪われた。

　差し出された左手に、鈍く光る銀色。すんなりとした薬指には、シンプルなシルバーの指輪が収まっている。これ自体は随分前から彼の指に嵌っていた結婚指輪で、特筆すべき点もないのだけど、――――

「深山さん？」

「……すみません！　どうぞ」

　その手に向かって書類を渡そうとしている私の指には、何も嵌っていない。まっさらな左手薬指。

　――――今までは何とも思わなかったのに。今更、何だか寂しい、なんて。

「ありがとう。海棠はどうしたの？」

「会議終わりで部長に捕まってますね。何か用事でもありましたか？」

　一瞬胸を掠めた感傷を努めて顔に出さず、へらりと笑いかければ、櫻庭さんが蠱惑的に小首を傾げてみせた。これは彼がろくでもないことを言うときの合図だ。反射的に一歩足を引いた私に、無邪気な声が問いかける。

「いやあ？　最近、海棠とどうかなーって」

「どうも何も、変わりませんよ？」

「そう？　変わったっていうか、前より距離が近くなった気がしたんだけど、俺の気のせいかな」

「ハハ……」

　もう嫌だこの人。鋭い。

「おっ、その笑顔。言うつもりないね？」

「ノーコメントでお願いします」

「ガード硬いな～。深山さんって海棠には懐きまくった犬みたいなのに、俺には警戒心バリバリだよねえ」

　別に婚約のことは隠せとも言われていないし、無理に隠し通さなければならないことでもない。結婚するときにはどうせ全部ばれてしまうのだ。海棠課長に近しい彼に、先に話してしまうぐらいは問題ないはずなのに、何となく口を噤んでしまうのは、まだ自分の感情に整理が付いていないからだろうか。彼と夫婦になることへの戸惑いも、釣り合わないことの負い目も、まだ心にこびりついたままなのに、『この人じゃなきゃ駄目かもしれない』なんて思ったりして。

　それに彼が『調教』に踏み切った理由のうちの一つが、未だ分からないままであることも、私の口を重くしていた。調教する余地があるということは、すなわち私には、まだ彼の花嫁に相応しくない部分があるということだ。その状態で私たちの関係性を言いふらすような真似は控えるべきだろう、――――そう思うと同時に、結局のところ何が足りないのだろうかと考えてしまう。

「……まあ、前のちょっとぎくしゃくしてた頃よりは、今ぐらい仲睦まじいほうがいいんじゃない？　ね？」

　考え込んで俯きがちになっていた額に、渡したばかりの書類がぺしりと間抜けな音を立てて叩きつけられる。思ったよりも痛い。

「何するんですか……」

「余計なこと考えてるような顔してたから。深山さんって、底抜けに明るい犬って感じかと思ってたけど、意外と考えすぎるタイプだよね」

「――――誰が底抜けに明るい犬だって？」

　人のこと犬呼ばわりするの、やめてもらってもいいですか。

　そう苦言を呈するより先に、低い声が肩越しに響く。不機嫌さをあえて前に出したようなその声音は、今まさに心に描いていた人のものだ。私が櫻庭さんと話し込んでいた間に、部長の話は終わってしまったらしい。

「あれ、海棠」

「あれ、じゃない。俺が来るのは見えていただろう。わざと妙なことを言って俺と深山さんで遊ぶのはやめろと、何度言えば……」

「はいはい。あ、書類受け取ったよ。ありがとう」

「……ああ」

　諦めたらしい海棠課長がそっと息をつき、私を目線だけで促した。戻れということだろう。櫻庭さんに一つ会釈を残して踵を返すと、再び背中側から声が追い付いてくる。

「海棠はああ見えて、難しいことは考えてないタイプだよ」

　柔い、優しい声音に慌てて振り返ると、彼は視線をパソコンのディスプレイに戻して、左手だけをひらひらと振っていた。アドバイスらしき台詞に目を瞬く私に、並んで歩いていた海棠課長がそっと耳打ちをしてくる。

「……『純佳さん』、今日の予定は？」

「特に何もないですね。このまま定時で上がれそうですし、帰って適当に掃除でもしようかなって思ってました」

「君が良ければ、家に来ないか」

「え」

　予想外の言葉に、滑らせ損ねたパンプスの底が床に擦れた。危うく蹴躓きそうになった私を難なく支えた海棠課長、――――怜司さんは、ちらりと私を見下ろすと「無理なら断ってくれ」と真摯に囁いてみせる。

　家に来ないかという台詞は、一週間ほど前に初めて言われたばかりだ。その短い言葉の裏に含まれている意味合いだって、その週の土曜日に散々思い知らされたばかりで、忘れようもない。

　こくり、と喉が鳴る。どうしよう。何かを言おうにも、何もかもが墓穴兼どつぼのような気がして、開いたばかりの唇を情けなくも閉じてしまう。それを何度か繰り返したあとにようやく転がり出てきたのは、どうとも取れる微妙な台詞だった。

「木曜日ですけど、『怜司さん』は大丈夫ですか……？」

「ああ、俺は大丈夫だ。どうしても今日がいいんだが……駄目か？」

「う……」

　最近気付いたけど、私はどうやら彼のこういう伺いを立てるような声音に弱いらしい、――――『調教』だの『躾』だのと言ってるくせに、こんなときだけずるい。

　呻きながらも小さく頷けば、口の端へ満足気な笑みを滲ませた怜司さんが、柔らかく頷き返してくれる。帰り支度を済ませて待っていてくれ、なんてその所作と同じ柔らかさで再度呟いてから、彼は私の背中に添えていた手を離した。

　微かに移った体温に気を取られていた私は、翌日の朝礼で怜司さんに急な出張が言い渡されて初めて、この木曜日の逢瀬の理由を知ったのだった。
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「昨日部長に呼ばれてたのって、その件だったんですね」

「ああ。別の人間が行く予定が、どうしても外せない案件が入ったらしい。他の課長が軒並み断ったとかで、俺が代役だ」

「それはまた……」

　運の悪い話についつい苦笑してしまう。怜司さんの出張先は地方の支社、期間は来週の月曜日から二週間。向こうで仮住まいの準備があるらしく、明日の朝一番には移動を始めなければならないという話だった。驚く私を、出発前にと食事に連れ出してくれたのが数時間前の出来事だ。

　入社してから平日はほぼ毎日、婚約が決まってからここ数ヶ月は休日でも婚約者として会っていたせいもあり、二週間も顔を合わせないという状況が想像できない。食事を終え、レストランから駅へ向かう道すがら。隣を歩く彼を見上げては来週からの生活を思い浮かべてみるものの、それらしい光景を描くのは難しかった。

　隣にこの人がいない。この人の手に触れられることもない、――――昨日のように身体の奥の奥まで暴かれるのだって、次は二週間先になるだろう。昨日の逢瀬はさしずめ『抱き納め』と言ったところだろうか。身も蓋もないけれど。

　そんなことを考えながら、怜司さんの指先を見つめていると、ふと頭の上から平淡な声が降ってきた。

「手でも繋ぐか？」

「そうですね、手……えっ、手ですか!?」

「ああ」

　ほら、と有無を言わさず差し出された手を反射的に握ったのは、これを逃したら、彼に触れられるのが二週間先になると思ってしまったからかもしれない。少しでも長く彼に触れていたいなんて感情の名前は、何だっただろうか。

　少しひんやりとしていて、私のそれよりも硬い手はごく自然に指同士を絡めて、しっくりくる位置へと収まった。私はそれを緩く握り返しながら、いつもより半歩分だけ、怜司さんの方へと身体を寄せる。心臓が激しく騒ぎ立てていることが、指先からばれませんようにと祈りながら。

　『深山さんって、意外と考えすぎるタイプだよね』『海棠はああ見えて、難しいことは考えてないタイプだよ』――――櫻庭さんに言われた言葉が脳裏を過ったから、かもしれないし、少しでも彼の近くにいたいなんて感情の発露かもしれない。自分でもすぐには判別できそうにない葛藤を抱えたまま、婚約者と初めて手を繋いで、駅まで歩いていく。

　――――貴方の、いつもよりゆっくりな歩調は、この甘やかで穏やかな時間が少しでも長く続けばいいという気持ちの表れでしょうか、怜司さん。

「……仕事に関して言えば、特に心配はしていない。『深山さん』は一人でも充分にやれるし、立派な戦力だ」

「あ……ありがとうございます」

　彼の親指が、私の人差し指の輪郭をあやすように撫でる。唐突な話題に驚いたのと、褒められて驚いたのが半分ずつ。裏返った私の声に息だけで笑った怜司さんが、足を踏み入れた駅の明かりに、眩しげに目を眇めた。

「だが……『純佳さん』の方は、少し心配だ。俺がいない間、悪い虫でも付きそうで」

　一瞬、喉が塞がったような心地がして、吐き出しかけていた「『虫除け』をくれてもいいんですよ」という馬鹿な台詞が押し留められる。まるで二人の関係性を明確に定義付けて、周囲に知らしめるものが欲しいとでも言わんばかりの台詞を吐いたら最後、私の思考に聡い怜司さんは、きっと私自身が気付いていない感情まで暴き立ててしまうだろう。

　大きく息を吸って、吐いて。少しだけ心臓を落ち着けてから、私はへらりと笑ってみせる。

「大丈夫ですよ。私、自慢じゃないんですけど、会社に入ってからただの一度もアプローチを貰ってません。安心安全です」

「……」

「な、何ですか？」

「いや……気付いてないならいい。とにかく、『純佳さん』にはこれを渡しておく」

　繋いだのとは反対の手に落とされた、鈍く光る銀色。

　滑らかな輪の形をしていないそれは、見間違いでなければ、どこかの家の鍵だ。この状況を思えば、それが『どこ』の家の鍵なのかは、おのずと分かってしまう。

　優しく腕を引いた怜司さんの唇が、すっと耳元へ降りてくる。耳朶を揺らしたのは、産毛が逆立つほどに甘く淫蕩な、私を唆す囁きだった。

「虫も心配だが、すっかり甘えたになったのも心配だからな。『寂しく』なったら使うように。……いいな？」

　じわ、と耳の奥へと染みた声音に、うなじが瞬時に燃えた。駅の天井に吊り下げられた青白い電灯に照らされ、真っ赤に染まっているのが良く見えるだろうな、と他人事のように思う。

　寂しくなったら、――――その言葉が意味するところを、私は嫌というほど教え込まれている。

「……は、い」

「ん。いい子だ」

　何とか頷いた私に、怜司さんが柔い笑みを浮かべた。支配されている感覚に酩酊を覚えながら、私は何とか彼から距離を取る。絡められていた指はするりとほどけて、彼の僅かな熱と生温い合鍵だけが私の手に残された。

　怜司さんが乗る電車は、私が乗るものとは路線が違う。ここで「じゃあ、お疲れ様でした」と言って手を振ってしまえば、彼とは二週間会わない。会えない。ちかちかと瞬く電灯の下で、逡巡は一瞬だった。

「……じゃあ、お疲れ様でした」

「ああ。気を付けて帰ってくれ」

　少しだけ切なげに眉を下げた怜司さんが、くるりと背を向ける。

　その背中に向けて、私は、声を張り上げた。

「――――帰ってくる日、逢えますか！」
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「はあ……」

　自分の稼ぎだけで借りている、そこそこの広さの一室に溜息が溶けて消えた。

　ベッドにごろりと転がった体勢で、面白くも何ともないバラエティー番組を眺める。妙に目がちかちかする画面と、下品な笑い声を煩わしく思いながらもテレビを消してしまえないのは、この胸に居座る『寂しさ』のせいだろう。

　怜司さんが出張に出て一週間。この折り返し地点の枕詞に『ようやく』と付けたくなる辺りで、私の心理状態が察せようと言うものだ。

　彼が太鼓判を押してくれたように、一人での仕事も、他の人と組んでやる仕事も問題なく回っている。これも怜司さんにしっかり『躾けられた』おかげだろう。ただ如何せん、どうにも、――――

「張り合いがない……」

　いくら褒められても、それが『海棠課長』でなければ物足りない、なんて。ひどい贅沢者で業突く張りだ。仕事も好きだけど、何より好きなのは彼に認めてもらえること、労ってもらうこと、褒めてもらうこと、――――彼の役に立つことだったのだと、嫌でも理解する羽目になった。社会人にあるまじき志の低さに、自分でも心底呆れている。櫻庭さんにも「ご主人様がいなくてしょぼくれてる犬みたいだよ」と笑われる始末だ。

　唇から零れる溜息が更に重く湿る。仕事に張り合いがないと、こうしたプライベートの時間も何となく怠さが抜けず、やる気が出ない。目を閉じてじっとしていると、余計なことばかりが頭を占めていく。

　じくじくと肌を灼く疼きに気付いたのは、昨日の夜のことだった。

　今と同じようにベッドでぼんやりとケータイを弄っているところに、怜司さんからメッセージが来たのだ。そっちは大丈夫か、という彼らしい愛想のない文面に続いて、写真が一枚。向こうで振る舞われた名産品を写したらしいそれは、お世辞にも上手いとは言えず、少しブレた端の方に、怜司さんの手が写り込んでいた。いつも私を暴き立てて、かわいがってくれる、男の人の大きな手。それを見た瞬間に、今まで散々かわいがられた身体が疼いて堪らなくなって、――――今も、そのじりじりと理性を侵食する熱は、収まっていない。

「は、ぁ……」

　昨日は何とか我慢したけれど、正直限界だ。口の中に溜まる唾液を飲み下し、額をシーツに擦り付ける。

　あんなに煩わしかったテレビの音が、ひどく遠い。無意識に手繰り寄せた布団の下で、私は手のひらをそろそろと胸元に宛がった。寝る準備も終えた私の格好と言えば、適当なシャツの下に、カップ付きインナー、ゆるゆるのスウェットで、理性を失いかけている自分に対する防御力が著しく低い。手のひらに膨らみの柔い感触がして、慎ましく主張し始めている先端の形すら感じ取れてしまった。

「ん……」

　やわやわと膨らみを揉み込み、インナーの下へ滑らせた指で蕾を弄ぶ。怜司さんの指戯を思い出しながら、拙い愛撫を繰り返す。蕾の周囲ごと挟み込んで、絞るようにきゅ、きゅう、と扱いて。ぷくりと膨れた蕾の天井を、指の腹で優しく撫でるように擦る。たまに、指紋の段差を擦り付けるように力を込めれば、布団の中で揺蕩っていた爪先がくっと丸まった。

　器用に動く右手は、緩んだスウェットのウエストから差し入れて、ショーツの上からゆるゆると秘所をなぞる。淫裂に沿って、中指だけで優しく、優しく。少しだけ肥えた花芯をかりかりと掻いて、とん、と先端を軽くタップする動きも、彼がよくやってくれる愛撫そのもの、――――そのはずなのに、彼にそうされたときのような快感は、いつまで経っても私を訪ってはくれなかった。

「っ……なんで、」

　喘ぐような困惑の声音が零れ出る。

　生み出された快感はひどく刹那的で、胎奥に溜まることなく霧散していってしまう。刺激を強めてみても、それはそれで怜司さんの触り方じゃないことに意識が持っていかれ、ちっとも集中できない。淫蕩なはずの蜜口は潤みもせずに、いつもならすぐにぐしゃぐしゃになってしまうショーツも、諦めてスウェットから引き抜いた手だって綺麗なものだ。

　は、と吐いた息が震える。怜司さんとここまで逢瀬を重ねるより前は、自分の指で拙く慰めてもきちんと感じることができていた。数ヶ月に渡る彼の『花嫁調教』によって、彼の手でないと感じられない身体にされてしまったのだ。同時に、冴え冴えとした頭が、これが『彼の望み』だったのではないかと思い至る。

　仕事も、身体も、心も、――――怜司さんじゃなきゃ駄目だって、思ってほしかったんだ。

　駄目かもしれない、じゃ駄目なのだ。駄目だって思い知らないと駄目なのだ。

　きっと、彼の花嫁に相応しくない部分はこれだった。婚約の席で『婚約者は誰でもよかった』なんて言える女が、彼の花嫁に相応しくあろうはずもない。

「仕事は……怜司さんとじゃないと、楽しくない。身体は、怜司さんじゃないと感じない……」

　指折り確認してみて、最後の心はどうだろうと考える。

　彼の新しい顔を見つけるたび、彼に触れられるたび、どきどきして、ときめいて、――――ずっと見て見ぬふりをしてきた感情の名前は、何だろう。

　のろのろと手を伸ばして、ケータイのメッセージアプリを開く。怜司さんから送られてきた下手くそな写真の中、ブレた彼の手は相変わらずそこにあって、それを握った金曜日の夜への感傷を思い起こさせた。ディスプレイをなぞっても、彼の手の温度は感じない。

「あ、」

　ぽこん、と間抜けな電子音がして、ちょうど開いていたトーク画面に新しいメッセージが浮かぶ。『君が作ったものの方が美味しかった』という文字と、支社の社食で出されたらしいカレーの写真。『野菜のサイズはこちらのほうが適切だが』という追加のコメントに、私はついつい吹き出してしまう。

「ほんと、怜司さんって……」

　変なところでかわいい。湧き上がってきた愛おしさに心臓が埋まる。格好良いくせにたまにかわいくて、仕事ができるくせに料理は下手くそで、調教なんて言いながら私を散々甘やかしてくれるこの人が、愛おしい。

　この胸に居座る寂しさと、その愛おしさをひっくるめて『恋』と名付けて唱えてみると、ひどくしっくりくるような気がした。

　――――私は、怜司さんが好き。

　そっと呟いてみた台詞だって随分と舌に馴染んでしまうから、いよいよ私は降参の旗を掲げるしかなかった。私は怜司さんが好き。『紹介されたのが他の人でも大人しく婚約していた』なんて、もう口が裂けても言えそうにない。ようやく自覚した感情はひどく重くて、それだけで胸がいっぱいになってしまうのに、あるべきものがあるべき場所に収まったような、不思議な充足感があった。

「……早く帰ってこないかな」

　こつ、とケータイのディスプレイを爪で叩く。『次は野菜、小さめに切ってくださいね』と返信して瞼を下ろす。一週間ぶりによく眠れるような気がした。
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　怜司さんが出張に出て、ちょうど二週間後にあたる金曜日の夜。逢えますかと尋ねたのが、もう随分と前のことのように感じる。

　貰った合鍵を使って彼の家を訪れ、軽く掃除をしてから、少し悩んでカレーを作った。本当は一緒に作って、怜司さんに野菜を切ってもらいたかったのだけど、こればかりは仕方ない。また作ればいいよね、と誰ともなく呟きながら鍋の中身を掻き混ぜて。

「怜司さんが帰ってくるまで、あと一時間ぐらい……」

　掃除も料理も終わってしまえば、手持ち無沙汰になってしまう。メッセージで伝えられた帰宅予定時間と時計を見比べ、私は寝室へと向かった。一週間仕事漬けだったのと、ここにきて精力的に家事をしたのが妙に身体に来ている。怜司さんが帰ってくるまで少し休もう、なんて思えていたのは、実際にベッドに寝転ぶまでの話だった。

　お邪魔します、と呟いてからベッドに倒れ込むと、ふわりと彼の香りが鼻腔を満たす。久しぶりの彼の香りに酩酊感を湧き上がり、理性がぐらりと大きく傾いた。そろりと伸びた手が、胸元と下腹部を緩慢にまさぐり始める。

「ちょっと、だけ……」

　前の自慰と同じように、怜司さんの手つきを真似ると、お預けを食らい続けた身体が、じわりと火照った。匂いのおかげで、彼の腕に包まれているかのような錯覚を覚え、ぐっとショーツごと蜜口へ押し込んだ指先が僅かに湿る。は、と零れた息は甘やかで、どことなく熱っぽい。

「ッん……、怜司さん、きもちい、です……」

　うわごとのように彼を呼びながら、瞼の裏に彼を描く。今触っているこの指は、彼の指だ。だから気持ちいいんだ。そう頭に言い聞かせながら、くりくりと蕾や淫芯を刺激すると、前よりもずっと快感を得ることができた。ようやく得たそれを逃がさないように、ぽってりと腫れた性感帯をさらに苛め立てれば、びりびりと全身に広がっていく気持ちよさに小さく背がしなった。

「あっ、ん、れーじさ……っ」

　膝を擦り合わせ、爪先同士を絡ませる。蕾を苛む手は緩めないまま、もう一方の手はショーツの下へと潜り込ませ、ほんのり緩んだ蜜裂をくすぐるようになぞって。指に纏わりつかせた蜜を塗りたくるように芽を撫でて、包皮ごとぎゅう、と押し潰した。びく、と腰が震える、――――でも、それだけだ。気持ちいいはずなのに、やっぱりどうしても果てには足りない。中途半端な悦楽が私を急き立て、もどかしさばかりが募っていく。

「ぁ、っやぁ……っ怜司さん、もっと、」

「もっと、――――何だ？」

　ぴたり、と呼吸も時も、何もかもが止まった。

　背を向けていた寝室の入り口を恐る恐る振り返れば、そこにはドア枠にもたれ掛かる怜司さんの姿があった。

　心臓が嫌な音を立てる。冷や汗がどっと噴き出て、はくはくと意味もなく開け閉めされる唇から空気だけが漏れた。

　怜司さんは組んでいた腕をゆるりとほどき、微かに目を眇めた愉しげな表情で、ベッドサイドに歩み寄ってくる。

「出迎えがなかったのは残念だが、これはこれで堪らないな」

　厭らしい弧を描いていく唇が、劣情と嗜虐の悦びを湛えたまま私を甘やかす言葉を吐く。外気を纏ったままの彼は、私をベッドの中央へと転がすと、自身もベッドの上に乗ってきた。二人分の重みがぎしりと音を立て、混乱から立ち直れないでいる私に覚醒を促す。

「あ……あの、いつから？」

「『ちょっと、だけ……』の辺りからだな」

「最初からじゃないですか……！」

　悲鳴じみた呻き声に、怜司さんが低く笑う。子供をからかうような、甘さを含んだそれが今は胸に痛くて仕方ない。

「大体、あと一時間はかかるって……」

「一本早い新幹線に変えたんだ。君が家で待っていると言っていたから、なるべく早く帰ろうと思ってな。……そのおかげでいいものが見られた」

　ちらりと私の身体を見下ろした怜司さんは、全て分かっているというふうに「イけなくて辛いな？」と囁いてみせる。耳から入ったその声音が、胎奥へとひどく響いて、私はむずがるように脚を擦り合わせた。私の痴態でスイッチが入ってしまったらしい彼が、スカートの奥へと視線を遣る。苛烈な煌めきの混じる、ぎらついた瞳。『好きな人』に求められていると理解した頭が、一瞬で沸騰した。久しぶりな上、恋心を自覚したての私にとって、その視線は最早暴虐だ。

　怜司さんはそんな私に笑みを深めると、擦り合わせていた脚を優しく掴むと、外側へ開くように折り畳んでしまう。

「見ていてやるから、もう一回やってみろ」

「え……」

「一人でできなくなったら、後々君が困るだろう。……ほら、」

　もう片方の脚も折り畳まれ、太腿の裏側を厭らしくなぞり上げられる。付け根まで上がった男の人の硬い指先が、ショーツの淵をかりかりと引っ掻いた。たったそれだけの動作なのに、寂しさを限界まで内包している私の身体にとっては、『たったそれだけ』が大層な毒だ。

　言う通りにしたら褒めてもらえる、気持ちよくしてもらえる、――――渇き切った私が、それを我慢なんてできるはずもなかった。

　もう一度伸ばした手で、ショーツの上から秘所を弄ぶ。大きく広げた脚の間、隠すもののないその場所へ、じっと彼の視線が注がれる。快感を求めるはしたない指の動きも、じわじわと濡れて染みを広げていくクロッチ部分も、全部見られている。そう思うと、すごくすごく恥ずかしくて、おかしくなりそうだ。

「は、ぁ……っ」

「さっきは俺の名前を呼びながらだったな。必死に呼んで、自分で自分を厭らしく責めて……それでも、気持ちよくなれなかったのか？」

「ッん、はい……自分じゃ、全然だめで……ぁ、っ」

「そうか……じゃあ俺も少し手伝おうか」

　そう言った怜司さんは、拙い愛撫しかできない私に、指の動かし方を懇切丁寧に教えてくれた。そこはもう少し深く押し込んで。裏筋を引っ掛けるように弾いて。もう少し強く扱いて。大好きな声に命じられるがまま、自分の身体を責め立てていく。

「純佳は優しくされるほうが好きだろう。指の腹で裏筋をじっくり、優しく撫でて……そう、いい子だ」

「ぁ、あっ、これ……きもち、い……ッ」

「ん、気持ちいいな……。ほら、胸も忘れるな。根本からぎゅうって絞るの、好きだろう？」

「ッひ、んん……っ！」

「見られて、気持ちよくなる方法教えてもらえて……嬉しいな？」

　甘やかすような声音に唆されるまま、蕾をきつく絞れば、ずんと重くなった腰ががくがくと震えた。見られている羞恥と、彼の声による指示と、精度の上がった愛撫。今までの三回でも破格の条件に、否応なしに身体は昂っていくのに、――――

「ッ怜司、さ……っあ」

　やっぱり、足りない。

　まだ奥は硬く閉ざされ、上手く蕩けてくれないまま僅かな蜜を垂れ流している。未だ遠い果てが苦しくて、目尻から涙を零し、彼のスーツのジャケットに縋るようにしがみ付けば、淡い色の優しい瞳が私を見下ろした。

「どうした？　純佳」

「っ、やっぱり自分じゃ、できません……」

「そうか？　上手にできていたと思うが」

　白々しく嘯かれ、ぐう、と喉が鳴った。それでも、ここで恥ずかしがって言葉を飲み込んでしまえば、自分の苦しむ時間が長引くだけだ。

「もう、自分じゃだめなんです……怜司さんに触ってもらわらないと、気持ちよくなれない、から……」

　私の必死の訴えに、ふと怜司さんの気配が濃くなる。濡れた睫毛の向こう側で、彼はぞろりと唇を舐めると、眇めた目で私の淫蕩に染まった身体を確かめるように眺めまわした。骨ばった指先が、しゅるりとネクタイをほどく。

「……それが本当かどうか、確かめさせてくれ」

　え、という呟きが、急激に濃密さを増した寝室の空気に蕩けた。

　確かめる、――――そう言った怜司さんが手に取ったのは、外したばかりのネクタイだ。柔らかな声音とは反対の、有無を言わさぬ手が私の目元にネクタイを巻きつける。抵抗する間もなく視界を奪われ、慌てて目元に遣った手も恋人繋ぎでシーツに縫い留められてしまった。

「えっ……え、怜司さん、何して、……っ、あ！」

「何って、目隠しだ。本当に『俺じゃないと駄目』になったのか、確かめるだけだから」

　安心しろ、なんて再び嘯いた怜司さんが、服の上から私の全身をまさぐり始めた。圧し掛かってくる熱く厚い身体。耳元を唇が掠めて、吹き込まれた吐息で鼓膜が震える。

「ここもちゃんと硬くなってるのに、自分じゃイけないなんて、かわいそうだな……」

「ッあ、ゃ、まって怜司さ、……ンっ」

　脇腹をつう、と撫で上げられ、あえかな声が漏れる。見えないせいでどこを触られるか分からず、繊細なタッチにも官能を煽られ、シーツの上でびくびくと身体を跳ねさせてしまう。性感帯でも何でもない、ただ腰や脚を撫でまわされているだけなのに、自慰の何倍も気持ちがよくて、おかしくなってしまいそう、で。

「っ、こら……あんまり動くな。触りづらい……」

「ぁ、……っ」

　甘く叱られ、びくんと腰が浮いた。ついでのように耳朶を舐られ、耳の後ろに何度も唇が押し当てられる。一方、手の方はと言えばシャツとブラジャーをゆっくりとした動作で脱がせると、露わになった蕾をぐりぐりと潰し、ふっくらと主張している部分だけを爪で弾いてみせる、――――いつもの怜司さんの触り方に、じわ、とお腹の奥が溶けた。緩んだ淫洞が粘液をとろとろと零して、襞をゆっくりと潤ませていく。

「……今、濡れたな」

「ッえ、ぁ……っうそ、」

「きゅう、って脚、締めただろう……ほら、ぐしゃぐしゃだ」

　私の太腿の間に鎮座していた彼の膝が、ぐい、と秘所を押し上げる。突然の刺激に逃げを打とうとした腰はあえなく捕まって、そのままぐりぐりと膝を押し付けられた。硬い膝が絶妙な力加減で淫芽を擦り、ほろりとほぐれ始めた蜜口をさらに開いてしまう。ぐ、ぐっと彼の腰に突き上げられているときのように身体が揺れ、奥まで貫かれる快感を思い出した下腹部がきゅうきゅうと啼いた。

　ずっと求めていた快楽を与えられ、ネクタイの下の目尻に生理的な涙が滲む。気持ちいい、気持ちいい。頭の中がそれだけでいっぱいになって、他に何も考えられなくなっていく。

「純佳、」

　怜司さんが私を呼ぶ声に、安心が降り積もる。彼がどんな顔をしているかは、見えなくても分かった。きっと蕩けるように優しい瞳でこちらを見つめてくれているのだろう。

　秘所をなぶっていた膝が離れ、脚からスカートとショーツが抜き去られた。産まれたままの姿でベッドに横たわる私は、彼の目にどう映っているだろう。

　ふっくらと充溢した花弁と、ひくひくと戦慄く蜜口を空気が撫でる。焦らすように数秒をおかれ、少しささくれた指の腹が綻んだ淵をぐるりとなぞって蜜を掬った。そのままずぶずぶと泥濘へと沈んでいくそれは、やはり自分のものとは比べ物にならないほどに太く、硬く骨ばっている。

「っは……まだ少し、硬いな。自分では中までしなかったのか？」

「んっ、ぁ、濡れ、なかったので……」

「……そうか。じゃあ、たくさんほぐそうな……」

　二本目が沈み、くぷくぷと水音を立てながら蜜をたっぷり湛えた隘路を掻き混ぜる。ふやけた粘膜を奥まで開くための、優しい手淫。二本の指をばらばらに動かして内壁を押し広げたかと思えば、浅瀬のざらついた部分をくすぐるように引っ掻いて、ふっくらと膨らんできたところで、ぐ、ぐ、と押し込んで、――――彼のものを飲み込む前の、厭らしい下拵え。

　いつも通りの手順で躾けられていく媚肉は、久しぶりの怜司さんの指を堪能しながら、従順に奥までの道を明け渡していく。見えなくても、その慣れ親しんだ愛撫で、今から自分を蹂躙しようとしている男が『彼』なのだと分かるからだ。

「ぁ、あっ、怜司さ……っそこ、ゃ」

「……」

「っ……怜司さ、ん？」

　ふと、彼の声がしなくなり、耳元の吐息が遠ざかる。

　ぐり、と押し込まれた三本目が、いつもと違うところを擦り始めて、――――ぞくりと背筋を這い上がったのは快感ではなく、未知への悪寒だった。

「ぁ、ちょっと、」

「……」

「っあの、怜司さん……！」

　身体の熱が徐々に冷めていくような感覚に焦って声を上げるも、返事はなく、いつもと違う場所への刺激も止まない。まるで怜司さんじゃないみたいだ、と思ってしまった瞬間、気持ちよさがすうっと遠のいていく。

　怜司さんの家の、彼のベッドの上だ。今の今まで触っていたのは彼なのだから、いきなり別の人になることなんてない。そう分かっているのに、どうしても小さな違和を無視できず、気持ちよくなることができなかった。

　怜司さん、怜司さんと縋るように呼ぶ私の変化に、彼も気付いたのだろう。居座る指を拒絶するようにきつく締まり始めた粘膜。それをあやすように撫でながら、ひどく嬉しそうな声音で私の鼓膜を揺らす。

「……はは、本当に俺じゃないと駄目なんだな……」

　はらり、とネクタイがほどかれ、束の間の暗闇が剥がれていく。

　何度か目を瞬いてから怜司さんを捉えれば、彼は声音と同じぐらい嬉しそうに、満足気に微笑んでいた。愛おしげで甘ったるいその笑みに心臓が大きく弾む。二週間いい子で待ってたのに、となじろうとした気概がするすると萎んで絆されてしまう辺り、私も大概怜司さんに甘い。

「私、ちゃんと言ったじゃないですか……」

「悪かった。……君がそう言ってくれるのを、ずっと待っていたから、嬉しくて」

　目の縁に残った涙を拭ってくれた唇が、次いで柔いキスを落としてくる。歯列を割って入ってきた舌は、機嫌を取るかのように優しく咥内を掻き回し、私の気持ちいいところを順番に巡ってくれた。ちゅ、と甘やかすように舌先を吸われると身体の力は完全に抜け、淫路は再び彼の指に懐き始める。

「は、ァ……んっ」

「ン……っ、は、純佳のここは、本当に素直で、健気だな……」

　俺にしか懐かないところが、本人によく似てる。

　吐息だけでそう揶揄した彼が、卑猥な手つきで奥を一撫でしてから指を抜いた。ぺろ、と濡れた指先を舐め、獣じみた瞳で私を見遣るその顔は、どう取っても私を食い荒らそうとしている雄にしか見えない。

　キスの距離のまま、片脚だけを持ち上げられる。甘い期待と予感に、どろ、と蜜の塊が落ちた。

　大開きになった脚につられて綻んだ花唇に、熱い楔が宛がわれる。斜めに捩じれた狭いお腹の中に、膜を纏ったそれがずぶりと分け入ってくる感覚。二週間ぶりに奥をこじ開けられ、男の人に支配される快感に、私は髪を振り乱して喘いだ。

「ぁ、ぁああっ……！」

「ッ……！　は、ァ……久しぶりだと、ッきつい……」

　逞しい幹が入り口を越え、膨らんだお腹側のしこりを擦り上げ、蜜を溢れさせながら進んでいく。やがて根本までみっしりと埋まった怒張は、どくどくという脈動すら聞こえてきそうなほどに昂っていた。私の痴態だけでこうなったのだと思うと、卑猥なときめきが胎奥をさらに蕩かしてしまう。

「ン、でも……誂えたようにぴったり、俺の形になってる……ちゃんと二週間、忘れなかったんだな？」

　低く忍び笑った怜司さんが、持ち上げたままの太腿を抱え込み、軽く腰を揺すった。そうされるだけで、隙間なく剛直に吸い付いていた襞が掻きむしられ、望外の悦楽を生んでみせる。宙に浮いた爪先が空気を掻くように丸まる様が、ひどく卑猥に思えた。その現実から逃げるように顔を逸らした私の耳に、どろりと甘い囁きが注がれる。

「――――もう、きっと他の男じゃ感じられないだろう。俺じゃないと結婚できない、『俺だけの花嫁』だ」

　執心の滲んだ宣言が、私の全身を貫いた。

　うっそりとした笑みを端に浮かべた唇が、私の下唇を優しく食む。緩やかな律動で蜜路を甘やかしながら続けられる告白は、ぐずぐずに蕩けた私の頭に容易く染み入っていく。

「婚約の日、君は俺でなくとも結婚するつもりだっただろう。それなら、俺でなければ駄目な身体にしなければと思った。……君を、愛しているから」

　――――それが『調教』のもう一つの理由だ。

　じっとりと熱く情熱的な声音に脳髄が揺れる。愛している、という音の羅列が聞き間違いでないかと怜司さんを振り仰げば、彼はひどく真っ直ぐに私を見つめていた。そこに宿る苛烈な煌めき、――――婚約したあの日からずっと彼の目に瞬いていたそれが、『愛』であったことに、私はようやく思い至る。ああ、そうだったのか。貴方は最初からずっと、私を愛してくれていたのか。

　心の震えが声をも震わせ、胸がいっぱいになり、溢れた分が涙として滲んだ。同時に、しこりのように残っていた婚約への不安、釣り合わないという負い目が氷解していく。彼が私を愛してくれるのなら、私が彼を愛しているのなら、釣り合わないとか、そんなことはどうでも良く思えてしまうのだ、――――そう、思い知る。

　好きだから、釣り合わないと思われたくなかった。がっかりされたくなかった。結局のところ、私が不安だったのはずっと、『怜司さんの気持ちがどこにあるか』だったのだろう。

　そして、その答えは、あのときの『君がいい』なんて殺し文句で既に示されていたのだ。

「っ私、……怜司さんがいないと、仕事も楽しくなくて、」

「……っ、ああ」

「自分で、触っても……気持ちよくなくて、ッは、怜司さんに早く逢いたくて……寂し、かったんです」

「うん……」

　私の言葉の一つも聞き漏らすまいと息を潜める怜司さんが、愛おしい。

　ずるりと抜け出た屹立が、好いところを擦りながら戻っていくのを待ってから、私はついにその言葉を舌先に乗せた。

「ぁ、っすき、好き……です、怜司さんが……」

　――――結婚する相手は、貴方じゃなきゃ嫌だ。

　息を呑む気配。太腿を掴む指先にぐっと力がこもり、痛いぐらいに全身を掻き抱かれる。少し震えるその腕に、どれほどの想いが詰め込まれているかなんて、まるで泣き出してしまいそうなほどに揺らめいた彼の瞳を見れば、すぐに分かった。ゆる、と鼻先を擦り合わせてくるその顔は、歓喜と幸福に塗れていて、――――今までで一番、愛おしい顔だった。

「ずっと……好き、なんだ。君が入社してすぐの頃、から……ッ」

　彼の唇が、首筋にきつく吸い付き、所有と執着の赤い痕を散らしていく。ぴり、とした痛みすら快感として受け取ってしまう身体が、ひくりと震えて怒張を緩く食い締めてみせた。びくびくと脈動するそれが、さらに硬く反り返る。たっぷりと間を取ったストロークが僅かに乱れ、彼の荒さの混じった溜息が肌を灼く。

「俺を慕ってくれるのが、かわいくて……他に盗られないように、大事に大事に、しまって、おいたんだ……他の男を近付けないように、牽制だってした」

「あッ、ン、……っ！　ぁ、っれ、いじさ、」

「は、ッ……情けない、だろう。本当は、俺が自分で婚約者に立候補したんだ。そのくせ、君が同じ気持ちになってくれるまで、告白を躊躇って……」

　焦点がぼやけるほど近くで、怜司さんが苦く笑う。その綺麗なかんばせがしかめられる様は、揺さぶられながらでもひどく美しく見えた。

　一突きごとに囁かれる真摯で必死な告白は、私の心臓をあっという間に絡め取り、いっそ切ないほどの幸福感で満たしてしまう。好きな人からの愛情は、一番恐ろしい媚薬だ。心と一緒に、身体までもが信じられないほどの愉悦に引きずり込まれて、後戻りのできない幸せに溺れていく。

　どんな愛撫だって敵わない、好きな人から求められるという悦楽。

「遅くなって、ごめんなさ……っあ、んっ、すき、好きです、よ」

「ッあ、……っは、は、本当に、君は俺に甘くて、悪い子だ……」

　ゆったりと奥を叩いていた律動が、徐々に速く、大きくなっていく。想いの丈を全て私の中へ注ぎ込もうとしているかのような突き上げに、私の思考もぐしゃぐしゃに掻き混ぜられてしまう。逃がさないとばかりに抱き込む手はそのままに、空いた方の手が秘芯をくすぐる。私をとろとろに蕩かすために余念のない手つき。蜜塗れの指先に磨くように擦られると堪らなくて、甘い悲鳴が迸った。摘ままれる動きに合わせて内壁をうねらせれば、扱かれた楔が、奥の窄まりをめちゃくちゃにノックする。

「ぁ、きもち、い……ッン、んん……！」

「ふー……ッ、はァ、純佳……っ」

　弱点を勢いよく穿たれ、淫芽への刺激も相まって久しぶりの頂きが忍び寄ってくる。抱え上げられた脚が律動によって激しく揺れて、何度も怜司さんの背中にぶつかるのだけが、かろうじて私の理性を保っていた。あと少し押されたら、向こう側へ転がり落ちてしまう、――――そんなことを考えた瞬間、思考を読んだかのように、怜司さんの口元が獰猛に歪んだ。

「純佳、――――いい子だから、イッて……？」

「ッあ、ゃ、うそ、ぁあっ……！」

　甘えるように、懇願するように。私がそれに弱いと分かったうえで囁かれる、とろとろに蕩け切った睦言。それが耳朶を掠めた瞬間、私は全身を震わせ、きつい絶頂の最中に押し上げられた。

　びく、びくんと腰が跳ねるのを手のひら一つで抑え込まれ、中を貫く杭で彼の下へ縫い留められる。駄目押しのように唇に食いつかれ、油断していた花芽をぐり、とひどく潰された。かっと首筋が燃えるように熱くなり、ばちばちと頭の奥で火花が散って、立て続けにもう一度、絶頂の味を思い知る。

　きもちいい、もうだめ、――――そう言ってやりたいのに、口から零れるのは意味を成さないだらしない嬌声ばかりで、私の限界をちっとも伝えてくれやしない。

「あ、ぐ……っ」

　激しく収縮する蜜穴に昂りを舐めしゃぶられて、怜司さんが艶めいた呻き声を漏らす。がくんと跳ねた脚がひときわ強く怜司さんの脇腹にぶつかるのもお構いなしに、甘い淫虐に戦慄く襞で、張り出した笠の段差を扱き始める。今まで『調教』された隘路は、持ち主の私の訴えも無視して、躾けられた通りに彼の怒張へ甲斐甲斐しく奉仕してみせた。

「あッ、ん！　ひぁ、あっ……！」

「すみか、好きだ……は、キス……っしたまま、いっしょに、イこうな……っ」

「ッは、んん、ぅ……んっ……！」

　舌同士を深く絡ませ合い、蕩け合うようなキスのせいで、体勢が少し仰向け側に寄る。幹が反り返り、重く膨らんだ切っ先が浅瀬の泣き所にちょうど当たる角度。まずいと思えたのは一瞬で、猛然とした突き上げた始まった瞬間、思考の何もかもが霧散し始める。

　神経が端から煮崩れて、蕩けて、ぐずぐずと形を失くしていく。びり、と痺れるような感覚が全身を覆っているせいで、もはや怜司さんの肌の感触すら曖昧なのに、弱点を丁寧に丁寧にいじめられて、ぐちゃぐちゃにされているのだけは、嫌というほどよく分かった。

　気持ちいいを通り越して、いっそ苦しいぐらい、だ。とろとろの顔も、顕著すぎる全身の反応も、何もかも取り繕えないままに私は再度果てまで押し上げられていく。叩きつけられる腰の力強さに流されそうになるのを、背中に回された腕が捕まえてくれて、――――ああ、もうどこにも、逃げ場がない。

「っれいじさ、イく、イッちゃ、ぁ……っ！」

「ッ、純佳……！」

　歯を食いしばった怜司さんが、蜜口の淵から最奥までを一息に突き上げた。ばつ、ん、とひどい音がして、隘路の天井に鈍い衝撃が走る。びくりと跳ね上がった熱杭の切っ先から、欲望が放たれると同時。当然の摂理のように、反射のように、私の身体は激しく絶頂した。

　『道連れ』の絶頂は今までで一番長く、きつい果てへと私を堕としていく。彼と同時にイくように躾けられた淫猥な身体が、悦楽が弾ける衝撃を少しでも減らそうとするように、爪先や指先を強張らせ、びくびくと震わせて、――――強張ったものは、あとは緩むだけ。

　ただでさえスイッチとなるお腹側の浅瀬を、散々になぶられた後だ。『そこ』が快楽に唆され口を開けると、びゅ、と淫水が溢れ出てしまうのは、きっと当然で。

「ぁ、やっ……！」

「ッは、……いい、全部出せ。俺に、君の全部……見せて」

　劣情の塊のような声音が、私の身体をさらに開かせてしまう。

　怜司さんのベッドを濡らしてしまう罪悪感は確かにあるのに、蕩けてしまった身体は言うことを聞いてくれない。はしたない痙攣に合わせ、花芯の下の口から漏れる淫水は、一向に止まる気配を見せなかった。

　久しぶりに味わう背徳的な快感に、ぶるりと背筋が震える。恥知らずな悦に入る、どろっと甘い啼き声と、彼の艶めいた呼吸音が溶け合い、混ざり合う。

「ぁ、ん……」

　やがて淫水が噴き出し終わり、深い深い溜息が私の胸をへこませる。細かな痙攣が鎮まったところで、怜司さんが私を優しく抱え直した。触れ合う場所がずれると、びしゃりと濡れた彼の腹やシーツの感触に、ちくりと心臓が痛む。

「……っ、ご、めんなさ……」

「ん……、大丈夫だ。凄く、かわいらしかった。いっぱいイッて、いっぱい出せたな……」

　よしよし、とざらついた声音が甘やかすように私の耳孔を舐る。今更罪悪感が押し寄せて半泣きになる私と、慰めるように背中を撫でながら、残滓を押し出すように蜜路を優しくあやして、私が欲を解放したことを褒めそやしてしまう怜司さん。私が甘やかせば「つけあがるからやめてくれ」なんて言うくせに、自分ばっかりずるい人だ。

　二人分の荒い呼吸が、ゆっくりゆっくりと落ち着いていく。ちゅ、ぷ、と密やかな水音を残して彼の屹立が蜜口から抜け出れば、ようやく訪れた安寧に下腹部がほっと安堵する。後に残ったのは、大きな幸福感と余韻だけだ。しっかりとした手が抱えていた脚を下ろし、ついばむようなキスが顔中に柔らかく降った。

「ん……っあ、怜司さん、マットレスどうしましょう……」

「……それは今のタイミングで気にすべきことか？」

「だってこれ、洗えない……」

「君は……情緒があるのかないのか、よく分からないな」

　仕方ない、とでも言いたげに苦笑した怜司さんが、最後に唇へと触れて小さなリップ音を立てる。予備があるから、なんて私を宥めすかし、そのまま背中と膝に腕を差し入れる、――――ふわりと、身体が浮いた。

「え？」

「カレー、作ってくれたんだろう。いい匂いがしていた。……シャワーを浴びて夕飯にしよう」

　男の人にしては細めな腕が、難なく私を抱え上げる。人生で初めてのお姫様抱っこに動揺し、思わず首に縋りつけば、くすくすという笑い声が耳のすぐ傍で聞こえた。火照りが抜けきっていないのか、気怠い身体にじんわりと彼の体温が染みる。

「……カレーのこと、すっかり忘れてました」

「そうだろうな。一人遊びに忙しそうだったから」

「怜司さん……！」

「冗談だ」

　痙攣がようやく収まったばかりの力の入らない手で、ぺちりと彼の肩を叩けば、唇がご機嫌な弧を描く。見慣れなかったはずのこういう表情も、いつの間にか当たり前になってしまった気がする。そのことがすごく嬉しくて、――――幸せだ。

　その幸せをお裾分けすべく、危なげない足取りでバスルームへ向かう怜司さんの頬に、そっと手を添える。そのまま唇に噛みつけば、頼り甲斐のあった腕ががくんと大きく揺れた。

「わっ！」

「……」

「……怜司さん、どうしたんですか？」

「いや……純佳さんからのキスは、初めてだなと思って……」

　狼狽えたように呟いた怜司さんが再び歩き出す。その歩調は先ほどよりもゆっくりで、私の視線から逃げるように反対側へ向けられた顔も、覗き込めばうっすらと赤く染まっていた。

　――――ああやっぱり、かわいい。

　くすくすとお返しのように笑ってやれば、怜司さんが困ったように溜息を漏らす。降参だとばかりに鼻先にキスが降ってきて、うずうずと甘ったるい感情に支配される胸の奥が、温かくなった。

「おかえりなさい、怜司さん」

「……ああ、ただいま」

　言い忘れていた挨拶と共に、もう一度キスをする。

　今度は優しい返事が返ってきたので、私は満足だとばかりににんまりと笑ってみせたのだ。
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　純佳さん。

　大好きな低い声が、柔らかな音を紡ぐ。優しく髪を梳かれ、さらさらと耳の横を撫でられる感覚に、意識が押し上げられ、瞼に眩い朝日の気配を感じる。

　――――前にもこんなことあった、なあ。

　半分微睡んだままの思考がそんなことを呟くのに頷けば、頭を撫でてくれていた手がするりと頬へと移動する。これは前にはなかったことだ。重たい瞼をゆるりと持ち上げれば、目の前には陽光に照らされた怜司さんの顔があった。

「おはよう、純佳さん」

「……おはよう、ございます」

「まだ寝ぼけてるな。……とろんとしてる」

　伸びてきた指先が唇の端を撫で、食べてしまっていたらしい髪を避けてくれる。昨日この家に帰ってきたばかりの怜司さんは、朝が来てもちゃんとここにいてくれたようだった。

　昨夜はシャワーを浴びたあと、二人でベッドの処理をして、カレーを食べて。出張中の互いの話をしながら新しいマットレスを敷き、並んで寝たはずだ、――――ぼんやりと記憶を浚う私を、怜司さんがひときわ優しい手つきで引き寄せると、覚醒を促すキスをくれる。

「寝起きのところに悪いんだが、渡したいものがある。受け取ってくれるか？」

「はい……？」

　渡したいもの、――――出張先のお土産か何かだろうか。

　キスによって少しだけ稼働率を高めた脳味噌が、遅まきながら妥当な予想を吐き出す頃には、怜司さんはもう鞄から『それ』を取り出していた。

　『それ』は、リボンの巻かれた小さな白い箱だった。彼の指先が窮屈そうにリボンをほどき、その中身を私の方へと掲げてみせる。

「えっ……」

　――――差し出された、鈍く光る銀色。

　細くまろい輪、繊細な細工があしらわれたそれは、見紛うことなき『婚約指輪』だった。

　ぽかんとする私を余所に、怜司さんはこちらの左手を取り上げると、薬指にそれをするりと嵌めてみせる。ぴったりと収まったそれが、私の睫毛の向こうできらりと光った。

「昨日、帰りがけに取ってきたんだ。元々これを取りに行くつもりで、純佳さんには一本遅い新幹線を伝えていたんだが……思いのほか、早く受け取れたから」

　する、と彼の指が指輪の縁をなぞる。尊いものに触れるような、躊躇い混じりの手つき。

「……俺が自分で買うのが筋だろうと思って、デザインも俺が選んでしまったんだが。君の気に召しただろうか」

「……はい！　すごく、綺麗です……」

　驚きと感動で喉に詰まっていた声がまろび出て、寝室中に響いた。左手をかざしてみると、元々ずっとそこにあったかのように、しっくりと馴染んでいる。何よりも、微かな憧れを抱いていたものを、当たり前のように差し出してくれた怜司さんの優しさが胸に来た。

　同じ気持ちだったのでも、私の気持ちを察してくれたのでも、どちらでも構わない。ただ彼が私のことを考えて選んでくれたのが、途方もなく嬉しかった。

「純佳さん。……改めて、俺の婚約者になってくれ」

　愛している。

　昨夜より穏やかに告げられた愛の言葉に、私は何度も頷いてみせる。

「私も。……怜司さんのこと、愛してます」

　だから、婚約者になってください、――――そう囁いて、自分から二度目のキスを贈った。寄り掛かる私の身体を、怜司さんは受け止めて抱きしめてくれる。その腕の感触に、少し考えてから深く唇を触れ合わせた。

　彼に躾けられた通り、舌同士を厭らしく睦み合わせ、彼の舌を捕まえて甘く吸い上げる。裏側をくすぐって、零れた唾液を舐めとるように、ちゅう、と音を立てた。私の意図を察したらしい怜司さんの手が、うなじへと添えられ、髪の生え際をくしゃくしゃと掻き混ぜる。

「ん……キス、上手になったな」

「っん、ありがとう、ございます……」

　――――褒められた。怜司さんに。

　相変わらず嬉しい嬉しいと胸がうずつく辺り、もしかしたら私の気持ちは最初から何も変わっていないのかもしれない。ただ、きちんと自覚をしただけで。

「ふっ、ぁ……っ！」

「っは、ちゅ……んん、」

　ふっと気が緩んだ瞬間に、怜司さんの逆襲が始まった。厚い舌によって咥内を蹂躙され、歯の一粒までを丁寧にかわいがられる。舌の根本も裏も全部愛撫されて、ただでさえ微睡みから抜け切れていなかった頭が煮蕩かされていく。

　火の付いてしまった大人の身体は、かわいらしいキス一つでは収まらない。零れた唾液を厭らしく舐めとった怜司さんが、すう、と瞳に情欲を灯していく。

「先に仕掛けたのは純佳だからな。……責任は取るように」

「っん……ぁ、はい。ちゃんと、しますから……」

　借りていた怜司さんのシャツが手早く脱がされる。彼も惜しげもなく服を脱ぎ捨てると、キスをほどかないまま私の身体を検分していく。昨日散々苛め抜かれた隘路は緩んだままで、微かな水気を湛えていた。

「……ここ、まだ開いてる」

「ぁ、んっ……たぶん、入ります、よ……？」

「このまま挿れたら、君が痛いだろう。もっとたっぷり、濡らさないと……ん、」

　再び唇に食いつかれると同時に、彼の指が僅かな湿りを頼りに、一本だけ蜜壺へと潜り込む。鉤状にされた中指は、そのまま私の弱点だけをゆるゆると撫で擦り始めた。ちゅくちゅくという控えめな音が静謐な寝室に響き、じわ、と顔が熱くなる。明るい中で身体を見られるのにはもう慣れたけれど、朝からいけないことに耽るという背徳感は、私の羞恥を煽るには充分だった。

「ふ……っ純佳も、こっち、触って……」

　懇願する声音に合わせ、右手が彼の屹立へと誘われる。ゆるく芯を持ち始めているそれ。まだどこか柔いそれを、拙いながらも少しずつ慣れてきた手淫で慰めると、口付けの合間に漏れる吐息が甘くけぶった。

　怜司さんの手は相変わらず器用で、私の蜜路を責め立てる傍ら、同じ手の親指で淫芯をくりくりと苛め、逆の手では、ぴんと勃った蕾を絶妙な力加減で摘まみ上げている。人差し指と中指で摘ままれた蕾は、握るような形で親指の腹に天井を擦られていて、そのむず痒さを生む刺激に腰が強請るように揺れた。

　甘やかすように、たっぷりと時間をかけて行われる愛撫は、精神的な悦楽すら連れてくる。愛おしい、と思うたびに、お腹の奥が緩む。溶け合って一つになりそうなほどのキスが一度離れ、怜司さんが密やかに囁いた。

「……付けないで、したい。いいか」

「っ、ぁ……」

「純佳、」

　――――ここに、俺のを注いでいいか。

　聞くだけでぞくぞくと肌を粟立たせる、情欲に濡れた声音が強請る。こういうときばかりは懇願を使わないのだから、やっぱり怜司さんは分かって使い分けているのだろう。

　ほんの少しの逡巡の後に、私はするりと撫でられた下腹部に自分の左手を添える。いいですよ、という声は、きちんと発声できていただろうか。怜司さんが満足気に頷いたから、きっとできていたのだろう。

　指が抜かれると、どろりと重たい粘液が溢れ出る。変えたばかりのシーツをあえなく汚したそれに眉をしかめるより早く、花唇に熱く濡れた楔が触れた。膜越しじゃない、生身の感覚にびく、と腰が跳ねる。あの薄い膜一枚でどうしてここまで熱を遮断できていたのかと思うほど、それはひどく熱く滾っていた。

「挿れる、ぞ」

　ふわりと綻んでいた淵を、ぬらりとした感触が割り開いていく。猛る杭が、いつもよりずっと緩慢に中を擦り上げる。ぐずぐずの襞が、その細かい起伏の一つ一つまでを鋭敏に感じ取り、さざめくように蠕動してみせると、怜司さんが小さく眉根を寄せた。

「ハ、ァ……吸い付いて、くる……」

「ふぁ、あ、あぁ……っ」

　ずぶずぶと飲み込まれていく刀身が、やがて全て中へと収められる。こつん、と奥に当たった感覚がして、正面から圧し掛かっていた彼が深く深く息をついた。

「ッ……入った、な……？」

「入り、ました……」

「ん……ちゃんと全部飲めて、偉いな……」

　甘やかすようなどろりとした声と共に、彼の右手が私の左手を捕まえる。指輪を撫でるように器用に中指と薬指が動き、私はやっぱりこの人が上手くニンジンを切れないのはおかしい、なんてことを頭の隅で考えた。

　手はそのままシーツへと落とされる。指輪が入っていた箱のリボンに指が引っかかって、まるで二人の手を束ねるように絡み付いた。その光景が胸にうずつくような甘ったるさと切なさを一緒くたに運んできて、私はついつい空いた手と脚で怜司さんの身体にしがみ付く。いっそ二度とほどけないほどに複雑に絡み合って、取れなくなってしまいたい、なんて。

「ッ君な……そんな真似して……持たなく、なるだろ、」

「ぁ、だって……っ」

　隘路に横たわる剛直がびくりと震え、ずんと重く張り詰めていく。膨れ上がる質量に、これから征服されるであろう最奥が、甘やかな悦びに打ち震えた。今度のキスはまるで噛みつくみたいに獰猛で激しく、そのくせ始まった律動は蕩けるほどに優しくて、その落差にぞっとするほどの淫悦が私を堕としてしまう。

　こんこん、と奥を口説くキスは止むことなく、緩やかに続けられる。甘やかに窄まりを蕩かそうとしてくれる怒張へのお返しは、彼に躾けられた通りに幹を食い締めてあげることだ。きゅー、っと締めて、とろりと緩めて。入り口から深部に向かって波打たせるように。絞るようなその動きは、彼の欲望をさらにきつく猛々しいものへと変えていく。

「あ、ぁ、んん……っ、ゃ……あ」

「は……っ、さっきから、悪戯が過ぎるぞ。もう欲しいのか」

　雄くさく吐息を零した怜司さんが、ぞろりと笑んだ。淡い色の瞳に、いつもの苛烈な煌めきが宿り、甘えて降りきった窄まりをぐりぐりと押し込まれる。晒した喉を甘く食まれ、鎖骨に優しく歯を立てられて。びりびりとした刺激と共に、捕食され、貪られる被虐的な愉悦が沸き上がった。

「な、……ここに出されたら、気持ちいいな……？」

「ッ……！　ぁ、っ……あ、」

　ぐう、とさらに腰を押し込まれ、切っ先が僅かに嵌り込んだ。言い聞かせるような声音が脳まで染み入り、未知への恐怖を快感への期待へとすり替える。

　ここに出されたら、――――一番大事なところも何もかも、身体の全部を怜司さんに明け渡して、奪われることになる。それはきっとすごく気持ちよくて、幸せだ。

　ぞくぞくと這い上がる背徳感にも幸福感にも取れる快感が私の身体を支配して、きゅうう、と内壁を締め上げた。ふしだらな収縮に怜司さんも私も煽られて、甘く喘いだ唇たちが再び睦み合いを始める。

「は、ァ……っ純佳、すき、だ……愛してる、」

　少しの余裕もない掠れ声がキスの隙間に差し挟まって、私の胸を幸せばかりで満たしていく。

　――――ああ、この人との未来が、欲しい。

「ん、っ……私、も愛して、ます……」

「ッ、ああ……」

　むしゃぶりつくようなキスと共に、奥を抉る小刻みな律動が不意に激しくなる。喉がひどく渇いて、互いの咥内を優しく征服し合って、――――やがて、最奥に口付けた鈴口がひくりと震えたのが分かった。

「あ、」

「ッは、純佳……っ！」

　びゅる、と奥を熱い奔流が叩いた瞬間、その蜜壺がじゅわりと濡れる感覚に、私は今までで一番の果てを味わう。昨晩のものが一番激しい絶頂なら、きっとこれは一番優しく、深い絶頂だった。

　脳まで灼かれるような、強烈で鮮やかな刺激に意識も自我も何もかもが白んで、中空に放り出される。全身がきつく震え、頭の先から爪先まで、重さを感じるほどの力が入った。声にならない喘ぎ声が喉を灼いて、反射的に目の前の怜司さんの肩口に噛みついてしまう。

「ッん、ぅ……―――！」

　心から愛おしい人へ全部を明け渡し委ねるという、他では味わえない多幸感に、びくびくと感じ入る。怜司さんも私の咥内を優しくあやすように掻き混ぜながら、噴き出す欲望の残滓まで出し切るように、ぐ、ぐっと切っ先を奥に押し付けた。厭らしいその動作に、じく、と白濁を飲んだお腹の奥が甘く疼く。

「は、……っ、は、純佳、」

　汗に濡れた、柔らかい色合いの髪が垂れ下がり、私の頬をくすぐった。呼吸に合わせて胸板が上下するのを見て、『生きている』のだとぼんやり思う。無意識に手を遣ったお腹の奥にも、『生きている』ものは生まれただろうか。まだかもしれないな、とくすりと笑ってしまったのは、現実的な諸々の周期を思い出したからだったけど、怜司さんの甘ったるいキスに思考は柔らかくほどけていってしまった。

「もう、……これで、返品交換はできませんよ」

「するつもりもない」

　きっぱりと言い切って笑う怜司さんのかんばせが、甘く緩む。リボンに絡め取られた二人の手の真ん中で、指輪がきらきらと光っていた。

　まるで私たちを祝福しているみたいだ、なんて、少女思考が過ぎるでしょうか。







エピローグ








「純佳、入るぞ」

「はーい」

　そわそわと動かしていた手足をお行儀よく揃え、咳払いを一つ。ノックされたドアを振り返れば、ゆっくりと押し開かれたそれの向こうに、眩しいぐらい真っ白のタキシードに身を包んだ怜司さんの姿があった。現金極まる自分の顔が、ぱっと笑みを形作る。

　一方の彼は相変わらずの無表情で、ドアのところに立ち尽くしたままだ。もう見慣れたそれが、ただの無表情でも少しずつ違うことを、私はもう知っている。今のこれは、少し緊張しているときの顔だ、――――『海棠課長』も『怜司さん』も、随分と分かりやすくなった気がするなあ、なんて、ついつい笑ってしまう。

　彼はしばし私を見つめていたけれど、「怜司さん」と声を掛ければ、その無表情をふっと鮮やかに色付かせ、微笑んでみせた。

「……綺麗だ」

　端的で、ストレートな賛美はひどく彼らしい。今日の日のために、彼のために選んだウェディングドレスを褒められた嬉しさに、緊張に縛られていた心が柔らかくほぐれていく。

　結婚式当日の、花嫁控室。そこに放り込まれた私がどれだけ緊張していたか。私が彼の緊張を見抜いたのと同様に、この人にはきっとお見通しなんだろう。

　ありがとうございます、と微笑み返せば、歩み寄ってきた怜司さんが優しく手を取った。

　左手の薬指。そこには一年ほど前に貰った、鈍く光る銀色が輝いている。

「今日もしてきたのか？」

「つい……でも、これを嵌めるのも今日が最後ですね」

「そうだな。……ここに、今から違う指輪を嵌める」

　する、と指輪のラインをなぞった彼の手が、恭しい手つきで指輪を外した。久しぶりにまっさらになった左手の薬指は寂しいけれど、これは束の間の空白だ。

「――――これからも、ずっと俺じゃないと駄目な君でいてくれ」

　ちゅ、とかわいらしいリップ音が鳴り、空白の薬指へ懇願するようなキスが落とされる、――――ここで懇願なんだ、ずるいなあ。

　胸に浮かんだ言葉とは裏腹に、私の表情はゆるゆるに緩んでいることだろう。懇願するほど、繋ぎ止めておきたいと思われているのが、嬉しくて堪らないから。

「怜司さんも、ずっと私じゃないと駄目な貴方でいてくださいね」

「俺は出逢った瞬間からずっとそうだ」

「そうでした」

　くすくすという柔らかで幸せな笑い声が私たちを取り巻く。控えめなノック音が響き、「そろそろお時間です」というスタッフさんの声がドアの向こうから聞こえてきた。

「行くか」

「――――はい」

　空白の左手で、彼の右手を捕まえる。

　歩き出す私たちを、ドレッサーに置かれた鈍く光る銀色だけが、いつまでも見つめていた。







あとがき








　こんにちは、皆みな原はら彼方かなたと申します。

　この本をお手に取っていただき、本当にありがとうございました。数ある作品の中で、目に留めていただけたこと、とてもとても嬉しく思います。本作を少しでも楽しんでいただけていれば幸いです！

　こうして作品を出させていただくのは二本目になりますが、未だに激しく緊張しております。慣れる日が来るといいな、と思いつつ、多分そんな日は来ないだろうな、としみじみ思います。

　今回は「めちゃくちゃに甘くて、ひたすらによしよし甘やかされる話が書きた～い！」という願望と『花嫁調教』というピンときた単語が先にあったので、年上寡黙上司に甘々花嫁調教をされるお話になりました。今回も「調教とは……？」「あまあまとは……？」と首を傾げながらの執筆で、前作よりかなり苦しめられましたが、少しでもときめいていただけていたら嬉しいです。

　甘々故のなんちゃって調教になってしまいましたが、官能シーンのほうも楽しく書かせていただきました。性癖しか詰めていないシーンばかりで恐縮ですが、皆様にもドキドキしていただけていますように……と祈っております。

　そして今回も素敵な表紙を描いていただきました。つきのおまめ様の描かれる女の子の悩ましげなお顔が最高だな……と思っていたのですが、いざ純佳ちゃんとして見てしまうとドキドキが止まりません。怜司さんも何もかもがイメージ通りで、素敵なこの一枚に、かなり執筆を助けていただきました。本当にありがとうございました……！

　改めまして、こうして形にしてくださった編集様、制作に関わってくださった全ての方々に。そして何より、ここまで読んでくださった皆様に、この場を借りてお礼申し上げます。

　本当にありがとうございました！

　それでは、またどこかでお会いできますように。
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